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序

茨城県は，県土の均衡ある発展を念頭におきながら，地域の特性を生

かした振興を図るために，高規格幹線道路などの根幹的な県土基盤の整

備とともに，広域的な交通ネットワークの整備を進めています。

その一環として国土交通省が整備する首都圏中央連絡自動車道は，首

都高中央環状線などと一体となって，首都圏の骨格となる３環状９放射

の道路ネットワークを形成し，東京都心部への交通の適切な分散導入と

首都圏全体の道路交通の円滑化，首都圏の機能の再編成を図る上で極め

て重要な役割を果たすものです。

しかしながら，この事業予定地内には埋蔵文化財包蔵地である同所新

田遺跡と瀬沼遺跡が所在することから，これらを記録保存の方法により

保護する必要があるため，当財団が国土交通省関東地方整備局北首都国

道事務所から埋蔵文化財発掘調査の委託を受け，平成１８年４月から平成

２０年３月まで２年間にわたってこれを実施しました。そのうち，平成１８

年度に実施した調査の成果については，既に当財団の『文化財調査報告

第２８９・２９０集』として刊行したところです。

本書は，第２８９・２９０集に続き，同所新田遺跡と瀬沼遺跡の平成１９年度

調査の成果を収録したものです。学術的な研究資料としてはもとより，

郷土の歴史に対する理解を深めるために活用されることによりまして，

教育・文化の向上の一助となれば幸いです。

最後になりますが，発掘調査から報告書の刊行に至るまで，委託者で

ある国土交通省関東地方整備局北首都国道事務所から多大な御協力を賜

りましたことに対し，厚く御礼申し上げますとともに，茨城県教育委員

会，五霞町教育委員会をはじめ，関係各位からいただいた御指導，御協

力に対し深く感謝申し上げます。

平成２１年３月

財団法人茨城県教育財団

理事長 稲 葉 節 生



例 言

１ 本書は，国土交通省関東地方整備局北首都国道事務所の委託により，財団法人茨城県教育財団が平成１９年

度に発掘調査を実施した，茨城県猿島郡五霞町大字小福田７３９番地の１ほかに所在する同所新田遺跡と，同
どうしょしんでん

町大字幸主４９６番地の１ほかに所在する瀬沼遺跡の発掘調査報告書である。
せ ぬま

２ 発掘調査期間及び整理期間は以下のとおりである。

調 査

同所新田遺跡 平成１９年１０月１日～平成１９年１２月３１日

瀬 沼 遺 跡 平成１９年１２月２５日～平成２０年３月３１日

整 理 平成２０年６月１日～平成２０年１１月３０日

３ 発掘調査は，調査課長瓦吹堅のもと，以下の者が担当した。

同所新田遺跡

首席調査員兼班長 三谷正

主 任 調 査 員 小林和彦

調 査 員 江原美奈子

瀬 沼 遺 跡

首席調査員兼班長 三谷正

主 任 調 査 員 小林和彦

調 査 員 江原美奈子

調 査 員 鹿島直樹 平成２０年２月１日～平成２０年３月３１日

調 査 員 作山智彦 平成２０年２月１日～平成２０年３月３１日

４ 整理及び本書の執筆・編集は，整理課長村上和彦のもと，主任調査員本橋弘巳が担当した。

５ 同所新田遺跡から出土した製鉄関連遺物の化学分析については，JFEテクノリサーチ株式会社に委託し，

考察は付章として巻末に掲載した。また瀬沼遺跡で出土した木製品の保存処理については，株式会社古環境

研究所に委託した。



凡 例

１ 地区設定は，日本平面直角座標第Ⅸ系座標に準拠し，同所新田遺跡はX＝＋１２，６００m，Y＝－５，６４０mの

交点を，瀬沼遺跡はX＝＋９，９２０m，Y＝－６，７２０mの交点を基準点（A１a１）とした。なお，この原点は，世

界測地系による基準点である。

この基準点を基に遺跡範囲内を東西・南北各々４０m四方の大調査区に分割し，さらに，この大調査区を東

西・南北に各々１０等分し，４m四方の小調査区を設定した。

大調査区の名称は，アルファベットと算用数字を用い，北から南へA，B，C…，西から東へ１，２，３…

とし，「A１区」「B２区」のように呼称した。さらに小調査区は，北から南へa，b，c… j，西から東へ

１，２，３，…０とし，名称は，大調査区の名称を冠して「A１a１区」「B２b２区」のように呼称した。

２ 実測図・一覧表・遺物観察表等で使用した記号は次のとおりである。

遺構 SI－竪穴住居跡 SB－掘立柱建物跡 SA－柵跡 SK－土坑 SD－溝跡 SE－井戸跡

WT－溜め井跡 PG－ピット群 SX－不明遺構 P－ピット

遺物 P－土器・陶磁器 TP－拓本記録土器 DP－土製品 Q－石器・石製品 M－金属製品

G－ガラス製品 W－木器・木製品

土層 K－撹乱

３ 遺構・遺物実測図の作成方法については，次のとおりである。

（１）遺構全体図は２００，３００分の１，各遺構の実測図は６０分の１の縮尺で掲載することを基本とした。種類や

大きさにより異なる場合は，個々に縮尺をスケールで表示した。

（２）遺物実測図は原則として３分の１の縮尺とした。種類や大きさにより異なる場合は，個々に縮尺をス

ケールで表示した。

（３）遺構・遺物実測図中の表示は，次のとおりである。

焼土・砂鉄・赤漆 炉・骨粉

粘土・溶着材・黒漆 炭化範囲・煤

●土器・陶磁器 ○土製品 □石器・石製品 △金属製品 ▲木製品

４ 土層観察と遺物における色調の判定は，『新版標準土色帖』（小山正忠・竹原秀雄編著 日本色研事業株式

会社）を使用した。

５ 一覧表・遺物観察表の表記については，次のとおりである。

（１）計測値の単位はm，cm，kg，gである。なお，現存値は（ ）で，推定値は［ ］を付して示した。

（２）遺物観察表の備考の欄は，残存率や写真図版番号，その他必要と思われる事項を記した。

（３）遺物番号は通し番号とし，本文，挿図，観察表，写真図版に記した番号と同一とした。

６ 「主軸」は，竪穴住居跡の炉（竈）を通る軸線とし，主軸方向は，その他の遺構の長軸（径）方向と共に，

座標北からみて，どの方向にどれだけ振れているかを角度で表示した（例 N－１０°－E）。

７ 近世の陶磁器の器種・年代観については，『内藤町遺跡』（新宿区内藤町遺跡調査会ほか，１９９２），『瀬戸市

史 陶磁篇 六』（瀬戸市史編纂委員会，１９９８），『九州陶磁の編年』（九州近世陶磁学会，２０００）などを参考

とした。
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同所新田遺跡・瀬沼遺跡の概要
どうしょしんでん い せき せ ぬま い せき

【はじめに】

同所新田遺跡と瀬沼遺跡は，茨城県西部の猿島郡五霞町に位置しており，利根川や江戸川
さ しまぐん ご か まち と ね がわ え ど がわ

など，町の周りには大きな川が流れています。江戸時代の史料によると，五霞町は多くの農
民が暮らしており，湿地や田畑が広がっていたことや，周囲の川が氾濫する苦労の多い地域

しっ ち はんらん

であったことが記されています。今回の発掘調査は，五霞町に首都圏
しゅ と けん

中央
ちゅうおう

連絡自道車道
れんらく じ どうしゃどう

（圏央道）が建設されることとなり，そこには同所新田遺跡と瀬沼遺跡があることから，両
けんおうどう

遺跡の内容を記録するために，茨城県教育財団が調査を行いました。

《同 所 新 田 遺 跡》
どう しょ しん でん い せき

五霞町小福田地区に位置する同所新田遺跡では，約２００年前（江戸時代後期）の鉄づくりに
ご か まち こ ふく だ

関連する遺構（昔の人が掘ったあと）が確認されています。ここでは，鉄づくりに関連する
い こう

遺構について説明します。

～鉄ができるまで～

鉄づくりの例（左④）

鉄づくりの例（左⑤）

①鉄をつくる原料（砂鉄
や鉄くず）を集める

②木材を燃やして
木炭をつくる

③炉の中に鉄の原料と木炭を入れ，温度を上
ろ

げて溶かし，鉄分の多いかたまりを集める
と

④鉄のかたまりを再び溶かして，鉄分がより
多いものにする（精練鍛冶＝大鍛冶）

せいれん か じ おお か じ

⑤④でできた鉄を熱して叩きながら形を整
たた

え，製品をつくる（鍛錬鍛冶＝小鍛冶）
たんれん か じ こ か じ
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～１８年度で確認できた遺構～

～１９年度で確認できた遺構～

～同所新田遺跡から出土した遺物～

粘土が貼られている土坑
底や壁は水が浸みこみにくい工夫がされています。

かべ し

鉄づくりに必要な水をためたところとみられます。

スロープがついた土坑（掘った穴）
直径が８mほどで，中で作業をしている
人たちからも，その大きさがわかります。

小さい穴は，割れたものをつ
なぐためにあけた跡で，銅線
などで結び，再び使用します。

前図の④にあてはまる鉄づくり
の作業場です。長さ９m，幅３

はば

mほどの大きなものです。

白線で示したのは，前図の⑤の鉄づ
くり作業を行った建物跡（規模が７×
６m）で，黒く丸いのは柱穴です。

焙烙という江戸時代の調理具
ほうろく

豆や茶を煎ったりするものです。
い
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【同所新田遺跡の調査からわかったこと】
平成１８・１９年度の調査で，同所新田遺跡での鉄づくりは，精練鍛冶（より鉄分の多い鉄を

つくる作業）や，鍛錬鍛冶（鉄を叩いて製品をつくる作業）などを行っていたことがわかり
ました。ほかにも，倉庫と考えられる柱が並んだ建物の跡や，水をためるための土坑など，
さまざまな鉄づくりの作業場が発見されています。鉄をつくったり，鉄を研いだりなど，

と

人々がこの地で「ものづくり」に励んでいたことが想像されます。

《 瀬 沼 遺 跡 》
せ ぬま い せき

五霞町幸主地区に位置する瀬沼遺跡では，平成１８年度の第１次調査で約４５００年前（縄文時
こうしゅ

代中期）や約１５００年前（古墳時代後期）の竪穴
たてあな

住
じゅう

居跡が１軒ずつ確認されています。今回の
きょあと

第２次調査では，縄文時代の竪穴住居跡のほか，約５５０年前（戦国時代）の墓跡，約２００年前
はかあと

（江戸時代後期）の舟着場も確認されました。
ふなつき ば

縄文時代の竪穴住居と縄文土器
約４５００年前（縄文時代中期）に建てられ
た長方形の竪穴住居跡です。下のよう
なたくさんの縄文土器が出土しました。

羽口は鉄づくりの温度を上げ，安定させる
は ぐち

ために風を送りこむ道具で，椀
わん

状
じょう

滓は鉄づ
さい

くりで不要となったお椀形のかたまりです。

割れたものを白玉粉でつなぎ合わせ
しらたま こ

て再使用した碗が出土しています。
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【瀬沼遺跡の調査からわかったこと】
これまでの調査について紹介してきたように，戦国時代の頃になると火葬土坑（亡くなっ
た人を火葬した穴）４１基，墓跡１１基がまとまってつくられ，この地が墓地になったことがわ
かりました。これだけの火葬した跡や墓跡が一つの遺跡から確認されることは大変珍しく，
貴重な資料となりました。また，江戸時代につくられた運河跡１条が確認され，この運河に

うん が あと

は舟着場があることから，人や物の移動に使われていたと考えられます。このように，瀬沼
遺跡は古くは縄文時代から利用され，戦国時代や江戸時代を中心とした遺跡であることがわ
かりました。

亡くなった人を火葬した土坑で，アル
ファベットの「T」のような形です。白
いのは骨の残りです（○印）。

左から「洪武通寶」「永楽通寶」「宣徳通寶」「
こう ぶ つうほう えいらくつうほう せんとくつうほう

朝
ちょう

鮮通寶」
せんつうほう

江戸時代（約２００年前）の舟着場跡
杭が何本も立ち並んだ場所が発見されま
くい

した。底面が長方形に掘られており，舟
が到着した場所とみられます。

墓跡と火葬された跡
か そう

戦国時代の頃（約550年前）に亡くなった
人の墓跡がたくさん見つかり，下のような
古銭（中国や朝鮮から伝わったお金）が出土
しました。また，亡くなった人を火葬した
跡（右の写真）が41か所も確認されました。
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第１章 調 査 経 緯

第１節 調査に至る経緯

国土交通省関東地方整備局北首都国道事務所は，五霞町において一般国道４６８号首都圏中央連絡自動車道新

設事業を進めている。

平成１６年８月２０日，国土交通省関東地方整備局北首都国道事務所長は，茨城県教育委員会教育長に対して，

一般国道４６８号首都圏中央連絡自動車道新設事業地内における埋蔵文化財の所在の有無及びその取り扱いにつ

いて照合した。これを受けて茨城県教育委員会は，平成１６年９月１４日に現地踏査を，平成１７年１０月１１～１４・２２

日に試掘調査を実施し，同所新田遺跡及び瀬沼遺跡の所在を確認した。平成１７年１２月１２日，茨城県教育委員会

教育長は国土交通省関東地方整備局北首都国道事務所長あてに，事業地内に両遺跡が所在する旨を回答した。

平成１７年１２月２６日，国土交通省関東地方整備局北首都国道事務所長は，茨城県教育委員会教育長に対して，

文化財保護法第５７条の３第１項（現 第９４条）の規定に基づく土木工事のための埋蔵文化財包蔵地の発掘につ

いて通知した。平成１８年１月１０日，茨城県教育委員会教育長は現状保存が困難であることから，記録保存のた

めの発掘調査が必要であると判断し，国土交通省関東地方整備局北首都国道事務所長あてに，同所新田遺跡及

び瀬沼遺跡について工事着手前に発掘調査を実施するよう通達した。財団法人茨城県教育財団は，国土交通省

関東地方整備局北首都国道事務所長から埋蔵文化財発掘調査事業について委託を受け，同所新田遺跡は平成１８

年６月１日から１１月３０日，瀬沼遺跡は平成１８年１０月１日から平成１９年３月３１日に第１次発掘調査を実施した。

平成１９年１０月３０日，茨城県教育委員会は瀬沼遺跡の試掘調査を再度実施した。平成１９年２月２３日，国土交通

省関東地方整備局北首都国道事務所長は，茨城県教育委員会教育長に対して一般国道４６８号首都圏中央連絡自

動車道新設事業に係る埋蔵文化財発掘調査の実施について協議した。平成１９年２月２７日，茨城県教育委員会教

育長は，国土交通省関東地方整備局北首都国道事務所長あてに，同所新田遺跡・瀬沼遺跡について発掘調査の

範囲及び面積等について回答し，併せて埋蔵文化財の発掘調査機関として財団法人茨城県教育財団を紹介し

た。財団法人茨城県教育財団は，国土交通省関東地方整備局北首都国道事務所長から埋蔵文化財発掘調査事業

について委託を受け，同所新田遺跡は平成１９年１０月１日から１２月３１日まで，瀬沼遺跡は平成１９年１２月２５日から

平成２０年３月３１日まで第２次発掘調査を実施した。平成２０年３月１８日，茨城県教育委員会は，瀬沼遺跡の遺構

が調査区東側に延びていることが確認されたため，試掘調査を行い，補足調査を行った。

第２節 調 査 経 過

同所新田遺跡及び瀬沼遺跡の調査経過については，その概要を表で記載する。

同所新田遺跡
１２月１１月１０月月工程

調査準備
表土除去
遺構確認

遺構調査

遺物洗浄
注 記
写真整理
補足調査
撤 収

瀬 沼 遺 跡
３月２月１月１２月月工程

調査準備
表土除去
遺構確認

遺構調査

遺物洗浄
注 記
写真整理
補足調査
撤 収
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第１図 同所新田遺跡調査区設定図
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第２章 位 置 と 環 境

第１節 地 理 的 環 境

同所新田遺跡は，猿島郡五霞町大字小福田７３９番地の１ほか，瀬沼遺跡は，同町大字幸主４９６番地の１ほか，
どうしょしんでん せ ぬま

に所在している。

両遺跡が所在する五霞町は，茨城県の南西部の利根川以南に位置している唯一の町で，北を利根川，東を江

戸川，西から南にかけて権現堂川によって区画されている。町域の地形は利根川及び中・小河川によって開析

された低地（谷底平野，自然堤防，三角州平野）と，五霞村台地と呼ばれる低位段丘群によって構成されてお

り，町内の最高標高は１７．５ｍ，最低標高は９ｍで，平均標高は約１２ｍである。この利根川流域に広がる低台地

は，地質的には新生代第四紀沖積統が中心で，約１万年以降までの新しい時代の堆積層で形成されている。ま

た，この沖積統の下には第四紀洪積統（奥東京湾時代）後期に形成された洪積統が堆積しており，下層から

竜ヶ崎砂礫層，常総粘土層，関東ローム層（武蔵野ローム層，立川ローム層など）に分層される。

同所新田遺跡は，五霞町北東部の利根川沿いに位置し，標高１０～１２ｍの台地上に位置している。遺跡周辺の

土地利用状況は，主として水田・畑地などの耕作地であり，遺跡の状況は畑地であった。

瀬沼遺跡は，五霞町南部の中川沿いに位置し，標高１１ｍほどの台地上に位置している。遺跡周辺の土地利用

状況は，主として水田・畑地であり，遺跡の状況は水田であった。

第２節 歴 史 的 環 境

同所新田遺跡と瀬沼遺跡が所在する現在の利根川流域には，沖積統の低地と洪積統の台地が広がっている。

利根川の北側では，利根川の支流によって開析された谷津が広がり，谷津から洪積統の台地にかけて遺跡が存

在している。また，利根川の南側は，広大な沖積統が広がり，奥東京湾に面した標高１０～１３ｍほどの低地に遺

跡が確認されている。ここでは，両遺跡周辺に確認されている遺跡を中心に概要を述べる。

縄文時代の遺跡は，冬木Ａ貝塚〈３〉で後期の竪穴住居跡２９軒や人骨１８体，冬木Ｂ貝塚〈４〉でも後期から
ふゆ き ふゆ き

晩期にかけての竪穴住居跡１０軒が調査されている１）。また，石畑遺跡〈５〉では，昭和５１年から５２年にかけての
いしはた

調査で前期と後期の竪穴住居跡２１軒やヤマトシジミを主体とする地点貝塚が確認されている２）。平成１８年度に

調査された土塔貝塚〈６〉では，前期や後期の竪穴住居跡が確認されており，冬木貝塚との関連が想定される３）。
ど とう

さらには五霞町と隣接する埼玉県幸手市，千葉県野田市（旧関宿町内）においても集落跡や貝塚などが数多く

分布しており，両遺跡周辺は古くから人々の生活の場であったことを示している。

古墳時代の遺跡は，利根川以北の台地上に多く確認されている。前期の遺跡では，集落跡である末広遺跡
すえひろ

〈７〉，かわい山遺跡〈８〉，羽黒遺跡４）〈９〉のほか，方形周溝墓が６基確認されている釈迦才仏遺跡５）〈１０〉な
やま は ぐろ しゃ か さいぶつ

どがある。中期の遺跡は，竪穴住居跡１軒が検出された清水遺跡６）〈１１〉，祭祀遺構と考えられている土坑や，
し みず

滑石製模造品の未製品が多量に出土した香取西遺跡〈１２〉や，住居跡から子持勾玉をはじめとする滑石製品の
か とりにし

祭祀関連遺物が多量に出土した向坪Ｂ遺跡〈１３〉などがある。後期の遺跡は，集落遺跡である末広遺跡，羽黒
むかいつぼ

遺跡，久能西原遺跡〈１４〉，
く のうにしはら

駒羽根遺跡〈１５〉などが確認されている。
こま は ね

奈良・平安時代の遺跡は，かわい山遺跡，羽黒遺跡など古墳時代から継続する遺跡でほぼ占められているほ
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第２図 同所新田遺跡・瀬沼遺跡周辺遺跡分布図（国土地理院５万分の１「水海道」「鴻巣」）
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表１ 同所新田・瀬沼遺跡周辺遺跡一覧表

時 代

遺 跡 名

番

号

時 代

遺 跡 名

番

号

近

世

中

世

奈

・

平

古

墳

弥

生

縄

文

旧

石

器

近

世

中

世

奈

・

平

古

墳

弥

生

縄

文

旧

石

器

○○○○○桜 井 前 遺 跡22○○○○同 所 新 田 遺 跡①

○境 河 岸23○○○○瀬 沼 遺 跡②

○○千 塚 柴 原 遺 跡24○冬 木 Ａ 貝 塚３

○○大 崎 穴 薬 師 遺 跡25○○○冬 木 Ｂ 貝 塚４

○○大 崎 遺 跡26○○○○○石 畑 遺 跡５

○○寺 山 遺 跡27○○○土 塔 貝 塚６

○伊 勢 塚 古 墳28○末 広 遺 跡７

○○釈 迦 新 田 遺 跡29○○○か わ い 山 遺 跡８

○○○殿 山 遺 跡30○○○○○○○羽 黒 遺 跡９

○○○小 手 指 遺 跡31○○○○釈 迦 才 仏 遺 跡10

○○○上 舟 戸 遺 跡32○○○○清 水 遺 跡11

○○○三 島 神 社 古 墳33○○○○○香 取 西 遺 跡12

○○○○元 栗 橋 下 宿 遺 跡34○○向 坪 Ｂ 遺 跡13

○○西 新 畑 遺 跡35○○○久 能 西 原 遺 跡14

○○桜 井 浦 遺 跡36○○○○駒 羽 根 遺 跡15

○○幸 手 市 No．８ 遺 跡37○○○○○○日 下 部 遺 跡16

○○幸 手 市 No．10遺 跡38○○水 海 城 跡17

○幸 手 義 賑 窮 餓 之 碑39○城 山 城 跡18

○○幸 手 市 No．19遺 跡40○幸 手 市 No．３ 遺 跡19

○○幸 手 市 No．20遺 跡41○○関 宿 城 跡20

○○○南 坪 遺 跡42○○○○○香 取 東 遺 跡21



―１０―

か，１０世紀代の竪穴住居跡１軒と掘立柱建物跡２棟が検出された日下部遺跡〈１６〉や水海
くさ か べ みずうみ

城跡〈１７〉などがあ
じょう

る。また，複合遺跡である香取西遺跡からは，鉄製品の生産に関連する遺構や遺物が確認されている。

中世になると，古河公方足利氏と関連がある城館跡が分布している。河川に囲まれたこの地域を治める重要

性は高く，旧総和町には簗田氏一族の城下である水海城跡，五霞町には野田氏の居城である城山城跡〈１８〉，
しろやまじょう

埼玉県幸手市には，一色氏の陣屋跡と考えられている幸手市No．３遺跡〈１９〉，千葉県野田市（旧関宿町）には
さっ て し

簗田氏嫡流家の居城として発展した関宿城跡７）〈２０〉などが知られている。羽黒遺跡や向坪Ｂ遺跡のほか，中世
せきやどじょう

から近世初頭の土坑墓が確認された香取
か とり

東遺跡８）〈２１〉，火葬土坑や地下式坑などが検出された
ひがし

桜
さくら

井前遺跡９）〈２２〉
い まえ

など，中世の集落跡や墓域が近年の調査で明らかになってきている。

近世初頭には，「利根川東渡」と呼ばれる大規模な河川改修工事が行われている。承応３年（１６５４）年には，

会の川から古利根川へ向かっていった利根川本流が常陸川筋と連結し，関東平野の中央部を西から東へ貫流し

て太平洋へ注ぐようになった。それにより奥州から鬼怒川を下り，境
さかい

河岸〈２３〉などを経て，さらに利根川や
か し

江戸川を下って江戸へと至る輸送ルートが成立したことで，関宿周辺の河岸は輸送ルートの要として繁栄して

いくことになった。その交通・流通機能を大きく担うようになる境河岸は，正保期（１６４４～１６４７年）に関宿藩

の居城である関宿城の城下町として機能するようになった。当該期の発掘調査が行われた主な遺跡としては，

前述した千葉県野田市に位置する関宿城跡のほか，五霞町に位置する近世の溝跡１条が確認された石畑遺跡，

埼玉県幸手市に位置し，陶磁器や木製品が多量に出土した生活廃棄物捨場１基が確認された千塚柴原遺跡（幸
ち づかしばはら

手市No．４遺跡）〈２４〉などがある。

※文中の〈 〉内の番号は，表１，第１図の番号と同じである。

註）
１）高村勇・根本康弘「冬木地区土地区画整理事業地内埋蔵文化財報告書冬木Ａ貝塚・冬木Ｂ貝塚」『茨城県教育財団文化財調査報
告』Ⅸ １９８１年３月

２）ａ瓦吹堅『石畑遺跡』猿島郡五霞村教育委員会 １９７７年３月
ｂ成島一也「石畑遺跡 １２県単道改第１２-０３-２６１-０-０５２号埋蔵文化財調査報告書」『茨城県教育財団文化財調査報告』第１９２
集 ２００２年３月

３）須藤正美「土塔貝塚 瀬沼遺跡 一般国道４６８号首都圏中央連絡自動車道新設事業地内埋蔵文化財調査報告書」『茨城県教育財
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４）石川義信「羽黒遺跡２ 一級河川女沼川河川改修工事事業地内埋蔵文化財調査報告書２」『茨城県教育財団文化財調査報告』第
２６２集 ２００６年３月

５）川津法伸「主要地方道つくば古河線緊急地方道路事業地内埋蔵文化財調査報告書 大橋Ｂ遺跡 釈迦才仏遺跡」『茨城県教育財
団文化財調査報告』第１３１集 １９９８年３月

６）桑村裕「清水遺跡 同所新田遺跡 一般国道４６８号首都圏中央連絡自動車道新設事業地内埋蔵文化財調査報告書」『茨城県教育
財団文化財調査報告』第２９０集 ２００８年３月

７）内山俊身「戦国期簗田氏城下水海の歴史的位置－関東の二大河川流通路の結節点を考える－」『そうわの文化財』４号 総和町
教育委員会 １９９５年

８）郡山雅友ほか「茨城県総和町 都市計画道路東牛谷・釈迦線道路（町道９号線）改良工事に伴う埋蔵文化財調査報告書 香取
東遺跡・釈迦才仏遺跡」総和町教育委員会 ２００１年３月

９）桑村裕「桜井前遺跡 一般国道４６８号首都圏中央連絡自動車道新設事業地内埋蔵文化財調査報告書」『茨城県教育財団文化財調
査報告』 第２８８集 ２００８年３月
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・幸手市生涯学習課市史編さん室『幸手市史 通史編Ⅰ 自然 原始・古代・中世・近世』幸手市教育委員会 ２００２年６月
・野田市史編さん委員会『野田市史 資料編 考古』野田市 ２００５年３月
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第３章 同所新田遺跡

第１節 遺 跡 の 概 要

同所新田遺跡は，五霞町北東部の利根川右岸の標高約12mの台地平坦部に立地している。調査前の現況は

畑地（旧宅地）であり，調査面積は2，831m２である。平成18年度に第一次調査が行われ，近世後半に比定され

る製鉄関連遺構が確認されたことは，『茨城県教育財団文化財調査報告第290集』（2008年３月）で報告されて

いる（以下，「前回の調査」）。

今回の調査区は，前回の調査区の北東部にあたり，近世の掘立柱建物跡２棟，溝跡１条，井戸跡１基，溜め

井跡４基，廃棄土坑５基，土坑1７基，不明遺構２基，時期不明の炉跡１か所，柵跡１列，溝跡８条，土坑68

基，ピット群５か所を新たに確認した。

遺物は，遺物収納コンテナ（60×40×20cm）に43箱出土している。主な遺物は，縄文土器（深鉢），土師質

土器（焙烙，火鉢），瓦質土器（焙烙，七厘，火鉢），陶器（小杯，碗，皿，片口，徳利，擂鉢，甕），磁器（碗，

皿，瓶，水注），土製品（羽口，ミニチュア，泥面子），石器・石製品（砥石，火打ち石，硯），金属製品（釘），

ガラス製品（簪），椀状滓，鉄滓などである。

第２節 基 本 層 序

調査区中央部南側のC５i9区にテストピットを設定し，基本土層の観察を行った。地表面の標高は1３．２m

で，地表面から２mほど掘り下げた。最上層で確認される表土は撹乱によって確認できなかったため，以下

の土層を５層に分層した。観察結果は以下のとおりである。

第１層は撹乱を受けた層で，表土層は確認できていない。

第２層は褐色のソフトローム層で，粘性がやや強く，層厚は10～48cmである。

第３層は極暗褐色のハードローム層で，粘性，締

まりともに強い。層厚は20～32cmで，第Ⅱ黒色帯

と考えられる。

第４層は褐色のハードローム層で，締まりが強

く，層厚は30～38cmである。

第５層は明褐色のハードローム層で，締まりが非

常に強く，層厚は68～78cmである。

第６層は明褐色の粘土層で，粘性，締まりともに

強い。下層は未掘のため，本来の層厚は不明であ

る。

なお，遺構は第２層上面で確認されている。

同所新田遺跡

第３図 基本土層図
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第３節 遺 構 と 遺 物

１ 近世の遺構と遺物

近世の遺構は，掘立柱建物跡２棟，溝跡１条，井戸跡１基，溜め井跡４基，廃棄土坑５基，土坑１７基，不明

遺構２基を確認した。以下，遺構及び遺物について記述する。

（１）掘立柱建物跡

第１０号掘立柱建物跡（第４図）

位置 調査区西部のD４h９～D４i８区，標高１２．６mの台地平坦部に位置している。

重複関係 第５７２・６２３号土坑，第１２号ピット群に掘り込まれている。内部に７基の土坑が存在している。

規模と構造 桁行４間，梁行１間の側柱建物跡で，桁行方向はN－４９°－Eである。規模は，桁行が６．００m，

梁行が２．６０mで，面積は１５．６０m２である。桁行の柱間寸法は，１．４～１．８mと不揃いである。
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柱穴 １０か所。確認面からの深さは７～５４cmである。土層は第１～５層が抜き取り後の覆土で，第６～９層

は埋土である。P４は互層をなしており，締まりが強い。すべての柱穴から柱のあたりは確認できていない。

土層解説（各柱穴共通）
１ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック・炭化粒子微量 ６ 褐 色 ロームブロック中量
２ 暗 褐 色 ローム粒子・粘土粒子少量 ７ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土粒子少量 ８ 極 暗 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック微量
４ 暗 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量 ９ 暗 褐 色 ロームブロック多量，粘土粒子微量
５ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量，粘土ブロック微量

所見 本跡の柱穴径は小さく，柱間寸法が不揃いであるが，前回の調査区で確認された第２号掘立柱建物跡と

ほぼ同軸であることから，倉庫としての機能が考えられる。時期は，遺物が出土していないため明確ではない

が，１８世紀後半と想定される。

第１１号掘立柱建物跡（第５図）

位置 調査区西部のD５j２～E５a１区，標高１２．６mの台地平坦部に位置している。

同所新田遺跡
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重複関係 第７・９号廃棄土坑，第１３号ピット群に掘り込まれている。内部に第１０・１２号溜め井跡が存在して

いるが，新旧関係は不明である。

規模と構造 桁行２間，梁行２間の側柱建物跡で，桁行方向はN－４７°－Eである。規模は，桁行が６．６０m，

梁行が２．９０mで，面積は１９．１４m２である。柱間寸法は，桁行が３．０m，３．６m，梁行が１．１m，１．７mと不揃いで

ある。

柱穴 ７か所。確認面からの深さは１２～５６cmである。土層は抜き取り後の覆土で，すべての柱穴から柱のあ

たりは確認できていない。

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量

所見 本跡は遺物が出土していないが，重複関係から機能していた時期は，１９世紀前半に比定できる。内部に

第１０・１２号溜め井が存在しており，前回の調査で確認されている第５号掘立柱建物跡と類似しているが，伴う

ものであるかは明確でない。

（２）溝跡

第６８号溝跡（第６・５５図）

位置 調査区南部のE５a１～E５c３区，標高１２．６mの台地平坦部に位置している。

重複関係 第９号廃棄土坑に掘り込まれている。第１１号掘立柱建物跡とも重複しているが，新旧関係は不明で

ある。

規模と形状 南東方向（N－１３５°－E）へ直線状に延びているが，第９号廃棄土坑と重複しているため，確認

できた長さは１１．５mである。規模は上幅８０～１６０cm，下幅２０～２５cm，深さは５８～１０６cmである。断面はU字

状で，南部の東側に平場がある。底面は平坦で，南端から北端へ向かって緩やかに傾斜している。壁は下部が

直立し，上部は外傾して立ち上がっている。

覆土 ６層に分層できる。上部はロームブロックを多量に含んでいることから，埋め戻されている。最下層か

ら砂粒が検出されており，下部は自然堆積である。

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量 ４ 黒 褐 色 ロームブロック中量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量 ５ 暗 褐 色 ローム粒子中量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量 ６ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子・砂粒微量

遺物出土状況 土師質土器片５点（鉢類），瀬戸・美濃系陶器片１点（灯明受皿），明石・堺系陶器片７点（擂

鉢），肥前系磁器片５点（不明），土製品１点（土玉），石器２点（砥石），鉄製品４点（釘２，不明２），瓦片２

点のほか，流れ込んだ礫３点が出土している。１４８が北部底面から出土し，ほかは覆土中から出土している。

所見 時期は，出土した陶磁器や重複関係から，１８世紀後半に比定できる。

表２ 近世 掘立柱建物跡一覧表

備 考
重複関係（古→新）

主な
出土遺物

柱 穴梁行柱間
（m）

桁行柱間
（m）

面積
（m2）

規 模
桁×梁（m）

柱間数
桁×梁
（間）

桁行方向位 置番号
深さ（cm）平面形柱穴数構造

本跡→SK572・623，
PG12－７～54円形・楕円形10側柱2.001.40～

1.8015.606.00×2.60４×１Ｎ－49°－ＥＤ４h9
～Ｄ４i810

本跡→第７・９号
廃棄土坑，PG13－12～56円形・楕円形７側柱1.10

1.70
3.00
3.6019.146.60×2.90２×２Ｎ－47°－ＥＤ５j2

～Ｅ５a111
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（３）井戸跡

第１０号井戸跡（第７図）

位置 調査区西部のE４b８区，標高１２．５mの台地平坦部に位置している。西部は平成１８年度に調査されてい

る。

規模と形状 東部壁際の一部を確認できた。前回調査された平面図と照合すると，長軸９．９８m，短軸６．５０mの

長方形を呈し，長軸方向がN－４０°－Eであることが判明した。覆土は撹乱を受けているため，ほとんど遺存

していない。

遺物出土状況 土師質土器片３点（不明），瀬戸・美濃系陶器片３点（碗２，徳利１），鉄片３点（不明），瓦片

２点のほか，近現代と推定される産地不明磁器片６点（碗類），ガラス片１点，煉瓦２点，礫５点が確認面から

出土している。出土した土器や陶磁器は，細片のため図示できない。

所見 本跡は，前回の調査結果からまいまいず井戸と報告されているものである。今回の調査では，平面形が

長方形であることが判明したが，内部が撹乱を受けており，本跡の北東部の形状などについては不明である。

同所新田遺跡
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第６図 第６８号溝跡・出土遺物実測図

第68号溝跡出土遺物観察表（第6図）

備 考出土位置手法・文様の特徴焼成色 調胎土 胎土色底径器高口径器 種種 別番号
瀬戸・美濃系
40％北部底面内面灰釉 外面油煙付着良好灰白細砂 暗灰黄〔4.0〕1.6〔10.3〕灯明受皿陶器148
明石・堺系
5％覆土中内面擂目11条以上普通にぶい赤褐細砂 灰白－（5.9）－擂鉢陶器TP21

備 考出土位置特 徴材 質重量厚さ径最大径器 種番号

覆土中全面研磨 一方向からの穿孔粘土10.22.20.92.3土玉DP20

備 考出土位置特 徴材 質重量厚さ幅長さ器 種番号

覆土中砥面3面凝灰岩（64.9）1.63.4（7.1）砥石Q31
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（４）溜め井跡

第９A・B・C号溜め井跡（第８・９図）

位置 調査区西部のD４h０区，標高１２．５mの台地平坦部に位置している。

重複関係 調査の結果，掘方への埋土や硬化した壁及び底面から，第９C号，第９B号，第９A号の順に構築

され，２回の作り替えが行われていることが判明した。
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第７図 第１０号井戸跡実測図
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規模と形状 第９A号は，長径１．２０m，短径１．０６mの楕円形で，長径方向はN－４３°－Wである。確認面から

の深さは３７cm，底面は皿状で，非常に硬化している。壁はロームブロックを含んだ土を充填して構築してお

り，ほぼ直立している。第９A号下に構築されていた第９B号は，確認面から３５cm掘り下げたところで検出

されており，確認できた径は１．２８mの円形である。第９B号の壁は，第９C号の壁にロームブロックを充填し

て構築している。第９A号確認面からの深さは６３cmで，底面はやや凹凸がある。壁は緩やかに立ち上がって

いる。第９C号は，第９B号外側に壁が検出され，確認できた径は１．３０mの円形である。底面は第９B号と同

じ面で，壁は外傾して立ち上がっている。底面と壁の一部に掘方への埋土が確認できた。

覆土 ２５層に分層できる。第１～４層は第９A号の覆土で，不自然な堆積状況を示していることから，埋め戻

されている。第５～２０層は第９A号の掘方への埋土で，締まりが非常に強く，突き固められている。第２１～２４

層は第９B号の掘方への埋土で，締まりが非常に強く，突き固められている。第９B・C号は覆土が遺存してい

ない。第２５層は第９C号の掘方への埋土である。

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量 １３ 暗 褐 色 ロームブロック多量，粘土粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子多量 １４ 褐 色 粘土ブロック中量，ロームブロック微量
３ 褐 色 ロームブロック中量 １５ 暗 褐 色 粘土ブロック中量，ロームブロック微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック・砂粒少量 １６ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子・粘土粒子微量

炭化粒子微量 １７ 暗 褐 色 ロームブロック中量，粘土粒子微量
５ 暗 褐 色 ロームブロック中量，粘土粒子少量 １８ 褐 色 ロームブロック中量，粘土粒子微量
６ 褐 色 ロームブロック多量，粘土ブロック少量 １９ 極 暗 褐 色 ロームブロック･炭化粒子少量，粘土粒子･
７ にぶい褐色 粘土ブロック中量，ロームブロック・炭化粒子微量 砂粒微量
８ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子・ ２０ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量

鉄分微量 ２１ 暗 褐 色 ロームブロック少量
９ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子・ ２２ 暗 褐 色 ロームブロック多量

粘土粒子微量 ２３ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物微量
１０ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量 ２４ 極 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
１１ 褐 色 ロームブロック多量 ２５ 極 暗 褐 色 ローム粒子・粘土粒子・砂粒微量
１２ 黒 褐 色 ロームブロック少量，木片少量

遺物出土状況 土師質土器片４点（焙烙２，不明２），瀬戸・美濃系陶器片６点（碗３，瓶１，水注１，不明

１），瀬戸・美濃系磁器片２点（碗），肥前系磁器片１点（碗），産地不明磁器片５点（薄手酒杯３，不明２），

土製品３点（泥面子１，不明２），鉄製品１８点（釘６，軸カ２，鉄滓２，不明８），銅製品５点（古銭１，不明

同所新田遺跡
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第８図 第９A・B・C号溜め井跡実測図
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４）が出土している。土器や陶磁器は細片のため図示できないが，壁の構築や埋め戻された覆土からまんべん

なく出土している。DP２１は第９A号の覆土中，M７７・７８は第９A号の底面から出土している。

所見 本跡は壁面及び底面が硬化した状況から，溜め井である。二度の作り替えが行われているが，構築方法

が同じことから，時期差はほとんどないとみられる。第９A号の時期は，１９世紀前半に比定できる。

第１０号溜め井跡（第１０図）

位置 調査区西部のD５j２区，標高１２．５mの台地平坦部に位置している。

重複関係 第１１号掘立柱建物跡の内側に存在しているが，同時期か否かは不明である。

規模と形状 確認できた径は０．５mほどの円形である。確認面からの深さは６～８cmと浅く，下部のみが遺

存している。底面は平坦で，壁は緩やかに立ち上がっている。

遺物出土状況 細片の鉄滓１点が出土している。構築部材とみられる板材が北部の壁面と底面から検出されて

いる。底面の木片は非常に薄く，ほとんど遺存していないため，図示できない。

所見 本跡は下部のみしか遺存していないが，溜め井と推測される。壁面に確認された木片は，第１１号溜め井

でも確認されている。時期は，鉄滓が出土していることから，１８世紀後半から１９世紀前半と推測される。

第１１号溜め井跡（第１１図）

位置 調査区西部のD４j９区，標高１２．６mの台地平坦部に位置している。

重複関係 第５９２号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 北東部が掘り込まれているため，確認できた長径が２．７６m，短径１．７５mの楕円形で，長径方向は

N－４８°－Eである。内部に２つの円形の落ち込みが検出されている。北東部の落ち込みは，確認面からの深

さが６４cmである。底面は皿状で，壁は緩やかに立ち上がっている。底面及び壁面には，構築部材とみられる

A
12.8m A'

A

A' E5a2
-E3m

第１０図 第１０号溜め井跡実測図

DP21

M77 M78

第９図 第９A・B・C号溜め井跡出土遺物実測図

第9号溜め井跡出土遺物観察表（第9図）

備 考出土位置特 徴材 質重 量厚さ幅長さ器 種番号

9A覆土中人面粘土（1.8）0.72.1（1.6）泥面子DP21

9A底面断面円形鉄（17.3）0.70.7（5.9）軸カM77

9A底面断面円形 ほかの短い軸が接着鉄（11.4）0.5（0.5）（7.2）軸カM78
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非常に薄い板材が確認されている。南西部の落ち込みは，確認面からの深さが４８cmである。底面は皿状で，

硬化している。壁は粘土ブロックを多量に含んだ土を充填して構築され，緩やかに立ち上がっている。

覆土 １０層に分層できる。第１～７層は，ブロック状の堆積状況を示していることから，埋め戻されている。

底面上にあたる第８層は，砂を多量に含んでおり，使用時に堆積した層と推測される。第９・１０層は掘方への

埋土である。

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量，粘土ブロック・炭化粒子少量 ６ 暗 褐 色 ロームブロック中量，粘土ブロック少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック少量，炭化物微量 ７ 暗 褐 色 ロームブロック・砂粒中量，粘土ブロック少量
３ 暗 褐 色 ロームブロック中量，粘土ブロック微量 ８ 灰 褐 色 砂粒多量，ローム粒子少量
４ 褐 色 ロームブロック中量，粘土ブロック少量 ９ 褐 色 ロームブロック・粘土粒子中量
５ 褐 色 ローム粒子多量，粘土ブロック少量 １０ 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック中量

遺物出土状況 土師質土器片４点（焙烙１，不明３），瓦質土器片１４点（火鉢），瀬戸・美濃系陶器片１点（甕），

産地不明陶器片１点（不明），肥前系磁器片２点（碗），産地不明磁器片２点（皿），土製品２点（泥面子），鉄

製品４点（釘３，不明１）が出土している。出土した土器や陶磁器は，細片で図示できない。

所見 本跡は底面の構築状況から，溜め井である。底面で確認された木片の出土状況は，第１０号溜め井と類似

している。時期は，出土した陶磁器から１９世紀前半と推測される。

第１２号溜め井跡（第１２図）

位置 調査区西部のE５a２区，標高１２．５mの台地平坦部に位置している。

重複関係 第１１号掘立柱建物跡の内側に存在しているが，同時期か否かは不明である。

規模と形状 長径１．９４m，短径１．３４mの楕円形で，長径方向はN－６１°－Eである。確認面からの深さは６４cm

で，底面は平坦で硬化している。壁はロームブロックや粘土で構築されており，壁は外傾して立ち上がってい

る。

覆土 １０層に分層できる。第１～６層が覆土で，ロームブロックや粘土粒子を含んでいることから，埋め戻さ

れている。第７～１０層は掘方への埋土である。

同所新田遺跡
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土層解説
１ 暗 褐 色 砂粒少量，ロームブロック・粘土ブロック・ ６ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物微量

炭化粒子微量 ７ 褐 色 ロームブロック多量，炭化粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子・粘土粒子微量 ８ 褐 色 ロームブロック多量，炭化粒子・砂粒微量
３ 暗 褐 色 砂粒中量，ロームブロック・炭化物少量 ９ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子・

粘土ブロック微量 粘土粒子・砂粒微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量 １０ 灰 褐 色 粘土ブロック多量，ローム粒子少量
５ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物少量

遺物出土状況 土師質土器片１３点（甕１，焙烙１２），瓦質土器片４点（焙烙２，不明２），瀬戸・美濃系陶器片

８点（碗），明石・堺系陶器片１点（擂鉢），産地不明磁器片２点（不明），石器４点（砥石３，火打ち石１），

鉄製品１３点（釘），椀状滓２点のほか，流れ込んだ縄文土器片１点，細礫３点，混入した瀬戸・美濃系磁器片７

点（碗）も出土している。M７９は覆土中，１４９・M８０は覆土上層から出土している。M８１・Q３２は底面から出土

したもので，羽口の先端部が付着している。なお，底面中央付近から砂鉄が検出されている。

所見 本跡は，底面が硬化している状況から，溜め井跡である。時期は，出土した陶磁器から，１９世紀前半に

比定できる。
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第１２図 第１２号溜め井跡・出土遺物実測図

第12号溜め井跡出土遺物観察表（第12図）

備 考出土位置手法・文様の特徴焼成色 調胎土 胎土色底径器高口径器 種種 別番号
明石・堺系
5％覆土上層内面擂目8条1単位カ普通赤長石・石英－（7.0）－擂鉢陶器149
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（５）廃棄土坑

第５号廃棄土坑（第１３・１４図）

位置 調査区中央部のD５f７区，標高１２．８mの台地平坦部に位置している。

重複関係 東部を第６６号溝に掘り込まれている。

規模と形状 長径２．５６m，確認できた短径が１．８４mの不定形である。確認面からの深さは３２～４４cmで，東部

底面が南部底面より１８cm低く，有段状である。遺存している壁は，緩やかに立ち上がっている。

覆土 ３層に分層できる。炭化物を多量に含んでいることから，埋め戻されている。

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子多量，炭化物微量 ３ 暗 褐 色 ローム粒子多量，炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 炭化物多量，ローム粒子少量，焼土粒子・砂粒微量

遺物出土状況 土師質土器片９点（焙烙），瓦質土器片３点（焙烙），瀬戸・美濃系陶器片１４点（碗２，灯明受

皿３，香炉１，鉢１，甕１，瓶１，不明５），産地不明陶器片１点（緑釉皿カ），明石・堺系陶器片３点（擂鉢），

肥前系磁器片３点（碗類３），瀬戸・美濃系磁器片１点（碗），土製品３点（羽口１，不明２），鉄製品１点（釘），

椀状滓５点のほか，自然遺物８．３g（タニシカ）も出土している。土器類の総重量は，土師質土器片が１８１．７g，

同所新田遺跡
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備 考出土位置特 徴材 質重 量厚さ幅長さ器 種番号

PL6底面砥面4面凝灰岩90.51.33.16.9砥石Q32

PL6覆土中断面方形 頭部・先端部欠損鉄（5.4）0.50.5（6.7）釘M79

PL6覆土上層断面方形 錆顕著 木片付着鉄（30.6）0.30.7（10.4）釘M80

PL6底面表面は黒褐色で中核部は滑らか 裏面は暗青灰色
で粘土粒子，細礫が多量に付着鉄16707.214.514.3椀状滓M81

表３ 近世 溜め井跡一覧表

備 考
重複関係（古→新）主 な 出 土 遺 物覆土底面壁面

規模（m）深さ（cm）
平面形長径方向位置番号

深さ長径×短径

WT9B・9C→本跡土師質土器，陶器，磁器，土製品，
鉄製品，銅製品

人為皿状垂直371.20× 1.06楕円形Ｎ－43°－ＷＤ４h0９Ａ

WT9C→本跡→WT9A人為凹凸緩斜63（1.28）×（1.28）円形－Ｄ４h0９Ｂ

本跡→WT9A・9B人為凹凸外傾63（1.30）×（1.30）円形－Ｄ４h0９Ｃ

SB11鉄滓不明平坦緩斜６～８0.50× 0.50円形－Ｄ５j210

本跡→SK592土師質土器，瓦質土器，陶器，磁器
土製品，鉄製品人為皿状緩斜48，64（2.76）× 1.75楕円形Ｎ－48°－ＥＤ４j911

SB11土師質土器，瓦質土器，陶器，磁器
石器，鉄製品，椀状滓人為平坦外傾641.94× 1.34楕円形Ｎ－61°－ＥＥ５a212

第１３図 第５号廃棄土坑実測図
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瓦質土器片７８．３g，陶器片６９５．５g，磁器片１４１．７gである。１５０・１５１は覆土上層から出土しており，DP２２は覆土

中から出土している。ほかの土器類は細片で，覆土中からまんべんなく出土している。羽口や椀状滓が出土し

たため精査をしたが，鍛造剥片や砂鉄は確認できなかった。

所見 本跡の本来の性格は不明であるが，廃絶後に廃棄場として利用され，埋め戻されている。時期は，出土

した陶磁器から，１９世紀前半に比定できる。

第６号廃棄土坑（第１５図）

位置 調査区西部のD５i３区，標高１２．６mの台地平坦部に位置している。

規模と形状 長径２．２５m，短径１．８７mの楕円形で，長径方向はN－７２°－Eである。確認面からの深さは２４cm

で，底面は平坦である。壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 ３層に分層できる。不自然な堆積状況であることから，埋め戻されている。

土層解説
１ 暗 褐 色 砂粒中量，ロームブロック少量，炭化粒子微量 ３ 褐 色 ロームブロック中量
２ 褐 色 砂粒少量，ロームブロック微量

DP22

150

151

第１４図 第５号廃棄土坑出土遺物実測図

第5号廃棄土坑出土遺物観察表（第14図）

備 考出土位置手法・文様の特徴焼成色 調胎土 胎土色底径器高口径器 種種 別番号
明石・堺系
5％覆土上層内面擂目8条1単位カ普通明赤褐長石－〔11.5〕－擂鉢陶器150
肥前系
50％覆土上層広東碗 外面草文 高台一重円

見込一重円内「□」良好灰白緻密 灰白5.4（4.1）－中碗磁器151

備 考出土位置特 徴材 質重 量厚さ幅長さ器 種番号

PL5覆土中口径約3.9㎝ 先端部欠損粘土・スサ（603.0）7.27.3（17.1）羽口DP22
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遺物出土状況 土師質土器片２９点（皿１，焙烙２３，鉢３，火鉢２），瓦質土器片２点（焙烙），瀬戸・美濃系陶

器片１４点（碗５，灯明皿１，徳利１，鉢７），明石・堺系陶器片１点（擂鉢），肥前系磁器片１１点（碗類９，仏

飯器１，蓋１），石製品２点（硯，砥石），鉄製品４点（釘２，不明２），銅製品１点（古銭）のほか，軽石１

点，細礫４点も出土している。土器などの総重量は，土師質土器片１６６０．１g，瓦質土器片２５．８g，陶器片

５８６．１g，磁器片３４６．６gである。１５２～１５４は覆土中層，Q３３は覆土上層から，１５５・M８２は覆土中からそれぞれ

出土している。図示できないそのほかの遺物は，覆土中からまんべんなく出土している。

所見 本跡の本来の性格は不明であるが，廃絶後に廃棄場として利用され，埋め戻されている。時期は，出土

した陶磁器から１９世紀前半に比定できる。

同所新田遺跡
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第１５図 第６号廃棄土坑・出土遺物実測図

第6号廃棄土坑出土遺物観察表（第15図）

備 考出土位置手法・文様の特徴焼成色 調胎土 胎土色底径器高口径器 種種 別番号

30％覆土中層外面型押文様 三足部貼り付け普通褐灰長石〔11.7〕8.6〔18.1〕火鉢瓦質土器152

10％覆土中層方形 脚部貼り付け普通にぶい黄橙長石・赤色粒子－8.9－火鉢土師質土器153
瀬戸・美濃系
30％覆土中層錆釉 ぺこかん普通赤褐細砂 灰黄7.3（7.8）－徳利陶器154
瀬戸・美濃系
50％覆土中天井部文様不明良好灰白緻密 灰白－（1.7）〔6.8〕蓋磁器155

備 考出土位置特 徴材 質重 量厚さ幅長さ器 種番号

PL6覆土上層丘部やや摩耗凝灰岩（276.0）2.36.2（11.7）硯Q33

備 考出土位置特 徴材 質初鋳年重量孔幅径銭 名番号

覆土中古寛永 無背銅16362.920.12.4寛永通寳M82
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第７号廃棄土坑（第１６図）

位置 調査区西部のE５a１区，標高１２．５mの台地平坦部に位置している。

重複関係 第１１号掘立柱建物跡，第６号不明遺構を堀り込み，第１３号ピット群に掘り込まれている。

規模と形状 軸は２．１mの方形で，軸方向はN－６０°－Eである。確認面からの深さは７２cmで，底面は平坦で

ある。壁は直立している。

覆土 ８層に分層できる。ロームブロックや粘土ブロックを含んでいることから，埋め戻されている。

土層解説
１ 暗 褐 色 粘土ブロック多量，炭化物・ローム粒子中量 ５ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化物微量

焼土粒子少量 ６ 暗 褐 色 粘土ブロック・炭化物中量，ローム粒子少量
２ 黒 褐 色 粘土ブロック・炭化物中量，焼土ブロック・ 焼土ブロック微量

ローム粒子少量 ７ 灰 褐 色 粘土ブロック・炭化物中量，焼土ブロック・
３ 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック中量 ローム粒子少量

焼土ブロック・炭化物少量 ８ 暗 褐 色 ローム粒子中量・炭化物焼土粒子･
４ 黒 褐 色 炭化物多量，粘土ブロック中量，ローム粒子・ 粘土粒子少量

粘土粒子少量

遺物出土状況 土師質土器片３１点（焙烙），瓦質土器片６点（焙烙４，火鉢２），瀬戸・美濃系陶器片２４点（碗

９，鉢２，擂鉢１，灯明皿２，瓶１，徳利５，不明４），明石・堺系陶器片１点（擂鉢），肥前系磁器片１７点（碗

４，皿２，猪口１，不明１０），瀬戸・美濃系磁器片２点（碗，不明），土製品２点（不明），石製品２点（砥石，

硯），鉄製品２３点（釘１４，不明９），銅製品１点（不明），鉄滓２点のほか，細礫９点も出土している。土器など

の総重量は，土師質土器片４９４．０g，瓦質土器片１０８．７g，陶器片２８３．１g，磁器片１２７．９gである。図示したもの

は，すべて覆土中から出土している。

所見 本跡の本来の性格は不明であるが，廃絶後に廃棄場として利用され，埋め戻されている。時期は，出土

した陶磁器から，１９世紀前半に比定できる。
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第１６図 第７号廃棄土坑・出土遺物実測図
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第８号廃棄土坑（第１７図）

位置 調査区東部のD６c２区，標高１２．８mの台地平坦部に位置している。

重複関係 第５１７号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸１．７０m，短軸１．５０mの長方形で，長軸方向はN－４１°－Wである。確認面からの深さは３６～

５０cmである。底面はほぼ平坦であるが，西部の壁付近がやや落ち込んでいる。確認できた壁は外傾して立ち

上がっている。

覆土 ４層に分層できる。ローム粒子や炭化材の堆積状況から，埋め戻されている。

土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック・炭化材少量 ３ 極 暗 褐 色 ローム粒子多量，炭化材・粘土粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子多量，炭化粒子微量 ４ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子・粘土粒子微量

遺物出土状況 土師質土器片２点（焙烙），瓦質土器片１点（火鉢），瀬戸・美濃系陶器片１点（鉢），明石・堺

系陶器片１点（擂鉢），大堀・相馬系陶器片１点（土瓶），鉄製品１点（釘）のほか，瓦片１点も出土している。

土器類の総重量は，土師質土器４９．６g，瓦質土器１２１１．７g，陶器７９５．９gである。１５９～１６１は覆土上層から出土

している。ほかの土器類は細片で，覆土中からまんべんなく出土している。

所見 本跡の本来の性格は不明であるが，廃絶後に廃棄場として利用され，埋め戻されている。時期は，出土

した陶磁器から，１９世紀前半に比定できる。

同所新田遺跡
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第7号廃棄土坑出土遺物観察表（第16図）

備 考出土位置手法・文様の特徴焼成色 調胎土 胎土色底径器高口径器 種種 別番号
瀬戸・美濃系
50％覆土中灰釉 高台際無釉普通灰オリーブ細砂 灰2.9（1.7）－小碗陶器156
瀬戸・美濃系
5％覆土中内・外面灰釉普通灰オリーブ細砂 浅黄－（3.2）（17.9）鉢陶器157
瀬戸・美濃系
5％覆土中内・外面灰釉普通浅黄細砂 浅黄－（5.2）〔13.7〕鉢陶器158

備 考出土位置特 徴材 質重 量厚さ幅長さ器 種番号

PL6覆土中砥面４面凝灰岩16.71.12.05.7砥石Q34

第１７図 第８号廃棄土坑・出土遺物実測図
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第９号廃棄土坑（第１８・１９図）

位置 調査区西部のE５a２区，標高１２．６mの台地平坦部に位置している。

重複関係 第１１号掘立柱建物跡，第６８号溝跡を掘り込んでいる。

規模と形状 長軸３．３０m，短軸２．４０mの隅丸長方形である。長軸方向はN－４８°－Eである。確認面からの深

さは３５cmで，底面は平坦である。壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 ４層に分層できる。ロームブロックや炭化物を多量に含んでいることから，埋め戻されている。

土層解説
１ 暗 褐 色 炭化物多量，ロームブロック中量，砂粒少量 ３ 褐 色 ロームブロック中量，炭化物少量
２ 褐 色 炭化物中量，ロームブロック少量 ４ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子少量

遺物出土状況 土師質土器片５０点（焙烙４９，不明１），瓦質土器片５点（焙烙），瀬戸・美濃系陶器片１３点（碗

４，皿１，灯明皿２，秉燭１，鉢１，擂鉢１，瓶２，甕１），明石・堺系陶器片１点（擂鉢），産地不明陶器片

８点（碗），肥前系磁器片１２点（碗１０，皿１，瓶１），瀬戸・美濃系磁器片４点（碗２，皿１，蓋１），産地不明

磁器片４点（碗類），石製品３点（砥石），ガラス製品１点（簪），鉄製品６７点（包丁１，釘３８，不明鉄製品２８），

銅製品１点（煙管），軽石２点のほか，縄文土器片５点，瓦片４点，ガラス片２点，細礫１２点も出土している。

土器などの総重量は，土師質土器片７２４．０g，瓦質土器片１５９．０g，陶器片７９３．７g，磁器片１０５５．２gである。１６３

～１６７・M８３は覆土上層，１６２・１６８は覆土中層，M８４・G１は覆土中から出土している。覆土下層からも出土し

ているが，細片のため図示できない。

所見 本跡の本来の性格は不明であるが，廃絶後に廃棄場として利用され，埋め戻されている。時期は，重複

関係や出土した陶磁器から，１９世紀前半に比定できる。

第8号廃棄土坑出土遺物観察表（第17図）

備 考出土位置手法・文様の特徴焼成色 調胎土 胎土色底径器高口径器 種種 別番号

60％覆土上層耳部擦痕普通黄灰長石・石英〔31.8〕4.2〔32.8〕焙烙瓦質土器159
瀬戸・美濃系
50％ PL9覆土上層内・外面灰釉 外面焼台付着痕

高台際無釉普通にぶい黄橙細砂 灰白〔8.4〕11.2〔17.3〕鉢陶器160
大堀・相馬系
30％ PL5覆土上層外面鉄釉 鮫肌普通浅黄細砂 浅黄〔8.8〕（5.4）－土瓶陶器161

第１８図 第９号廃棄土坑実測図
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同所新田遺跡

表４ 近世 廃棄土坑一覧表

備 考
重複関係（古→新）主 な 出 土 遺 物覆土底面壁面

規模（m）深さ（cm）
平面形長軸（径）方向位置番号

深さ長軸（径）×短軸（径）

本跡→SD66土師質土器，瓦質土器，陶器，磁器，
土製品，鉄製品，椀状滓，自然遺物人為有段緩斜32～442.56×（1.84）不定形－Ｄ５f7５
土師質土器，瓦質土器，陶器，磁器，
石製品，鉄製品，銅製品，軽石，細礫人為平坦外傾242.25× 1.87楕円形Ｎ－72°－ＥＤ５i3６

SB11・SX6→本跡→PG13土師質土器，瓦質土器，陶器，磁器，土製
品，石製品，鉄製品，銅製品，鉄滓，細礫人為平坦直立722.10× 2.10方形Ｎ－60°－ＥＥ５a1７

第9号廃棄土坑出土遺物観察表（第19図）

備 考出土位置手法・文様の特徴焼成色 調胎土 胎土色底径器高口径器 種種 別番号
瀬戸・美濃系
60％覆土中層灰釉 高台際無釉普通にぶい黄橙細砂 灰白2.93.55.8小碗陶器162
瀬戸・美濃系
90％ PL7覆土上層灰釉 端反碗普通にぶい黄橙細砂 灰白3.04.78.9小碗陶器163
瀬戸・美濃系
100％ PL7覆土上層鉄釉 台付たんころ形

底部回転糸切り普通灰白細砂 灰白4.65.65.3秉燭陶器164
瀬戸・美濃系
30％覆土上層外面若松文 高台二重円

見込みに一重円内松葉良好灰白緻密 灰白〔4.2〕（4.5）－中碗磁器165
肥前系
30％覆土上層広東碗 外面風景

見込みに一重円内松葉良好灰白緻密 灰白6.1（5.8）－中碗磁器166
瀬戸・美濃系
80％ PL8覆土上層内面口縁部幾何学文 見込みに菊花文

外面幾何学文内草花文 高台内に福良好灰白緻密 灰白－（2.7）9.8小皿磁器167
肥前系
50％ PL9覆土中層外側胴部1本線と唐草文良好灰白緻密 灰白9.2（17.5）－瓶磁器168

備 考出土位置特 徴材 質重 量厚さ幅長さ器 種番号

PL6覆土上層先端部および柄部欠損鉄（53.0）1.1（3.1）（10.4）包丁M83

覆土中吸口部 葉の模様銅5.81.10.73.1煙管M84

PL6覆土中上のみ欠損ガラス（4.5）0.50.6（5.6）簪G1

第１９図 第９号廃棄土坑出土遺物実測図
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（６）土坑（第２０～２４図）

近世の土坑は１７基確認されている。ここでは，特徴ある１基について記述し，その他については，一覧表と

実測図および土層解説を，遺物については，実測図と観察表を記載するにとどめる。

第５７１号土坑（第２０図）

位置 調査区中央部のD４h９区，標高１２．６mの台地平坦部に位置している。

規模と形状 長軸２．０３m，短軸０．６４mの長方形で，長軸方向はN－４０°－Wである。確認面からの深さは４２cm

で，底面は凹凸がある。壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 単一層である。ロームブロックを多量に含んでいることから，埋め戻されている。

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化物微量

遺物出土状況 土師質土器片１１点（焙烙），瀬戸・美濃系陶器片２点（瓶），肥前系磁器片１点（碗），鉄製品１

点（釘）が出土している。１７０は南東部の覆土下層から出土している。

所見 時期は，出土した陶磁器から１８世紀後半に比定できる。
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備 考
重複関係（古→新）主 な 出 土 遺 物覆土底面壁面

規模（m）深さ（cm）
平面形長軸（径）方向位置番号

深さ長軸（径）×短軸（径）

本跡→SK517土師質土器，瓦質土器，陶器，鉄製品，瓦人為平坦外傾36～501.70×1.50長方形Ｎ－41°－ＷＤ６c2８

SB11・SD68→本跡土師質土器，瓦質土器，陶器，磁器，
石製品，鉄製品，銅製品，軽石人為平坦外傾353.30×2.40隅丸長方形Ｎ－48°－ＥＥ５a2９

第２１図 土坑実測図（１）

第２０図 第５７１号土坑・出土遺物実測図
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同所新田遺跡
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第２３図 土坑実測図（３）

第５１９号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック微量
２ 暗 褐 色 砂粒多量，ロームブロック微量
３ 褐 色 ロームブロック中量

第５２８号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック多量，炭化粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック多量

第５２９号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 粘土粒子多量，ロームブロック中量

第５３２号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 粘土粒子中量，ロームブロック・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子少量，粘土粒子微量

第５３３号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子・粘土粒子微量

第５３５号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量
２ 黒 褐 色 ロームブロック中量
３ 暗 褐 色 ローム粒子中量

第５４０号土坑土層解説
１ にぶい黄褐色 ロームブロック・砂粒少量，炭化物・

焼土粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子中量
３ 暗 褐 色 ローム粒子多量
４ 暗 褐 色 ロームブロック少量

第５４７号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量
２ 暗 褐 色 ローム粒子中量

第５５５号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
２ 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量

第５６５号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック多量，砂粒中量

第５７２号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量
２ 暗 褐 色 ローム粒子中量

第５８０号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック中量
２ 暗 褐 色 ロームブロック多量，粘土ブロック微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック多量，粘土粒子・砂粒微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック少量，粘土ブロック・

炭化粒子微量
５ 暗 褐 色 ロームブロック中量，粘土ブロック・砂粒微量
６ 暗 褐 色 ロームブロック中量，粘土粒子・砂粒微量
７ 暗 褐 色 粘土ブロック少量，ロームブロック微量
８ 褐 色 ロームブロック多量，粘土粒子微量
９ 極 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化物・

粘土ブロック少量
１０ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量
１１ 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子・

粘土粒子微量
１２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
１３ 暗 褐 色 ロームブロック少量，粘土粒子微量

第５８２号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 粘土ブロック中量，ロームブロック少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量

第５８４号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化物少量
２ 黒 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック中量
４ 暗 褐 色 ローム粒子少量

第６０５号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量，粘土ブロック微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量，粘土ブロック少量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック少量

炭化粒子微量
４ 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量

第６２７号土坑土層解説
１ 極 暗 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子多量，炭化粒子微量
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同所新田遺跡
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第２４図 土坑出土遺物実測図



―３２―

（７）不明遺構

第５号不明遺構（第２５～３１図）

位置 調査区南部のD５h６区，標高１２．８mの台地平坦部に位置している。

規模と形状 南部が調査区域外へ延びており，中央部が撹乱を受けている。確認できた長軸は７．４８mで，短軸

５．６４mの不定形と推定され，長軸方向は（N－４５°－W）である。北部に長軸３．１m，短軸１．５mの長方形の平

場があり，中央部にも長径２．５m，短径２．４mの円形の平場がある。さらに東部には，軸が１．３mの張り出し部

がある。２つの平場と張り出し部には，踏み固められた痕跡がみられない。確認できた底面は，確認面から

１７０cmまで階段状に落ち込んでいるが，調査区域外へ延びているため，全容は明らかでない。

覆土 ２９層に分層できる。ロームブロックを多量に含んだ土で下層からレンズ状に埋め戻している。

表５ 近世 土坑一覧表

備 考
重複関係（古→新）主 な 出 土 遺 物覆土底面壁面

規模（m）深さ（cm）
平面形長軸（径）方向位 置番号

深さ長軸（径）×短軸（径）

土師質土器人為皿状外傾300.98×0.88不定形Ｎ－42°－ＷＤ５e5519

本跡→SD61磁器人為平坦外傾34（1.12）×1.02隅丸長方形Ｎ－48°－ＷＤ５f9528

本跡→SD62土師質土器人為凹凸外傾緩斜17～462.55×（1.67）不整楕円形Ｎ－40°－ＷＤ５c6529

土師質土器，陶器，磁器自然平坦外傾441.26×1.10隅丸長方形Ｎ－30°－ＥＤ５g4532

陶器，磁器，不明鉄製品人為平坦垂直221.46×0.62隅丸長方形Ｎ－39°－ＷＤ５g3533
土師質土器，陶器，磁器，
鉄製品，石製品，鉄滓人為平坦垂直622.76×1.45隅丸長方形Ｎ－31°－ＥＤ５h7535

本跡→SK621・622土師質土器，陶器，磁器，
鉄製品，銅製品，鉄滓人為平坦外傾573.43×（1.60）不定形－Ｄ５f7540

本跡→SK548土師質土器，陶器，磁器，鉄滓人為平坦垂直691.47×（1.20）不整楕円形Ｎ－35°－ＷＤ５h8547
土師質土器，陶器，磁器，
石製品自然平坦外傾621.90×1.21不定形－Ｄ５f3555
土師質土器，陶器，磁器，
鉄製品，鉄滓，礫人為平坦外傾40～620.58～3.99× 0.94不整長方形Ｎ－37°－ＷＤ５g7565

土師質土器，陶器，磁器，鉄製品人為凹凸外傾422.03×0.64長方形Ｎ－40°－ＷＤ４h9571

SB10→本跡土師質土器，磁器人為皿状外傾270.64×0.47不整楕円形Ｎ－67°－ＥＤ４h9572
土師質土器，陶器，磁器，
鉄製品人為凹凸外傾503.35×1.67不整楕円形Ｎ－53°－ＥＥ４a9580

土師質土器，陶器，磁器人為平坦外傾201.72×1.50隅丸長方形Ｎ－50°－ＥＥ４b0582
土師質土器，陶器，磁器，
銅製品，礫人為凹凸垂直601.68×1.20不定形Ｎ－48°－ＥＥ４b0584

本跡→SK607土師質土器，陶器，鉄製品人為皿状外傾32～43（1.19）×0.83不定形－Ｅ５a5605

土師質土器人為皿状緩斜180.46×0.40円形－Ｄ５h5627

土坑出土遺物観察表（第20・24図）

備 考出土位置手法・文様の特徴焼成色 調胎土 胎土色底径器高口径器種種 別番号
SK519 40％
瀬戸・美濃系覆土下層内面錆釉普通橙細砂 灰白19.0（51.7）－壺陶器169
SK571 70％
肥前系 PL7覆土下層外面2本線内に葉と井 見込みに

一重円内花良好明緑灰緻密 灰白3.64.9〔9.8〕中碗磁器170

SK627 60％覆土下層内面煤付着普通橙長石・石英・
赤色粒子〔23.7〕11.8〔28.0〕火鉢土師質土器171

備 考出土位置特 徴材 質重量厚さ幅長さ器 種番号

SK535覆土中砥面６面凝灰岩71.82.73.95.2砥石Q35

備 考出土位置特 徴材 質初鋳年重量孔幅径銭 名番号

SK584覆土中新寛永 無背銅16972.200.682.38寛永通寳M85
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土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子・粘土粒子微量 １６ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子・粘土粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土粒子中量，炭化粒子微量 １７ 明 褐 色 ローム粒子多量，鉄分微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量 １８ 暗 褐 色 ローム粒子多量
４ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子・粘土粒子微量 １９ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子・粘土粒子微量
５ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子・粘土粒子微量 ２０ 黒 褐 色 ロームブロック・粘土粒子少量，炭化材・
６ 灰 褐 色 灰多量，ロームブロック・炭化物微量 砂粒微量
７ 黒 褐 色 炭化材中量，ロームブロック・粘土ブロック・ ２１ 灰 褐 色 粘土粒子少量，ロームブロック・炭化材・

焼土粒子微量 砂粒微量
８ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子・粘土粒子微量 ２２ 橙 色 ロームブロック多量
９ 黒 褐 色 焼土ブロック多量，炭化物少量，ローム粒子・ ２３ 極 暗 褐 色 ロームブロック・鉄分多量，炭化粒子少量

粘土粒子微量 ２４ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子・粘土粒子微量
１０ 黒 褐 色 ロームブロック中量，炭化材微量 ２５ 黒 褐 色 炭化物・粘土粒子・砂粒少量，ロームブロック・
１１ 黒 褐 色 炭化物中量，粘土粒子少量，ロームブロック・ 鉄分微量

砂粒微量 ２６ 褐 色 ロームブロック・鉄分多量，炭化粒子微量
１２ 暗 褐 色 ロームブロック多量，炭化材・粘土ブロック微量 ２７ 暗 褐 色 ロームブロック中量，砂粒微量
１３ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化物・粘土ブロック微量 ２８ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量，砂粒微量
１４ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土粒子少量，炭化粒子微量 ２９ 暗 褐 色 ロームブロック中量
１５ 極 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子・

鉄分微量

遺物出土状況 土師質土器片２３８点（皿類１３，焙烙２０８，鉢類１，火鉢５，風炉２，不明９），瓦質土器片４９点

（焙烙４６，鉢３），瀬戸・美濃系陶器片１２５点（碗類３７，仏飯器２，灯明皿６，皿類２１，鉢４，蓋２，片口１，擂

鉢１３，甕２，壺２，瓶９，徳利１２，水注１，不明１３），肥前系陶器２点（皿類），唐津系陶器片４点（皿類），大

堀・相馬系陶器片３点（瓶１，行平鍋２），備前系陶器片２点（徳利），明石・堺系陶器片１１点（擂鉢），産地不

明陶器片５点（碗１，鉢類４），肥前系磁器片１９点（碗類１２，皿１，猪口２，不明４），産地不明磁器片１４４点

C
13.0m
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第２６図 第５号不明遺構実測図（２）
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（碗類１０８，青磁碗２，色絵９，皿類１２，猪口３，香炉１，瓶６，急須１，不明２），土製品４点（羽口１，不明

３），鉄製品２６１点（釘１６４，鍵１，軸５，鎹４，不明８７），椀状滓５点，銅製品１９点（古銭５，銅輪１，不明１３），

銀貨１点（一分銀），石器２２点（砥石１２，火打ち石１０），石製品５点（硯），ガラス製品１点（簪），瓦片２１１点の

ほか，混入したガラス片５４点，煉瓦３４点も出土している。出土土器・陶磁器の総重量は，土師質土器片

５４２８．０g，瓦質土器片９２９．０g，陶器片８４０５．５g，磁器片３２９８．７gである。第６号不明遺構と同様に覆土中・下層

のレベルに集中しているが，１７６や１７７のように覆土上から下層にかけての破片がそれぞれ接合関係にあること

から，短期間に埋め戻されたものと推測される。また，２０３は覆土中からの出土であるが，第６号不明遺構の

覆土中の破片と接合している。

所見 張り出し部や平場を持つ形状は，『同所新田１』で報告された第１０号井戸跡と類似しているが，調査区

域外に延びているため，全容は明らかでない。本跡は，当遺跡の中でも大形で，深い堀り込みを持っているこ

とから，何らかの地下式遺構とみられるが，性格は不明である。本来の機能を終えた後は，陶磁器の出土状況

から廃棄場に転用されている。出土遺物が１８世紀後半と１９世紀前半のものが混在していることから，廃棄場に

転用された時期は，１９世紀前半に比定できる。

同所新田遺跡

177

第２７図 第５号不明遺構出土遺物実測図（１）
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同所新田遺跡
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第３１図 第５号不明遺構出土遺物実測図（５）

第5号不明遺構出土遺物観察表（第27～31図）

備 考出土位置手法・文様の特徴焼成色 調胎土 胎土色底径器高口径器 種種 別番号

20％覆土上層内・外面煤付着 耳部擦痕 口縁
端部に円形の刺突痕普通にぶい黄橙長石・雲母〔35.0〕4.7〔36.5〕焙烙土師質土器172

5％覆土上層外面煤付着 耳部擦痕普通にぶい黄橙長石・
赤色粒子〔38.5〕5.0〔41.0〕焙烙土師質土器173

5％覆土上層外面煤付着普通にぶい橙長石・
赤色粒子〔27.3〕4.6〔30.4〕焙烙土師質土器174

40％覆土中層体部外面下端ヘラ削り普通明赤褐長石・石英・
赤色粒子〔16.7〕4.6〔16.2〕火入土師質土器175

30％ PL5覆土上層
～下層

外面体部及び高台に平行沈線 内面煤付着
高台貼り付け 高台に1か所穿孔普通にぶい橙長石・石英・

赤色粒子〔21.6〕（12.0）－火鉢土師質土器176

80％ PL5覆土上層
～下層外面煤付着 修繕孔9か所普通灰黄褐長石・石英・

赤色粒子34.45.538.2焙烙土師質土器177

60％覆土上層
～中層外面煤付着 耳部擦痕普通灰長石・石英〔36.0〕4.338.0焙烙瓦質土器178

5％覆土上層耳部摩耗普通にぶい黄橙雲母・
赤色粒子－4.9－焙烙瓦質土器179

瀬戸・美濃系
60％ PL7覆土中層灰釉良好灰白細砂 灰白2.63.76.0小碗陶器180
瀬戸・美濃系
50％覆土中層灰釉 腰折碗良好灰白細砂 灰白3.55.0〔9.1〕中碗陶器181
瀬戸・美濃系
50％覆土中灰釉 台部無釉普通灰白細砂 灰白4.0（2.9）－仏飯器陶器182
瀬戸・美濃系
50％ PL8覆土中灰釉 見込み草花 外面二重帯線

高台内墨書「八ウ」良好灰白細砂 灰白7.4（4.6）－中皿陶器183
唐津系
30％覆土中層鉄釉・白泥 刷毛目良好オリーブ黄緻密 灰白10.3（5.3）－中皿陶器184
瀬戸・美濃系
5％覆土上層飴釉 注口部貼り付け良好浅黄細砂

にぶい黄橙－（5.0）－片口陶器185
明石・堺系
30％ PL5覆土下層内面擂目11条1単位カ普通赤褐長石・石英〔14.7〕14.5〔36.4〕擂鉢陶器186
明石・堺系
30％覆土下層内面擂目9条1単位普通赤長石〔16.5〕14.6〔37.5〕擂鉢陶器187
明石・堺系
5％覆土中層内面9条の擂目クロス状普通赤褐長石・石英〔17.7〕（5.2）－擂鉢陶器188
瀬戸・美濃系
5％覆土中1単位5条以上の擂目普通にぶい赤褐細砂

にぶい赤褐〔12.5〕（3.8）－擂鉢陶器189
瀬戸・美濃系
5％覆土中1単位8条以上の擂目普通黒細砂 灰白〔10.4〕（2.8）－擂鉢陶器190
瀬戸・美濃系
10％ PL9覆土中層外面飴釉良好浅黄細砂 浅黄－（7.4）〔9.2〕壺陶器191
瀬戸・美濃系
40％

覆土上層
～中層

飴釉 体部に窯道具の溶着痕
高田徳利良好暗黄褐細砂 浅黄－（16.1）〔3.8〕徳利陶器192

大堀・相馬系
20％覆土中注口部・内面鉄釉 外面上端型押文

・下端煤付着普通暗褐細砂 灰白－（8.8）〔18.6〕行平鍋陶器193
肥前系
40％覆土上層白磁 外面笹文良好灰白緻密 灰白2.93.87.1小碗磁器194
肥前系
40％覆土中外面矢羽根文 見込一重円良好灰白緻密 灰白3.05.48.0小碗磁器195

5％覆土中底部墨書「□の」良好灰白緻密 灰白－－－碗磁器196
瀬戸・美濃系
70％ PL7覆土上層外面蝶・草花文 見込一重円内に寿

端反碗良好灰白緻密 灰白3.65.0〔10.2〕中碗磁器197
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第６号不明遺構（第３２～３７図）

位置 調査区西部のD４j０区，標高１２．６mの台地平坦部に位置している。

重複関係 第７号廃棄土坑，第５９４土坑，第１号炉に掘り込まれている。

規模と形状 長径８．２０m，短径６．４０mの楕円形で，長径方向はN－３３°－Eである。確認面からの深さは

１３０cm，底面はほぼ平坦で，壁は外傾して立ち上がっている。西側の確認面から底面中央部にかけて緩やかに

傾斜したスロープがある。そのスロープは地山を掘り残して構築しており，上幅８０cm，下幅２００cmで，断面

形は台形を呈している。

覆土 １５層に分層できる。ロームブロックや炭化物，砂粒を含む土でレンズ状に埋め戻されている。

土層解説
１ 極 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子中量 １０ 暗 褐 色 ロームブロック・砂粒中量，炭化物少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・砂粒中量，炭化粒子微量 焼土粒子微量
３ 褐 色 ロームブロック多量 １１ 黒 褐 色 ロームブロック中量，砂粒少量，炭化物微量
４ 暗 褐 色 焼土粒子・炭化粒子少量，ロームブロック微量 １２ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子・砂粒微量
５ 暗 褐 色 ロームブロック・砂粒中量，炭化粒子少量 １３ 極 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化物少量
６ 暗 褐 色 ロームブロック中量，砂粒少量，炭化物微量 １４ 暗 褐 色 ロームブロック多量
７ 暗 褐 色 ロームブロック中量，粘土粒子・砂粒微量 １５ 褐 色 ロームブロック多量
８ 灰 褐 色 砂粒多量，ロームブロック中量
９ 褐 色 ロームブロック中量，炭化物・粘土粒子・

砂粒少量

備 考出土位置手法・文様の特徴焼成色 調胎土 胎土色底径器高口径器 種種 別番号
肥前系
100％ PL7覆土下層外面笹文 見込一重円内に寿

広東碗良好灰白緻密 灰白5.66.410.9中碗磁器198
肥前系
80％ PL8覆土下層外面山水文 見込一重円内に鳥文

広東碗良好灰白緻密 灰白5.66.610.6中碗磁器199
瀬戸・美濃系
60％ PL8覆土上層外面幾何学文カ 見込一重円内に羊

歯文カ 焼継痕 広東碗良好灰白緻密 灰白6.06.7〔10.6〕中碗磁器200
肥前系
45％覆土中外面草花文 見込一重円内に寿カ

広東碗良好灰白緻密 灰白〔5.8〕6.6〔11.2〕中碗磁器201
肥前系
30％覆土中色絵 外面蝶・草文良好灰白緻密 灰白－（3.4）〔9.8〕中碗磁器202
肥前系
90％ PL8覆土中内面草花文 見込二重円内に五弁花

外面草文良好灰白緻密 灰白7.84.113.0小皿磁器203
肥前系
50％ PL8覆土中層外面草花文 高台内一重円良好灰白緻密 灰白〔5.6〕6.6〔9.1〕猪口磁器204

覆土中陶製ミニチュア 天井部菊花状普通橙－－（1.2）3.4蓋－DP23

備 考出土位置特 徴材 質重 量厚さ幅長さ器 種番号

覆土中陶製ミニチュア鳥形笛カ 胴部欠損－（4.2）〔1.8〕1.9（3.3）ミニチュアDP24

覆土中全面施釉 石材不明石製4.30.50.83.5箸置きカQ36

PL6覆土中砥面5面 裏面は中央部のみ砥面凝灰岩46.71.23.67.1砥石Q37

覆土中砥面4面凝灰岩（158.6）3.15.4（5.5）砥石Q38

PL6覆土上層断面方形 頭部および先端部欠損鉄（1.7）0.30.3（5.1）釘M86

PL6覆土中層断面方形 頭部および先端部欠損鉄（6.2）0.40.5（5.5）釘M87

PL6覆土中断面方形 頭部欠損鉄（4.9）0.40.4（5.8）釘M88

覆土上層断面方形鉄6.10.40.97.0釘M89

PL6覆土中両端欠損ガラス（2.0）0.50.6（3.3）簪G2

覆土上層背面定銀座常是 1837年銀8.350.261.562.33一分銀M93

備 考出土位置特 徴材 質初鋳年重量孔幅径銭 名番号

覆土中新寛永 無背銅16971.680.702.30寛永通寳M90

覆土中層新寛永 無背銅16972.040.712.29寛永通寳M91

覆土中層新寛永 背文元銅17412.040.582.34寛永通寳M92
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第３２図 第６号不明遺構実測図
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遺物出土状況 土師質土器片２１０点（焙烙１６４，皿２３，甕１，鉢類１０，焜炉５，不明７），瓦質土器片４９点（焙烙

３８，火鉢１，焜炉２，七厘４，不明４），瀬戸・美濃系陶器片１３７点（碗類４８，仏飯器１，灯明皿６，緑釉皿４，

皿類３０，鉢類１８，片口１，擂鉢１０，香炉６，蓋２，徳利１０，水注１），唐津系陶器片４点（皿類），備前系陶器

片４点（徳利），明石・堺系陶器片５点（擂鉢），丹波系陶器片１点（擂鉢），瀬戸・美濃系磁器片２点（碗類），

肥前系磁器片１６０点（碗類１２４，紅猪口１，薄手酒杯１，仏飯器１，色絵碗１，皿類１４，猪口４，香炉４，蓋１，

色絵蓋１，瓶類２，髪油壺１，不明５），土製品９点（羽口５，ミニチュア人形４），石器１６点（台石１，砥石

１５），鉄製品６８点（釘４８，包丁１，鉄滓付着釘１，不明１８），椀状滓１０点，鉄滓２点，銅製品９点（煙管２，不

明７），瓦１６点，軽石１７点のほか，混入したガラス片２点，細礫１７点も出土している。出土遺物の総重量は，

土師質土器片８２３１．０g，瓦質土器片２４３９．０g，陶器片５８４７．５g，磁器片３０４９．０g，鉄８７１４．２g，銅６９．０gである。

２１７・２３６以外に覆土上層から出土している遺物は少なく，ほとんどが覆土中層から下層にかけて出土してお

り，廃棄物を下層に投棄した後，埋め戻したものと推測される。M１００・１０４・DP２５など製鉄関連遺物も陶磁器

と同様に覆土下層から底面にかけて出土している。また，本跡の覆土中から出土した破片が，第５号不明遺構

で図示した２０３に接合している。

所見 上面に構築されている第１号炉跡の下部構造と考えることもできるが，両遺構の出土遺物に時期差があ

ることや，炉跡から製鉄関連遺物が出土していないことなどから，両者は別遺構と判断した。底面が平坦で，

出入り口と推定されるスロープを持っていることから，半地下式の遺構と考えられるが，性格は不明である。

陶磁器のほかに，羽口や椀状滓も出土していることから，本来の機能を終えた後に，製鉄関連の廃棄物を含め

た日常雑器の廃棄場として転用されている。出土遺物が１８世紀後半と１９世紀前半のものが混在していることか

ら，廃棄場に転用された時期は，１９世紀前半に比定できる。

206

208

第３３図 第６号不明遺構出土遺物実測図（１）
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同所新田遺跡

第6号不明遺構出土遺物観察表（第33～37図）

備 考出土位置手法・文様の特徴焼成色 調胎土 胎土色底径器高口径器 種種 別番号

60％ PL5覆土下層内面底面・外面煤付着 耳部擦痕
修繕孔５カ所普通明赤褐長石・石英・

赤色粒子〔32.8〕5.536.0焙烙土師質土器205

20％覆土中層外面煤付着 修繕孔3カ所普通にぶい黄褐長石・石英・
赤色粒子〔31.8〕5.0〔34.8〕焙烙土師質土器206

5％覆土下層外面煤付着 修繕孔4カ所普通にぶい橙長石・
赤色粒子〔32.2〕5.1〔34.7〕焙烙土師質土器207

10％覆土下層外面煤付着 耳部擦痕普通にぶい褐長石・石英・
雲母・赤色粒子〔30.6〕5.3〔35.4〕焙烙土師質土器208

10％覆土下層耳部擦痕普通にぶい黄褐長石・石英・
雲母〔32.8〕4.7〔36.2〕焙烙土師質土器209

60％ PL5覆土中層
～下層

工具による沈線 櫛描波状文
底部摩滅普通橙長石・石英・

赤色粒子〔20.6〕10.5〔27.2〕火鉢カ土師質土器210

20％覆土下層底部三足貼り付け普通橙長石・雲母・
赤色粒子〔16.7〕10.3〔28.4〕火鉢土師質土器211

30％底面底部内・外面煤付着 高台部2カ所
穿孔普通橙長石・石英・

赤色粒子〔22.0〕（9.1）－火鉢カ土師質土器212

5％覆土下層内・外面ナデ普通赤褐長石・石英・
金雲母・小礫－（7.2）〔33.0〕甕土師質土器213

10％覆土中外面型押文（縮緬）普通褐灰長石・
赤色粒子－（11.4）〔25.7〕火鉢瓦質土器214

瀬戸・美濃系
80％覆土下層灰釉 無文 腰張形良好灰白細砂 灰白2.64.06.4小碗陶器215
瀬戸・美濃系
90％ PL7覆土下層灰釉 腰折碗普通浅黄細砂 灰白3.84.98.8小碗陶器216
瀬戸・美濃系
95％ PL7覆土上層灰釉 外面草花文良好灰オリーブ細砂 灰黄5.53.79.5中碗陶器217
瀬戸・美濃系
90％ PL7覆土中層灰釉 外面草文普通灰オリーブ細砂 灰黄3.45.58.8小碗陶器218
瀬戸・美濃系
80％覆土下層灰釉 楼閣山水文カ普通灰白細砂 灰白3.25.59.3中碗陶器219
瀬戸・美濃系
70％底面灰釉 腰折碗普通浅黄細砂 灰白3.44.9〔9.8〕中碗陶器220
瀬戸・美濃系
5％覆土下層内・外面鉄釉 天目碗普通黒褐・

灰黄褐細砂 灰黄褐－（3.8）〔10.0〕碗陶器221
瀬戸・美濃系
60％ PL8底面灰釉 蛇の目釉ハギ 高台内無釉普通灰白細砂 灰白7.65.519.7中皿陶器222
瀬戸・美濃系
100％ PL7覆土下層灰釉 底部クリ底普通灰白細砂 灰白2.82.27.4灯明皿陶器223
瀬戸・美濃系
80％ PL7

覆土中層
～下層外面灰釉 水注蓋普通灰白細砂 灰白－2.28.6蓋陶器224

瀬戸・美濃系
30％覆土下層外面灰釉 水注蓋普通灰白細砂 灰白－2.5〔9.8〕蓋陶器225
瀬戸・美濃系
60％ PL9覆土中灰釉 見込に胎土目積み トチン痕

高台内墨書「モコ」 練鉢カ
普通灰細砂

にぶい黄橙8.57.9〔15.6〕鉢陶器226
瀬戸・美濃系
20％覆土下層灰釉 トチン痕良好灰オリーブ細砂

灰オリーブ〔12.4〕（3.8）－鉢陶器227
瀬戸・美濃系
50％ PL9覆土下層灰釉 口縁切込注口 平形普通にぶい黄橙細砂 灰白〔9.0〕9.4〔17.4〕片口陶器228
明石・堺系
15％覆土中内面擂目 見込擂目クロス状

擂り痕普通にぶい赤褐長石
にぶい赤褐〔15.0〕（6.6）－擂鉢陶器229

瀬戸・美濃系
40％覆土中灰釉 高田徳利良好灰オリーブ細砂 灰白8.2（16.6）－徳利陶器230
瀬戸・美濃系
20％覆土下層灰釉 内面二次焼成による煤付着カ良好灰黄褐細砂

にぶい黄褐－（6.5）3.0徳利陶器231
瀬戸・美濃系
60％ PL9覆土下層灰釉 胴部菊花文 注口部貼り付け良好灰白細砂 灰白9.413.8〔13.0〕水注陶器232
肥前系
100％ PL7覆土下層白泥 端反形良好灰白緻密 灰白2.23.06.3小坏磁器233
肥前系
100％ PL7覆土下層外面笹文良好灰白緻密 灰白2.53.67.0小碗磁器234

肥前系 90％覆土下層外面笹文良好灰白緻密 灰白3.03.57.1小碗磁器235
肥前系
60％ PL7覆土上層外面笹文良好灰白緻密 灰白2.83.1〔6.8〕小碗磁器236
肥前系
90％ PL7覆土下層外面雪輪梅樹文良好灰白緻密 灰白3.45.39.9中碗磁器237
肥前系
90％ PL7底面外面雪輪梅樹文 高台二重円

高台内「□」良好灰白緻密 灰白3.85.210.0中碗磁器238
肥前系
90％ PL7覆土下層外面二重網目文内に草花文 高台

二重円良好灰白緻密 灰白3.85.29.8中碗磁器239
肥前系
50％覆土中層外面雪輪梅樹文カ 高台二重円

高台内「□」良好灰白緻密 灰白〔3.8〕5.1〔9.8〕中碗磁器240
肥前系
40％底面外面雪輪梅樹文カ 高台脇一重円

高台二重円良好灰白緻密 灰白〔3.8〕5.1〔9.8〕中碗磁器241
肥前系
40％ PL8覆土下層外面山水文カ 見込二重円内寿 高台脇不

明装飾 高台内二重方形枠崩し福 筒形碗良好灰白緻密 灰白4.0（4.5）－小碗磁器242

5％覆土中色絵 草花文良好灰白緻密 灰白－（2.9）－碗磁器243
肥前系
50％ PL7覆土下層外面・見込に赤絵による文字良好灰白緻密 灰白〔2.8〕3.9〔7.3〕紅猪口磁器244
肥前系
80％ PL9覆土下層外面松梅・草文良好灰白緻密 灰白3.86.6－小瓶磁器245

肥前系 60％覆土下層外面草花文 内面油付着良好灰白緻密 灰白4.4（8.4）－髪油壺磁器246

備 考出土位置特 徴材 質重 量厚さ幅長さ器 種番号

PL5床面口径約3.3cm 先端部青灰色で火熱によって
溶解されており，溶着材が付着粘土・スサ（647.0）7.06.7（25.9）羽口DP25

覆土中前後組み合わせ土師質（4.5）0.1～0.8（3.2）（2.5）人形DP26

覆土中前後組み合わせ 獅子カ土師質（12.6）0.2～0.8（5.4）（3.5）人形DP27
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２ その他の時代の遺構と遺物

遺物が出土していないことなどから時期を決定できない遺構として，炉跡１か所，柵跡１列，溝跡９条，土

坑９１基，ピット群５か所が確認された。以下，炉跡１か所，柵跡１列については記述し，溝跡については実測

図と土層解説及び一覧表を，土坑については実測図と一覧表を掲載するにとどめる。

（１） 炉跡

第１号炉跡（第３８図）

位置 調査区西部のD４j０区，標高１２．６mの台地平坦部に位置している。

重複関係 第６号不明遺構を掘り込んでいる。

規模と形状 長方形状の掘方の北東壁付近に３基の円形の掘方を有する炉が設けられている。３基の炉は

３０cmほどの間隔で並列しており，長軸３．６m，短軸１．７mの長方形状の掘り方と同時に構築していることから，

一連のものととらえた。

備 考出土位置特 徴材 質重 量厚さ幅長さ器 種番号

覆土中前後組み合わせ土師質（14.0）1.23.3（6.4）人形DP28

覆土下層前後組み合わせ土師質（30.6）－（9.2）（4.5）人形DP29

備 考出土位置特 徴材 質重 量厚さ幅長さ器 種番号

PL6覆土下層長径2.5cmほどの楕円形状の擂り痕凝灰岩（1400）8.312.3（10.5）台石Q39

覆土中砥面4面凝灰岩（20.5）1.03.2（4.5）砥石Q40

PL6覆土下層砥面４面凝灰岩（41.7）1.33.7（5.5）砥石Q41

PL6覆土中層10面以上の砥面 多角度で砥面として使用軽石38.72.43.57.0砥石Q42

覆土下層断面方形 先端部欠損鉄（4.5）0.50.5（4.2）釘M94

PL6覆土下層断面方形 先端部欠損鉄（6.5）0.40.6（5.2）釘M95

覆土中断面方形 頭部および先端部欠損鉄（8.0）0.40.5（7.6）釘M96

覆土中両端欠損鉄（9.1）1.52.0（5.9）不明鉄製品M97

PL6覆土下層先端部及び柄欠損鉄（60.6）0.43.5（15.0）包丁カM98

覆土下層雁首部 内面に木質付着 火皿径1.3mm銅（2.8）－0.9（4.0）煙管M99

底面3面切断されている 表面は暗青灰色で多くの気孔
裏面は青灰色で粘土砂粒付着鉄（59.5）3.1（4.7）（5.9）椀状滓M100

底面表面は暗青灰色で溶着材が付着した羽口が残る
裏面の中核部は暗青灰色で細礫が付着鉄2543.77.28.4椀状滓M101

覆土下層全面が黒褐色 表面は滑らか 裏面は多くの顆粒状突起
および気孔 2つの板状鉄滓が溶解したものカ

鉄3444.310.37.8椀状滓M102

PL6覆土下層表面激しい凹凸 微細な木炭残す 裏面暗青灰
色左欠損 椀状部は多くの気孔鉄4625.210.99.8椀状滓M103

PL6底面表面は黒褐色で溶着材が付着した羽口が残る
裏面の中核部は暗青灰色で粘土が付着鉄9928.112.111.2椀状滓M104

PL6覆土下層表面は黒褐色で溶着材が付着した羽口が残る
裏面の中核部は暗青灰色で細礫が付着鉄12706.113.613.1椀状滓M105

表６ 近世 不明遺構一覧表

備 考
重複関係（古→新）主 な 出 土 遺 物覆土底面壁面

規模（m）深さ（cm）
平面形長軸（径）方向位 置番号

深さ長軸（径）×短軸（径）

土師質土器，瓦質土器，陶器，磁器，
土製品，鉄製品，椀状滓，銅製品，銀
貨，石器，石製品，ガラス製品，瓦

人為不明外傾64～170（7.48）×5.64不定形（Ｎ－45°－Ｗ）Ｄ５h6５

本跡→第7号廃棄土坑・
SK594・第1号炉跡

土師質土器，瓦質土器，陶器，
磁器，土製品，石器，鉄製品，
椀状滓，鉄滓，銅製品，瓦，軽石

人為平坦外傾42～1308.20×6.40楕円形Ｎ－33°－ＥＤ４j0６
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炉 いずれの炉も長径方向は，N－５０°－Eである。北側に構築されている炉１は，長径１０５cm，短径８５cmの

楕円形である。確認面からの深さは２３cmで，炉床には長さ２０～８０cmの炭化材が多量に出土している。中央に

構築されている炉２は，長径９０cm，短径８５cmの円形である。確認面からの深さは３４cmで，炉床には長さ１５

～４０cmの炭化材が少量出土している。南側に構築されている炉３は，長径１０５cm，短径１００cmの円形である。

確認面からの深さは４３cmで，炉床には２０cmほどの炭化材が少量出土している。いずれの炉も多量の焼土で赤

変しており，炉壁の一部が硬化しているものの，炉床には硬化面が遺存していない。覆土は３１層に分層でき

る。第１～１３層は炉の覆土，第１４～３１層は掘方への埋土である。掘方への埋土は，底面に暗褐色土を充填し，

さらにその上面に炭化材を多量に含んだ土を充填している。

炉土層解説（第１４～３１層は埋土）
１ 黒 褐 色 ローム粒子・粘土粒子中量，焼土粒子少量 ４ 黒 褐 色 粘土ブロック・焼土粒子中量，ローム粒子・

炭化粒子微量 炭化粒子少量
２ 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量 ５ 暗 褐 色 粘土ブロック・焼土粒子中量，炭化物・
３ 暗 褐 色 粘土ブロック・焼土粒子中量，ローム粒子少量 ローム粒子微量

炭化粒子微量

同所新田遺跡

12.8m

2
1

4

3
2
1

2 1
2

2
9

3
0

1 2 6
1
1

2
2

2
9

1
3

6

2
9

27

14

14

31

16

1

2

10 6

13
11

9

22
29

19

23 24

30

17
18

20

25 29
30

7
6

2

12
10

9 11

16

24

31

23

25

19

26

16 15
5

8

21

4

3

22

28

D
D
'

A A'

B B'

C C'

A

A
'

D

D'

B

C

B
'

C
'

D4
j0-
E2
m

炉1

炉2

炉3

第３８図 第１号炉跡実測図



―５０―

６ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量，炭化物微量 １８ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子微量
７ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量 １９ 極 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子微量
８ 暗 褐 色 粘土ブロック中量，ローム粒子・焼土粒子少量 ２０ 極 暗 褐 色 炭化物・砂粒多量，焼土粒子中量

炭化粒子微量 ローム粒子少量
９ 暗 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子中量 ２１ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子中量
１０ 黒 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック少量 ２２ 暗 褐 色 焼土粒子・炭化粒子中量，ローム粒子少量
１１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量 ２３ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化物微量
１２ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化物少量 ２４ 黒 褐 色 炭化物・ローム粒子・焼土粒子少量
１３ 黒 褐 色 炭化物・焼土粒子中量，ローム粒子少量，砂粒微量 ２５ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
１４ 黒 褐 色 粘土ブロック中量，ロームブロック少量 ２６ 極 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物少量
１５ 暗 褐 色 粘土ブロック中量，ローム粒子少量 ２７ 極 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子少量

焼土ブロック微量 ２８ 極 暗 褐 色 ロームブロック多量
１６ 暗 褐 色 炭化粒子中量，焼土粒子・粘土粒子少量 ２９ 暗 褐 色 炭化物・ローム粒子・焼土粒子微量

ローム粒子微量 ３０ 暗 褐 色 焼土粒子・炭化粒子少量，ロームブロック微量
１７ 褐 色 ローム粒子多量，焼土粒子微量 ３１ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量

踏み固められた範囲は，中央の炉２の手前２か所で確認された。その周囲から炉に関わるような遺物が出土し

ていないため明確でないが，何らかの作業の痕跡とみられる。

遺物出土状況 土師質土器片３点（焙烙），産地不明陶器片２点（不明），産地不明磁器片１点（碗），鉄製品２

点（釘），軽石１点が炉覆土中および確認面から出土している。炭化材は，それぞれの炉から出土している。

所見 構築状況から，３基の炉は同時に機能していたものとみられる。第６号不明遺構を埋め戻した後に構築

した炭焼き遺構と推測され，製鉄関連遺構とも想定できるが，その痕跡からは明らかでない。時期は，重複関

係から１９世紀前半以降に比定できる。

（２）柵跡

第６号柵跡（第３９図）

位置 調査区西部のD５h１区，標高１２．６mの台地平坦部に位置している。

規模と形状 ５．６８mの間に４か所のピットが確認された。方向はN－５５°－Eで，柱間寸法は１．６０～２．０６mで

ある。

柱穴 ４か所。平面形は長径３１～４１cm，短径１０～２４cmの楕円形である。断面はU字状で，深さは１０～２４cm

である。覆土は単一層で，柱抜き取り後の覆土である。
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土層解説（各柱穴共通）
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量

所見 時期は，本跡と関連する遺構が周囲になく，出土遺物もないことから不明である。

（３）溝跡（第４０・５５図）

第６０号溝跡土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・粘土粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック多量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量，粘土粒子微量

第６１号溝跡土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック多量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量，粘土粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック少量，粘土粒子微量
５ 暗 褐 色 ロームブロック多量，粘土粒子微量

第６２号溝跡土層解説
１ 暗 褐 色 粘土粒子中量，ロームブロック少量

炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土粒子少量

第６３号溝跡土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子多量，粘土粒子少量

第６４号溝跡土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量，粘土粒子少量

第６６号溝跡土層解説
１ 褐 色 粘土粒子多量，ローム粒子中量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量，粘土粒子少量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子・

粘土粒子微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
５ 暗 褐 色 ローム粒子多量

第６７号溝跡土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化物少量

第６９号溝跡土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量

同所新田遺跡
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表７ その他の溝跡一覧表

備 考
重複関係（古→新）主な出土遺物覆土底面壁面断面形

規 模（m）深さ（cm）
形状方向位置番号

深さ下幅上幅確認長

SD65→本跡土製品，鉄製品，瓦人為皿状外傾Ｕ字状49～820.40～0.550.60～1.0025.90直線Ｎ－140°－ＥC５j8～
Ｄ６e260

SK528・SD64→本跡→SD65鉄製品，銅製品，瓦
煉瓦，ガラス，礫人為皿状外傾Ｕ字状34～450.09～0.250.42～0.6825.70直線Ｎ－142°－ＥD５b5～

Ｄ５g061
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（４）土坑（第４１～４６図）
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備 考
重複関係（古→新）主な出土遺物覆土底面壁面断面形

規 模（m）深さ（cm）
形状方向位置番号

深さ下幅上幅確認長

SK529→本跡→SK544・SD65鉄製品，銅製品，瓦
煉瓦，ガラス人為皿状外傾Ｕ字状42～520.15～0.200.48～0.7525.91直線Ｎ－140°－ＥＤ５b5～

Ｄ５g962
鉄製品，銅製品，瓦
煉瓦，ガラス自然皿状緩斜浅いＵ字状160.39～0.680.49～1.106.69直線Ｎ－140°－ＥＤ５c5～

Ｄ５d663

本跡→SD61鉄製品，瓦，煉瓦人為皿状緩斜浅いＵ字状５～160.32～0.670.47～0.795.97直線Ｎ－140°－ＥＤ５c6～
Ｄ５d764

SD61･62･66→本跡→SD60瓦－皿状緩斜浅いＵ字状120.05～0.370.18～0.7017.43直線Ｎ－128°－ＷＤ６d2～
Ｄ５g865

第5号廃棄土坑→
本跡→SK543・SD65

土製品，石製品，鉄製品
瓦，煉瓦，ガラス人為平坦外傾逆台形状36～420.45～0.620.92～1.1516.81直線Ｎ－141°－ＥＤ５d6～

Ｄ５g966

人為平坦外傾逆台形状140.12～0.180.20～0.3411.35直線Ｎ－132°－ＷＤ４i0～
Ｄ４j867

本跡→PG16人為皿状外傾Ｕ字状100.12～0.190.22～0.32〔16.20〕〔直線〕Ｎ－140°－ＥＣ５j7～
Ｄ５d069

第４１図 土坑実測図（１）
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同所新田遺跡
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同所新田遺跡
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同所新田遺跡
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表８ その他の土坑一覧表

備 考
重複関係（古→新）主 な 出 土 遺 物覆土底面壁面

規模（m）深さ（cm）
平面形長軸（径）方向位 置番号

深さ長軸（径）×短軸（径）

鉄製品自然皿状外傾501.81×1.18隅丸長方形Ｎ－53°－ＥＤ６b3500

本跡→SK502磁器，礫自然凹凸直立107（0.62）×0.72〔長方形〕Ｎ－53°－ＥＤ６b3501

SK501→本跡陶器，鉄製品自然皿状外傾581.84×1.02隅丸長方形Ｎ－47°－ＷＤ６b3502

土師質土器自然平坦外傾1091.86×0.86隅丸長方形Ｎ－48°－ＥＤ６b2503

SK508→本跡縄文土器人為平坦外傾541.88×0.66長方形Ｎ－37°－ＥＤ５b7504

人為平坦直立841.24×0.72長方形Ｎ－44°－ＥＤ５d0505

鉄製品，瓦，ガラス人為皿状内傾801.10×1.10円形－Ｄ５d0506
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備 考
重複関係（古→新）主 な 出 土 遺 物覆土底面壁面

規模（m）深さ（cm）
平面形長軸（径）方向位 置番号

深さ長軸（径）×短軸（径）

人為皿状外傾380.78×0.68楕円形Ｎ－51°－ＥＤ５c4507

本跡→SK504縄文土器自然平坦外傾622.42×0.56隅丸長方形Ｎ－37°－ＥＤ５c7508

人為皿状外傾682.00×0.96不定形Ｎ－72°－ＥＤ５a7509

人為皿状外傾341.72×0.62隅丸長方形Ｎ－40°－ＥＤ５e4510

SK516→本跡人為平坦外傾28～521.72×0.63楕円形Ｎ－45°－ＷＤ６c3515

SK517→本跡→SK515人為平坦外傾531.84×0.66楕円形Ｎ－45°－ＷＤ６c2516

第8号廃棄土坑→本跡→SK516人為凹凸直立40～62（1.50）×1.12〔長方形〕Ｎ－45°－ＷＤ６c2517

土師質土器自然皿状外傾441.00×0.60長方形Ｎ－43°－ＷＤ５d5520

縄文土器，土師質土器自然皿状外傾301.08×1.06円形－Ｄ５f6521

本跡→SK524陶器，磁器，瓦人為平坦外傾371.04×（0.70）隅丸長方形Ｎ－46°－ＷＤ５e3523

SK523→本跡陶器，礫人為平坦外傾301.64×1.28楕円形Ｎ－34°－ＥＤ５e3524

本跡→SK526陶器，瓦自然皿状外傾12（0.78）×0.60〔長方形〕Ｎ－38°－ＷＤ５e3525

SK525→本跡縄文土器自然皿状外傾602.10×0.63長方形Ｎ－38°－ＷＤ５f3526

自然平坦外傾581.16×1.10円形－Ｄ５f4531

鉄製品人為平坦外傾502.71×1.38不定形Ｎ－20°－ＥＤ５h4534

SK537→本跡土師質土器，陶器，磁器，鉄製品
石製品，鉄滓人為平坦外傾47～652.50×0.88隅丸長方形Ｎ－47°－ＥＤ５h7536

本跡→SK536陶器，磁器，瓦人為平坦外傾651.37×（0.65）不定形－Ｄ５h8537

人為皿状直立36（1.16）×0.60〔隅丸長方形〕Ｎ－39°－ＷＤ６d3539

瓦質土器，土製品，瓦自然凹凸外傾26～401.03×0.98円形－Ｄ５g8541

SK624→本跡土師質土器，磁器人為平坦外傾501.63×0.68隅丸長方形Ｎ－35°－ＷＤ５g4542

SD66→本跡陶器，鉄滓人為皿状外傾701.91×0.86隅丸長方形Ｎ－37°－ＷＤ５f8543

SD62→本跡人為皿状外傾38～540.88×0.81円形－Ｄ５f8544
陶器，磁器，鉄製品，瓦，ガラス
煉瓦，鉄滓人為平坦外傾

緩斜521.68×1.00隅丸長方形Ｎ－21°－ＷＤ５h8546

SK547→本跡土師質土器，瓦，礫人為平坦直立961.77×0.54隅丸長方形Ｎ－32°－ＷＤ５h8548

SK550→本跡土師質土器，陶器，瓦自然平坦直立
外傾712.10×0.80楕円形Ｎ－39°－ＷＤ５g4549

本跡→SK549自然平坦緩斜16～23（0.80）×0.54〔楕円形〕Ｎ－48°－ＥＤ５g4550

自然皿状緩斜230.59×0.52円形－Ｄ５f2551

SK553・554→本跡人為皿状緩斜201.24×0.98楕円形Ｎ－61°－ＥＤ５g4552

SK554→本跡→SK552陶器，磁器，不明鉄製品人為凹凸外傾22～461.68×（1.48）〔円形〕－Ｄ５g3553

SK557→本跡→SK552・553土師質土器，陶器，不明鉄製品
不明銅製品，礫人為平坦直立41（2.58）×0.91〔隅丸長方形〕Ｎ－34°－ＷＤ５g3554

SK557→本跡土師質土器，陶器，磁器人為平坦直立
外傾341.80×0.59隅丸長方形Ｎ－33°－ＷＤ５g4556

本跡→SK554・556ガラス人為平坦外傾19～241.13×（0.38）〔長方形〕Ｎ－38°－ＷＤ５g3557

SK559→本跡→SK560土師質土器，陶器，磁器，礫人為平坦外傾262.00×（1.66）〔長方形〕Ｎ－40°－ＷＤ５f3558

本跡→SK558・560陶器人為平坦外傾22（1.20）×（1.00）〔隅丸長方形〕Ｎ－60°－ＥＤ５f3559

SK558・559→本跡人為平坦外傾462.94×0.67長方形Ｎ－38°－ＷＤ５f3560

人為皿状直立
緩斜14～720.85×0.63楕円形Ｎ－68°－ＥＤ４h0562

SK624→本跡土師質土器，陶器，磁器，銅製品
礫人為平坦外傾631.87×1.55長方形Ｎ－43°－ＥＤ５h4564

SK577・578→本跡土師質土器人為凹凸外傾
緩斜13～753.85×3.47不定形Ｎ－47°－ＥＥ５b3566

人為平坦直立
外傾521.29×0.70隅丸長方形Ｎ－38°－ＷＤ５g8567

自然平坦外傾520.90×0.82円形－Ｅ５a3568

人為平坦外傾
緩斜251.34×1.14楕円形Ｎ－19°－ＥＤ５j5569

不明鉄製品自然平坦外傾40（1.42）×0.73〔隅丸長方形〕Ｎ－41°－ＷＥ５a5570

人為平坦外傾351.10×0.97不定形Ｎ－43°－ＷＤ４i8573

土師質土器自然平坦外傾260.96×0.73隅丸長方形Ｎ－48°－ＥＤ４i8574

本跡→SK577自然平坦外傾21（1.13）×0.75〔長方形〕Ｎ－46°－ＷＥ５b4576

SK576→本跡→SK566人為皿状外傾502.05×（0.57）不定形－Ｅ５b4577

本跡→SK566人為平坦外傾11～47（1.52）×1.15〔長方形〕Ｎ－42°－ＷＥ５a3578
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（５）ピット群

ピット群は，今回の調査で中央部，西部，北東部および南西部に５か所確認された。いずれも建物跡を想定

できるような配置ではなく，時期も不明である。ここでは，ピット群ごとに平面図と一覧表を記載する。

第１０号ピット群（第４７図）

調査区中央部のD５e３～D５h６区にかけての東西１２m，南北１０mの範囲から，柱穴状のピット６か所が確認

された。平面形は長径３６～６３cmの楕円形で，深さは１４～６４cmである。覆土中から近世の陶器や磁器片が出土

しているが，柱穴の分布状況から建物は想定できない。時期，性格ともに不明である。

同所新田遺跡

備 考
重複関係（古→新）主 な 出 土 遺 物覆土底面壁面

規模（m）深さ（cm）
平面形長軸（径）方向位 置番号

深さ長軸（径）×短軸（径）

自然皿状外傾651.83×1.72円形－Ｅ５d1579

鉄製品人為平坦直立
外傾481.73×1.24隅丸長方形Ｎ－45°－ＥＥ４a9581

本跡→SK585磁器人為平坦外傾17～27（1.90）×1.37〔不整楕円形〕Ｎ－43°－ＷＤ４j8583

SK583→本跡陶器，磁器，不明鉄製品，礫人為平坦直立60～682.55×0.68隅丸長方形Ｎ－44°－ＥＤ４j8585

SK589・590･591→本跡土師質土器，陶器，磁器，土製品
不明鉄製品人為平坦外傾561.70×1.56不定形Ｎ－45°－ＷＤ５h4587

人為皿状緩斜18～611.93×1.16楕円形Ｎ－37°－ＥＥ５c3588

本跡→SK587・590瓦質土器，不明鉄製品，銅製品
礫人為平坦外傾26（1.02）×（0.54）〔長方形〕Ｎ－44°－ＷＤ５h5589

SK589→本跡→SK587･591人為平坦外傾30（1.08）×0.60〔長方形〕Ｎ－49°－ＥＤ５h4590

SK590→本跡→SK587陶器，ガラス人為平坦外傾361.12×（0.50）〔長方形〕Ｎ－45°－ＷＤ５h4591

WT11→本跡土師質土器，瓦質土器，陶器，磁器
不明鉄製品，銅製品，瓦，煉瓦，礫人為平坦外傾131.85×1.28〔隅丸長方形〕Ｎ－39°－ＷＤ４j9592

SX6→本跡土師質土器，陶器人為平坦外傾501.91×1.36隅丸長方形Ｎ－46°－ＥＥ４a0594

人為平坦外傾451.48×（1.05）楕円形Ｎ－82°－ＥＥ４b0595

本跡→SK597土師質土器，陶器，磁器，不明
鉄製品，瓦，煉瓦，礫，ガラス人為平坦外傾18～30（2.48）×1.37〔隅丸長方形〕Ｎ－42°－ＷＤ５i5596

SK596→本跡土師質土器，陶器，磁器，鉄製品
不明鉄製品，瓦，煉瓦人為平坦外傾301.90×1.37隅丸長方形Ｎ－42°－ＷＤ５i5597

SK599→本跡土師質土器人為平坦直立421.32×1.28方形Ｎ－51°－ＷＤ４i8598

本跡→SK598人為平坦直立26～301.15×（0.30）〔隅丸長方形〕Ｎ－43°－ＷＤ４i8599
土師質土器，陶器，磁器，瓦
煉瓦，鉄滓人為皿状外傾

緩斜27〔0.96〕×0.74〔楕円形〕－Ｅ４a8600

SK608→本跡人為平坦直立371.08×0.52隅丸長方形Ｎ－44°－ＥＤ４h8601

SK603→本跡土師質土器，陶器，磁器，鉄製品
瓦，煉瓦，礫，ガラス人為平坦直立442.33×0.65隅丸長方形Ｎ－41°－ＷＥ４a8602

本跡→SK602・604不明鉄製品不明平坦外傾31（0.63）×0.59〔長方形〕Ｎ－58°－ＷＥ４a8603

SK603→本跡土師質土器人為平坦直立511.98×0.52隅丸長方形Ｎ－45°－ＷＥ４a8604

本跡→SK607自然凹凸外傾161.97×0.70隅丸長方形Ｎ－50°－ＥＥ５a5606

SK605・606→本跡人為皿状外傾
緩斜８～311.11×0.94楕円形Ｎ－56°－ＥＥ５a5607

本跡→SK601人為皿状緩斜9（0.40）×0.50〔楕円形〕Ｎ－40°－ＷＤ４h8608

自然平坦外傾351.17×0.97楕円形Ｎ－42°－ＷＤ６c1609

陶器，磁器，不明鉄製品人為平坦直立901.68×0.66長方形Ｎ－47°－ＥＤ５e9611

SK615→本跡陶器，不明鉄製品，鉄滓人為凹凸直立681.80×0.70隅丸長方形Ｎ－48°－ＥＤ５e9612

本跡→SK612人為平坦緩斜201.78×1.60不定形Ｎ－48°－ＥＤ５e9615

人為皿状外傾560.46×0.44円形－Ｄ４i0618

瓦質土器，不明鉄製品人為凹凸外傾62～881.14×0.64楕円形Ｎ－72°－ＷＤ５i1619

自然凹凸外傾180.72×（0.22）〔楕円形〕－Ｄ４h9620

SK540→本跡→SK622不明鉄製品人為平坦直立721.15×0.86隅丸長方形Ｎ－38°－ＷＤ５f7621

SK540･621→本跡鉄製品人為平坦直立701.47×0.69隅丸長方形Ｎ－42°－ＷＤ５g8622

SB10→本跡自然皿状緩斜60.88×0.79円形－Ｄ４i9623

本跡→SK542・564人為凹凸外傾20～34（1.34）×（1.30）不定形－Ｄ５h4624

人為平坦外傾490.64×0.44楕円形Ｎ－11°－ＷＤ５i4625

人為皿状外傾300.36×0.34円形－Ｄ５h5626
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第１２号ピット群（第４８図）

調査区西部のD４h８～D５h１区にかけての東西１０m，南北４．５mの範囲から，柱穴状のピット１５か所が確認

された。平面形は長径２０～５９cmの円形または楕円形で，深さは８～１６cmである。本ピット群は，重複関係か

ら第１０号掘立柱建物跡より新しいものである。第１０号掘立柱建物跡内で確認されたピットもあり，第１０号掘立

柱建物跡に伴う可能性はあるが，柱穴の分布状況からは明確でない。時期，性格ともに不明である。

P3

P4 P1

P2

P5
P6

D5
f5

P10

P11

P12

P13

P14

P15

P8

P9

P4
P3

P5

P6

P7

P1

P2

D4i0

第４７図 第１０号ピット群実測図

第４８図 第１２号ピット群実測図

表９ 第10号ピット群 ピット一覧表

規 模（cm）
形 状位 置番号

規 模（cm）
形 状位 置番号

深 さ短 径長 径深 さ短 径長 径
143538楕円形Ｄ５e34644757楕円形Ｄ５f51
245060楕円形Ｄ５g55345263楕円形Ｄ５g52
432836楕円形Ｄ５h66244852楕円形Ｄ５e33

表10 第12号ピット群 ピット一覧表

規 模（cm）
形 状位 置番号

規 模（cm）
形 状位 置番号

深 さ短 径長 径深 さ短 径長 径
81824楕円形Ｄ４h99122222円形Ｄ５h１1
162830楕円形Ｄ４h910122830楕円形Ｄ５h１2
143848楕円形Ｄ４h911122832楕円形Ｄ４h03
122426円形Ｄ４h912121620楕円形Ｄ４h04
93539円形Ｄ４h813121624楕円形Ｄ４h05
133159楕円形Ｄ４i814121620楕円形Ｄ４h06
83640円形Ｄ４i915122024楕円形Ｄ４h07

121620楕円形Ｄ４h08
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第１３号ピット群（第４９図）

調査区南西部のD５j２～E５a１区にかけての東西７m，南北５mの範囲から，柱穴状のピット１０か所が確認

された。平面形は長径２０～８６cmの円形または楕円形で，深さは１０～７９cmである。本ピット群は，重複関係か

ら第１１号掘立柱建物跡より新しいものである。第１１号掘立柱建物跡内で確認されたピットもあり，建て替えを

想定したが，柱穴の分布状況からは明確でない。時期，性格ともに不明である。

第１６号ピット群（第５０図）

調査区北東部のD５b０～D６f１区にかけての東西６m，南北１４mの範囲から，柱穴状のピット８か所が確認

同所新田遺跡

P2 P3

P1

P8

P6

P5

P4

P7

D
5c
0

P8

P7

P9 P6

P4
P5

P10

P3

P1 P2

E5a1

第４９図 第１３号ピット群実測図

表11 第13号ピット群 ピット一覧表

規 模（cm）
形 状位 置番号

規 模（cm）
形 状位 置番号

深 さ短 径長 径深 さ短 径長 径
791427楕円形Ｅ５a26184247楕円形Ｄ５j21
451720楕円形Ｅ５a27195459円形Ｄ５j22
325062楕円形Ｅ５a18125767楕円形Ｄ５j33
646186楕円形Ｄ５j29134555楕円形Ｄ５j24
104650円形Ｅ５a310156877楕円形Ｄ５j25

第５０図 第１６号ピット群実測図
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された。平面形は長径２０～４５cmの円形または楕円形で，深さは１２～８９cmである。出土遺物はなく，また柱穴

の分布状況から建物は想定できない。時期，性格ともに不明である。

第１８号ピット群（第５１図）

調査区南西部のE４b８～E４b９区にかけての東西２m，南北２mの範

囲から，柱穴状のピット４か所が確認された。平面形は長径３０～５２cm

の円形または楕円形で，深さは４２～５２cmである。出土遺物はなく，柱

穴の分布状況から建物は想定できない。時期，性格ともに不明である。

（６）遺構外出土遺物

今回の調査で出土した遺物のうち，遺構に伴わない特徴的なものを実測図（第５２・５３図）と観察表で記載す

る。

P1

P2

P3

P4

E4b9-S1m
-E1m

DP30

Q44

248
249

247

TP22

TP23

表12 第16号ピット群 ピット一覧表

規 模（cm）
形 状位 置番号

規 模（cm）
形 状位 置番号

深 さ短 径長 径深 さ短 径長 径
122020円形Ｄ５e05122425円形Ｄ５c91
363945楕円形Ｄ５e06122424円形Ｄ５b02
893840円形Ｄ６f17122021円形Ｄ５c03
122526円形Ｄ５c08122022円形Ｄ５e94

表13 第18号ピット群 ピット一覧表

規 模（cm）
形 状位 置番号

規 模（cm）
形 状位 置番号

深 さ短 径長 径深 さ短 径長 径
523850楕円形Ｅ４b93423752楕円形Ｅ４b81
492830円形Ｅ４b94503441楕円形Ｅ４b82

第５１図 第１８号ピット群実測図

第５２図 遺構外出土遺物実測図（１）
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第４節 ま と め

同所新田遺跡は，平成１８年度の調査（以下，「前回の調査」）で明らかにされたように古墳時代から近世にか

けての複合遺跡であり，中でも１８世紀後半から１９世紀前半に比定される製鉄関連遺構が主体となる遺跡である

ことが判明した。ここでは，今回の調査で確認された掘立柱建物跡２棟，溝跡１条，溜め井跡４基，廃棄土坑

５基，不明遺構２基を加え，２年次にわたる調査で確認された製鉄関連遺構について概観し，まとめとする。

１ 近世の製鉄関連遺構について

掘立柱建物跡は，調査区中央部付近に第１０・１１号掘立柱建物跡が確認されている。機能していた時期は，出

土遺物がなく明確でないものの，第１・２号掘立柱建物跡とほぼ同軸であることから関連が想定され，製鉄関

同所新田遺跡

Q43

M106

DP33DP32
DP31

第５３図 遺構外出土遺物実測図（２）

遺構外出土遺物観察表（第52・53図）

備 考出土位置手法・文様の特徴焼成色 調胎土 胎土色底径器高口径器 種種 別番号
瀬戸・美濃系
50％

SB11
覆土上層錆釉 口縁端部・外面油煙付着良好にぶい赤褐細砂

にぶい黄褐〔5.6〕2.2〔11.1〕灯明皿陶器247
瀬戸・美濃系
90％ PL9表土飴釉 ロクロ成形良好灰オリーブ細砂

にぶい黄褐7.922.53.4徳利陶器248
肥前系
95％ PL9表土蛸唐草文 縞良好灰白緻密 灰白4.4（12.8）－小瓶磁器249
後期後半
5％ PL5

SX6
覆土中

口縁部は二本の沈線間に刺突文
頸部は斜方向の沈線普通橙長石・石英・

雲母・赤色粒子－（5.5）－深鉢縄文土器TP22
後期後半
5％ PL5

SK534
覆土中口縁部隆帯上に刻み普通にぶい黄橙長石・石英・

雲母－（6.6）－深鉢縄文土器TP23

備 考出土位置手法・文様の特徴材 質重量孔径長さ径器 種番号
SX5

覆土上層ナデ 一方向からの穿孔粘土55.71.86.13.7管状土錘DP30

備 考出土位置手法・文様の特徴材 質重量厚さ幅長さ器 種番号

PL6SK587
覆土中円盤状 人面粘土（2.9）0.8（2.1）2.4泥面子DP31

PL6SD66
覆土中円盤状 人面粘土2.90.82.12.5泥面子DP32

PL6表土円盤状 人面粘土（2.7）0.72.22.4泥面子DP33
第6号
廃棄土坑押圧剥離による調整チャート1.360.41.42.6石鏃Q43
第7号
廃棄土坑武蔵型板碑 梵字緑泥片岩（112.0）（1.2）（7.2）（8.5）板碑Q44

備 考出土位置特 徴材 質初鋳年重量孔幅径銭 名番号

表土新寛永 背文佐銅17142.640.652.49寛永通寳M106



―６４―

第８号廃棄土坑

第５号廃棄土坑

第６号廃棄土坑

WT9

WT10

WT12

SD68

SD13

SD6SD23

SE2

SA5
SD12
SD11

SB1

SB2

SB5

SD20

SA1

SA4

WT7

WT8

WT4
WT3

WT5

WT6

SE10

SB10 SB11

WT11

SX6

SX5

第９号廃棄土坑

19年度調査区

… 廃棄土坑

… 溜め井

… 鍛冶関連遺構
掘立柱建物跡
柵跡

… 遺構空白地帯

第７号廃棄土坑

第４号廃棄土坑

第３号廃棄土坑

第２号廃棄土坑 第１号廃棄土坑

第１号製鉄遺構

D6a1

D5h1

F3b6

20m0

18年度調査区

第５４図 製鉄関連遺構配置図
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連遺構とみられるものである。２棟の建物跡は，周辺に柵を付設した痕跡が見当たらない。また内部にはやや

時期差がある遺構が構築されており，その覆土中には椀状滓や鉄滓など掘立柱建物の内部に鍛冶炉があったこ

とを想起させるものも見当たらない。さらに２棟の建物跡は，第１号掘立柱建物跡と比較すると，柱穴の径が

小さく，柱間寸法も不揃いであることから，簡素な倉庫と想定できる。また第１１号掘立柱建物跡の内部に２基

の溜め井跡があることは，第５号掘立柱建物跡と類似しているが，２基の溜め井跡の規模が異なることや，第

１２号溜め井跡が掘立柱建物跡の中心からずれていることから，第１１号掘立柱建物跡が溜め井跡の上屋とは異な

るものであり，やや時期差があるものとみられる。

溜め井跡は，前回の調査において貯水機能をもつものと述べられているものである。今回の調査でも４基確

認されており，いずれも壁面及び底面にロームや粘土が含まれた土を充填して硬化面を構築しているのが特徴

で，水を浸透しにくくするための工法とみられる。これらの施設の廃絶後には，日常雑器とともに椀状滓や鉄

滓，砂鉄などを廃棄している状況から，鍛冶に関わる工人が使用したものと推測できる。溜め井跡の配置をみ

ると，掘立柱建物跡や溝跡の周辺に位置しているものが多い。前回の調査では，溜め井跡を鉄製品の仕上げ場

として掘立柱建物跡や溝との関連をもつものと想定している。今回の調査でも，それら遺構の配置から関連を

もつものと想定できるが，仕上げ場としての痕跡は見い出せず，詳細は明らかでない。また，第１０・１１号溜め

井跡の壁面及び底面に非常に薄い木片を確認した。この２基の掘方の埋土は，ほかの溜め井跡と構築方法が同

じであるが，２基の溜め井跡から木片が出土したのかは，不明である。当遺跡では，肥杓などの厠に関連する

用具は出土していないが，木片の出土状況や遺構の形状からは，第１０号溜め井跡が｢埋桶式便槽｣，第１１号溜め

井跡が｢埋枡式便槽｣といわれる厠にも類似しており，その可能性も推測される。

土坑は，生活雑器とともに羽口や椀状滓のほか，釘や不明鉄製品など鉄が廃棄されているものが多く確認さ

れている。これらは，長軸が２～３mほどの長方形の土坑と，ある機能を終えて廃絶後に転用された大形の

土坑に大別することができる。小林謙一氏によると，廃棄物処理のための遺構には「日常的または一時的に廃

棄物を廃棄する規格的規模の小さい遺構」と「継続的に使用された廃棄遺構で，長期間使用しているうちに巨

大な廃棄遺構となったものや地下室などの地下施設が廃棄された後，廃棄遺構として再利用された遺構」に区

分できる１）とし，当遺跡で確認された廃棄土坑は，小林氏の述べている分類にあてはめることができる。ま

た，本文で述べた９基の廃棄土坑には，遺構内の破片同士がある程度接合はするものの，接合が確認できない

細片が多く含まれていることや，ほかの遺構の破片と接合している特徴がある。第１号廃棄土坑と第２・３号

溝や第１号井戸跡の遺構間接合のほか，約２０m離れた第５号不明遺構と第６号不明遺構の遺構間接合などか

ら，廃棄遺物の移動があったものと推測される。それは不要品を単に廃棄場へ廃棄しただけでなく，後に別の

場所へ廃棄物が移動したという二次的な廃棄があったものとみることができ，江戸時代における廃棄の一端を

うかがうことができる。また，１８世紀後半から１９世紀前半と時期差のある遺物が同じ遺構から混在して出土し

ている。中には何か所も修繕痕がある焙烙や，焼継痕がある広東碗なども含まれており，その様相は村落で出

土するいわゆる庶民向けに大量生産されたものとみられる。

３基の炉体が検出された第１号炉跡は，多量の木炭が出土していることから，炭焼き遺構の可能性があるこ

とは本文でも述べた。本跡の上部構造は確認できていないが，下部構造は掘方への埋土が何層にもわたって充

填されていることが判明しており，その構築状況は特異である。炉内には，砂粒が少量含まれているものの，

鉄滓や砂鉄などは含まれていないため，近世後半の製鉄炉とは推測しにくいが，第６号不明遺構を掘り込んで

構築されていることからは，防湿及び防温対策として意図的に第６号不明遺構の上部へ構築したことが想定で

き，第６号不明遺構が埋め戻された１９世紀前半と時期差がほとんどない頃に構築された可能性も考えられる。

同所新田遺跡
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２ 製鉄関連遺構の配置

製鉄関連遺物の詳細な分析結果については，付章として巻末で報告したが，椀状滓は前回の分析結果同様の

鍛錬鍛冶滓であること，また，第６号不明遺構の覆土中に含まれていた砂鉄も前回の分析結果と同質のもので

あることが判明しており，前回の調査と今回の調査の遺構群が関連をもつことが解明できた。遺構の配置を概

観すると，第１号製鉄遺構及び第１０号井戸跡付近が中心とみられ，その周囲には第１号掘立柱建物付近と同様

に，遺構の空白地帯が存在する。この遺構群の中核となるものは，第１号製鉄遺構と鍛錬鍛冶遺構である第１

号掘立柱建物跡とみられ，これらの周囲に存在する掘立柱建物跡や溜め井跡，溝などが付随していたものと推

測できる。遺構の時期については約半世紀と大別したため，製鉄関連遺構の構築時期の詳細は明確でないが，

１８世紀後半から１９世紀前半にかけて構築と廃絶を繰り返してきたものと推測できる。調査区域外へ延びている

遺構もあることから部分的な調査の成果ではあるが，この調査区域の中にある溜め井跡や廃棄土坑は，第１号

製鉄遺構を境として対照的に配置されているようである。意図的に距離を置いてそれらの遺構を配置したと仮

定すれば，鍛冶の作業工程が北東，南西部で分業されていた可能性も推測される。

以上，若干ではあるが製鉄関連遺構について触れてきた。前回の調査では多量に出土した釘と当時の社会情

勢に関連づけて，当遺跡を釘の供給の場と想定しているが，今回の調査では製鉄遺構や鉄の生産を窺わせるよ

うな未製品が検出されていないため，釘生産の究明には至っていない。「茨城県の地名」２）によると，１９世紀前

半の当遺跡が所在する小福田地区には，古鉄紙屑買商を営む者が存在していたと記されている。２年次にわた

る調査で確認できた多量の釘に加えて，板状の用途不明な鉄片も多量に出土したことに注目すれば，鉄製品の

補修や廃材を収集して再加工するなどの工人集団の存在も浮かび上がらせることができる。

註）
１）小林謙一「江戸遺跡における廃棄研究－廃棄遺構・廃棄の場の検討－」『遺跡から出た江戸のゴミ』江戸遺跡研究会第１６
回大会発表要旨 江戸遺跡研究会 ２００３年２月

２）下中邦彦編集「茨城県の地名」『日本歴史大系』第８巻 平凡社 １９８２年１１月 P．７７６
天保９（１８３８）年の葛飾郡五拾四ケ村組合諸商渡世向取調書上帳（松本好司文書）に，家数６３のうち６１軒が農業専門，２
軒が農間商・諸職人で，煮売渡世と古鉄紙屑買と記述されている。文書については実際に拝見できていない。

参考文献
・桑村裕「清水遺跡 同所新田遺跡 一般国道４６８号首都圏中央連絡自動車道新設事業地内埋蔵文化財調査報告書」『茨城県教
育財団文化財調査報告』第２９０集 ２００８年３月

・江戸遺跡研究会『図説 江戸考古学研究辞典』２００１年４月
・五霞町教育委員会「五霞町の村絵図〈５〉 －明治１８年猿島郡五霞村全図－」『五霞町の歴史資料』９ ２００４年３月
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第４章 瀬 沼 遺 跡

第１節 遺 跡 の 概 要

瀬沼遺跡は，五霞町南部の中川左岸，標高約９～１０mの台地平坦部に立地している。調査前の現況は畑地及

び田地であり，調査面積は１，７２７m２である。平成１８年度に第一次調査が行われ，縄文時代と古墳時代の竪穴住

居跡が確認されたことは，『茨城県教育財団文化財調査報告第２８９集』（２００８年３月）で報告されている（以下，

「前回の調査」）。

今回の調査区は，前回の調査区の北部にあたり，縄文時代の竪穴住居跡１軒，土坑３基，中世の墓坑１１基，

火葬土坑４１基，近世の墓坑１基，土坑１基，運河跡１条，時期不明の溝跡６条，土坑１２８基，井戸跡５基，

ピット群８か所を新たに確認した。

遺物は，遺物収納コンテナ（６０×４０×２０cm）に５０箱出土している。主な出土遺物は，縄文土器（深鉢），土

師質土器（小皿，焙烙），瓦質土器（焙烙，火鉢，火入），陶器（碗，皿，灯明皿，灯明受台，徳利，瓶，擂鉢），

磁器（碗，皿，水滴），土製品（土玉），石器（石鏃，砥石），石製品（硯），金属製品（釘，古銭），木製品（漆

器椀，漆器蓋，下駄）である。

第２節 基 本 層 序

調査区中央部南側のC５i９区にテストピットを設定し，基本土層の観察を行った。地表面の標高は１０．２m

で，地表面から２mほど掘り下げた。通常最上層で確認される表土は撹乱によって確認できなかったため，

以下の土層を７層に分層した。観察結果は以下のとおりである。

第１層は現代の遺物を含んだ水田の客土である。表土層は確認できない。

第２層は黒褐色の水田の最下層土で，中世・近世の遺物を含んでいる。層厚は１２～２０cmである。

第３層は暗褐色のロームへの漸移層で，縄文土器を含んでいる。層厚は１４～２２cmである。

第４層は暗褐色のハードローム層で，締まりが強

く，層厚は２０～２８cmである。

第５層は暗褐色のハードローム層で，第４層より

ややしまりが弱いため分層した。層厚は２０～２２cm

である。

第６層は暗褐色で，粘性，締まりともに強く，層

厚は２２～２８cmである。第４・５層より色調が暗い

ことから，第Ⅱ黒色帯と考えられる。

第７層は褐色の粘土層で，粘性，締まりともに非

常に強い。下部は湧水のため未掘であり，層厚は不

明である。

なお，第３層上面から中世の遺構，第４層上面か

ら縄文時代の遺構が確認されている。

瀬沼遺跡

第５６図 基本土層図

10.0m

9.0m

1

2

3

4

5

6

7



―７０―

1 2 3 4 5 76

Z

A

B

C

D

E

F

G

80m0

Y
=－
6
,7
2
0
m

X=＋9,960m

平成

19年度

平成18年度

第５７図 瀬沼遺跡調査区設定図



―７１―

第３節 遺 構 と 遺 物

１ 縄文時代の遺構と遺物

縄文時代の遺構は，竪穴住居跡１軒と土坑３基が確認された。以下，確認された遺構及び遺物について記述

する。

（１）竪穴住居跡

第３号住居跡（第５８～６０図）

位置 調査区南部のA６j４区，標高９．８mの台地平坦部に位置している。

重複関係 第３１３号土坑を掘り込み，第５号井戸，第２２５・２４７・２８１号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸４．４０m，短軸３．５０mの長方形で，主軸方向はN－３７°－Wである。壁高は１６～２４cmで，外

傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，踏み固められた痕跡は見当たらない。中央部には長径が９０cm，短径が４０cm，深さ５cmの

楕円形の落ち込みが確認されているが，赤変した面もなく，炉か否かは不明である。

ピット ８か所。P１・４がやや壁に偏っているが，P１～４の深さは２８～７２cmほどで，配置から主柱穴とみ

られる。床の中央付近に深さが３０cmほどのP５が確認されており，主柱穴との位置関係からは補助柱穴と想

定される。ほかに，北西壁際に径，深さともに１０cmほどの壁柱穴が検出されている。P１とP４の間に確認さ

瀬沼遺跡
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第５８図 第３号住居跡実測図
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れた１２か所の小ピットは，性格不明である。

覆土 ７層に分層できる。ブロック状に堆積していることから，埋め戻されている。

土層解説
１ 黒 褐 色 粘土ブロック少量，ロームブロック微量 ５ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
２ 極 暗 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子微量 ６ 暗 褐 色 粘土粒子少量，ロームブロック微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量 ７ 極 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
４ 極 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

遺物出土状況 縄文土器片３７４点（深鉢３７３，ミニチュア浅鉢１），石器７点（打製石斧１，磨製石斧６），剥片

１９点，礫７点が出土している。１７～２１は，中央付近の覆土上層および東部覆土中から出土した破片が接合して

おり，その出土位置や覆土の様相から埋め戻しの際に投棄されたとみられる。ほかに図示した土器は，すべて

覆土中から出土している。剥片の石材は安山岩６点，チャート３点，黒曜石１０点で，砕片も数点みられるが，

台石などの石器製作を想起させる遺物が出土していないことから，埋め戻しの際に混入したものとみられる。

所見 時期は，出土土器から中期中葉に比定できる。

TP17

TP18

22

19

第５９図 第３号住居跡出土遺物実測図（１）
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瀬沼遺跡
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第６０図 第３号住居跡出土遺物実測図（２）
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（２）土坑

第２８１号土坑（第６１・６２図）

位置 調査区南部のB６a４区，標高９．８mほどの台地平坦部に位置している。

重複関係 第３号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状 長径１．８０m，短径１．２４mの不整楕円形で，長径方向はN－３６°－Eである。確認面からの深さは

４６cmで，底面は平坦である。北東壁は段差がみられ，緩やかに立ち上がっている。

覆土 ５層に分層できる。不自然な堆積状況であることから，埋め戻されている。

土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量 ４ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
２ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量 ５ 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

遺物出土状況 縄文土器片１１５点（深鉢）のほか，礫７点が出土している。２３は，覆土上層から下層にかけて出

土した破片が接合しており，埋め戻しの際に投棄されたものとみられる。

所見 時期は，出土土器から中期中葉に比定できる。

第3号住居跡出土遺物観察表（第59・60図）

備 考出土位置文 様 の 特 徴焼成色 調胎 土底径器高口径器 種種 別番号

80％ PL14覆土上層口縁部に二段の眼鏡状把手 口縁
部下に押圧を伴う隆帯普通にぶい橙長石・石英7.615.2〔12.6〕深鉢縄文土器17

90％ PL14覆土上層口唇部に隆帯 口縁部下にV字状
の隆帯普通明赤褐長石・石英・

雲母8.020.218.0深鉢縄文土器18

80％ PL14覆土上層隆帯に沿う爪形文 頸部無文帯普通橙長石・雲母・
赤色粒子10.533.0〔28.2〕深鉢縄文土器19

90％ PL14覆土上層2条一組の角押文施文普通にぶい橙長石・石英・
雲母10.033.924.4深鉢縄文土器20

50％覆土上層地文はLR単節縄文に縦位の結節文
隆帯による懸垂文施文普通橙長石・石英・

雲母・赤色粒子8.7（19.7）－深鉢縄文土器21

30％覆土中波状口縁カ普通橙長石・石英・
角閃石・赤色粒子〔4.1〕2.6〔8.2〕浅鉢ミニチュア土器22

覆土中隆帯に沿って2条一組の角押文施
文普通にぶい黄橙長石・雲母－（7.8）－深鉢縄文土器TP17

覆土中直線状と山形状の沈線による文様
を施文普通にぶい黄褐長石・雲母－（7.8）－深鉢縄文土器TP18

備 考出土位置特 徴材 質重 量厚さ幅長さ器 種番号

覆土中縦長剥片 背面に同一方向からの剥離痕 単剥
離打面チャート1.820.41.83.0剥片Q6

PL15覆土中両面調整安山岩96.62.25.58.4打製石斧Q7

第281号土坑出土遺物観察表（第62図）

備 考出土位置文 様 の 特 徴焼成色 調胎 土底径器高口径器 種種 別番号

60％ PL14覆土上層
～下層胴部はX字状の隆帯による懸垂文普通にぶい褐長石・石英10.546.2〔38.2〕深鉢縄文土器23

第６１図 第２８１号土坑実測図
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第２９８号土坑（第６３図）

位置 調査区北部のA６d８区，標高９．８mの台地平坦部に位置している。

重複関係 第６号火葬土坑に掘り込まれている。

規模と形状 確認できた長径は３．３０mで，短径１．９８mの楕円形と推測され，長径方向はN－４６°－Eである。

確認面からの深さは４２cmで，底面は皿状である。壁は緩やかに立ち上がっている。

覆土 ３層に分層できる。ブロック状に堆積していることから，埋め戻されている。

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量 ３ 明 褐 色 ローム粒子多量
２ 黒 褐 色 炭化粒子少量，ローム粒子微量

遺物出土状況 縄文土器片２１７点（深鉢），土製品１点（土器片円盤），剥片１点のほか，礫３点が出土している。

２４は底部が欠損し，覆土上層から横位で出土している。DP２は覆土中からの出土である。

所見 時期は，出土土器から中期中葉に比定できる。

瀬沼遺跡

23

第６２図 第２８１号土坑出土遺物実測図
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第６３図 第２９８号土坑・出土遺物実測図
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第298号土坑出土遺物観察表（第63図）

備 考出土位置文 様 の 特 徴焼成色 調胎 土底径器高口径器 種種 別番号

70％覆土上層隆帯に沿う爪形文と波状沈線による
文様普通明赤褐長石・石英・

雲母－（32.2）〔28.2〕深鉢縄文土器24

備 考出土位置特 徴胎 土重 量厚さ孔径径器 種番号

覆土中周縁部研磨長石・石英・
雲母10.00.93.43.1土器片円盤DP2

備 考出土位置特 徴材 質重 量厚さ幅長さ器 種番号

覆土中縦長剥片 背面は同一方向からの剥離面
打面は単剥離打面黒曜石1.460.62.33.1剥片Q8
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第３１３号土坑（第６４図）

位置 調査区南部のB６a５区，標高９．６mほどの台地平坦部に位置している。

重複関係 第３号住居跡に北部を掘り込まれている。

規模と形状 長径０．９５m，短径０．８０mの楕円形で，長径方向はN－５５°－Eである。確認面からの深さは３６～

４３cmで，底面は皿状である。壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 ３層に分層できる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積である。

土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量 ３ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック微量

所見 本跡は，重複関係から第３号住居構築以前のものである。遺物が出土していないため，詳細な時期は明

確ではないが，中期中葉から大きく遡ることはないと推測される。

２ 中世の遺構と遺物

中世の遺構は，墓坑１１基，火葬土坑４１基が確認されている。なお，墓坑と火葬土坑は，平面形や火葬の状況

を示す覆土の様相，壁面や底面の状況から区分した。ここでは墓坑１１基と特徴ある火葬土坑８基について記述

し，その他の火葬土坑については，一覧表と実測図および土層解説を，遺物については，実測図と観察表を記

載する。

（１）墓坑

第１号墓坑（第６５図）

位置 調査区南部のA６j７区，標高９．８mの台地平坦部に位置している。

規模と形状 長径１．０２m，短径０．７１mの楕円形で，主軸方向はN－２°－Eである。確認面からの深さは２０cm

で，底面は平坦である。壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 ３層に分層できる。ロームブロックを含んだ土で埋め戻されている。

瀬沼遺跡

第６４図 第３１３号土坑実測図
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表14 縄文時代土坑一覧表

備 考
重複関係（古→新）主 な 出 土 遺 物覆土底面壁面

規模（m）深さ（cm）
平面形長軸（径）方向位置番号

深さ長軸（径）×短軸（径）

SI3→本跡縄文土器，礫人為平坦緩斜461.80×1.24不整楕円形Ｎ－36°－ＥＢ６a4281

本跡→第６号火葬土坑縄文土器，土製品，剥片，礫人為皿状緩斜42（3.30）×1.98楕円形Ｎ－46°－ＥＡ６d8298

本跡→SI3自然皿状外傾36～430.95×0.80楕円形Ｎ－55°－ＥＢ６a5313
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土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量 ３ 暗 褐 色 ロームブロック中量
２ 黒 褐 色 ロームブロック中量，炭化物微量

遺物出土状況 古銭６点（紹聖元宝１，政和通宝１，永楽通宝２，不明２）のほか，混入した縄文土器５点が

出土している。古銭は細片で図示できないものもあるが，すべて東壁寄りの覆土上層からまとまって出土して

おり，六道銭とみられる。骨片や骨粉は検出されていない。

所見 時期は，出土した古銭から中世後半に比定できる。

第２号墓坑（第６６図）

位置 調査区南部のB６a６区，標高９．８mの台地平坦部に位置している。

規模と形状 南東部が撹乱を受けており，確認できた長軸は０．８mで，短軸０．８０mの隅丸長方形と推測され，

長軸方向はN－４５°－Wである。確認面からの深さは２８cmで，底面は平坦である。壁は緩やかに立ち上がっ

ている。

覆土 ３層に分層できる。ロームブロックを含んだ土で埋め戻されている。

土層解説
１ 灰 褐 色 粘土ブロック中量，ロームブロック少量 ３ 黒 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子微量
２ 極 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子・

粘土粒子微量

遺物出土状況 古銭６点（元豊通宝１，政和通宝１，永楽通宝１，□□通宝１，景徳元宝１，□□□宝１）のほ

か，混入した縄文土器２点が出土している。古銭はすべて中央部の覆土上層からまとまって出土しており，六

道銭とみられる。骨片や骨粉は検出されていない。

所見 時期は，出土した古銭から中世後半に比定できる。

第６５図 第１号墓坑・出土遺物実測図

A
1
0
.0
m 1

2
3

A
'

A6j7
-S1m
-E1m

M2M1

M3

B B'

A
A
'

M3

M1･2

M3M1･2B B'

第1号墓坑出土遺物観察表（第65図）

備 考出土位置特 徴材 質初鋳年重 量孔幅径銭 名番号

PL15覆土上層北宋銭 無背銅11112.480.622.48政和通宝M1

覆土上層北宋銭 無背銅10942.740.682.35紹聖元宝M2

覆土上層明銭 無背銅1408（1.76）0.62－永楽通宝M3
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第３号墓坑（第６７図）

位置 調査区南部のA６j７区，標高９．８mの台地平坦部に位置している。

重複関係 第３２０号土坑，第１８号溝に掘り込まれている。

規模と形状 確認できた長径は１．２０mで，短径０．８８mの不整楕円形と推測され，長径方向はN－２５°－Wであ

る。確認面からの深さは２０cmで，底面は平坦である。壁は緩やかに立ち上がっている。

覆土 単一層である。ロームブロックを含んだ土で埋め戻されている。

土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック中量，粘土ブロック少量，骨片

遺物出土状況 土師質土器片１点（不明），古銭６点（熈寧通宝２，洪武通宝１，永楽通宝３）が出土し，骨片

瀬沼遺跡
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第６６図 第２号墓坑・出土遺物実測図
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第2号墓坑出土遺物観察表（第66図）

備 考出土位置特 徴材 質初鋳年重 量孔幅径銭 名番号

覆土上層北宋銭 無背銅1111（2.50）0.692.41政和通宝M4

覆土上層摩滅により不明銅－2.760.632.42□□通宝M5

覆土上層北宋銭 無背銅10783.500.602.43元豊通宝M6

覆土上層明銭 無背銅14082.240.582.47永楽通宝M7

覆土上層北宋銭 無背銅1004（2.84）0.602.45景德元宝M8

覆土上層開元通宝あるいは周通元宝カ銅－（1.46）0.642.30□□□宝M9

第６７図 第３号墓坑・出土遺物実測図



―８０―

が覆土中から検出されている。古銭は細片で図示できないものもあるが，すべて南東部の覆土上層からまと

まって出土しており，六道銭とみられる。

所見 時期は，出土した古銭から中世後半に比定できる。

第４号墓坑（第６８図）

位置 調査区南部のA６j７区，標高９．８mの台地平坦部に位置している。

規模と形状 長軸１．４０m，短軸１．１９mの不定形で，長軸方向はN－６°－Wである。確認面からの深さは

３７cmで，底面は平坦である。壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 ３層に分層できる。ロームブロックを含んだ土で埋め戻されている。

土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量，粘土ブロック・ ３ 黒 褐 色 ロームブロック少量，粘土ブロック・焼土粒子・

焼土粒子・炭化粒子・砂粒・骨粉微量 炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量，粘土ブロック・

炭化粒子微量

遺物出土状況 古銭６点（天聖元宝１，元豊通宝２，元祐通宝１，政和通宝１，洪武通宝１）が出土し，骨片

が覆土中から検出されている。古銭はすべて北西部の覆土上層からまとまって出土しており，六道銭とみられ

る。ほかに縄文土器１４点も出土している。

所見 時期は，出土した古銭から中世に比定できる。

第3号墓坑出土遺物観察表（第67図）

備 考出土位置特 徴材 質初鋳年重 量孔幅径銭 名番号

覆土上層明銭 無背銅13683.560.532.44洪武通宝M10

覆土上層明銭 無背銅1408（3.68）0.552.48永楽通宝M11

覆土上層北宋銭 無背銅1068（1.86）0.712.45熈寧通宝M12

覆土上層明銭 無背銅1408（1.82）0.562.48永楽通宝M13

第4号墓坑出土遺物観察表（第68図）

備 考出土位置特 徴材 質初鋳年重 量孔幅径銭 名番号

覆土上層北宋銭 無背銅10232.580.752.44天聖元宝M14

覆土上層北宋銭 無背銅1078（1.56）0.752.28元豊通宝M15

覆土上層明銭 無背銅13683.700.572.38洪武通宝M16

第６８図 第４号墓坑・出土遺物実測図
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第５号墓坑（第６９図）

位置 調査区南部のA６j６区，標高１０．０mの台地平坦部に位置している。

規模と形状 確認面で径０．７mほどの円形の範囲に骨片及び古銭が検出された。土坑状の掘り込みを想定して

断ち割り調査を行ったが，掘り込みは確認できなかったことから，平坦な底面が露出した状況と推定される。

遺物出土状況 六道銭とみられる古銭６点（熈寧元宝，元祐通宝，政和通宝，宣徳通宝，□符□宝，□平元□）

が出土し，骨片が確認面から検出されている。ほかに縄文土器２点も出土している。

所見 平面形は不明であるが，骨片や古銭の検出状況から，墓坑とみられる。時期は，出土した古銭から中世

後半に比定できる。

第６号墓坑（第７０図）

位置 調査区中央部のA６h７区，標高１０．０mの台地平坦部に位置している。

規模と形状 確認面で長径２．７５m，短径１．３８mの楕円形の範囲に骨片及び古銭が検出された。土坑状の掘り込

みを想定して断ち割り調査を行ったが，掘り込みは確認できなかったことから，平坦な底面が露出した状況と

推定される。

遺物出土状況 六道銭とみられる古銭６点（景徳元宝，天禧通宝，元祐通宝，紹聖元宝，政和通宝，朝鮮通宝）

が出土し，骨片が検出されている。ほかに縄文土器３６点，剥片３点，礫２点も出土している。

所見 時期は，出土した古銭から中世後半に比定できる。

瀬沼遺跡

第６９図 第５号墓坑・出土遺物実測図

備 考出土位置特 徴材 質初鋳年重 量孔幅径銭 名番号

PL15覆土上層北宋銭 無背銅10782.260.662.32元豊通宝M17

覆土上層北宋銭 無背銅1086（2.76）0.622.41元祐通宝M18

覆土上層北宋銭 無背銅1111（2.10）0.622.41政和通宝M19

第5号墓坑出土遺物観察表（第69図）

備 考出土位置特 徴材 質初鋳年重 量孔幅径銭 名番号

確認面北宋銭 無背銅1008（1.98）0.742.32□符□宝M20

確認面摩滅により不明銅－（2.48）0.572.36□平元□M21

確認面北宋銭 無背銅1068（2.58）0.712.35熈寧元宝M22

PL15確認面明銭 無背銅1433（2.32）0.532.49宣德通宝M23
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第７号墓坑（第７１図）

位置 調査区中央部のA６g５区，標高９．８mの台地平坦部に位置している。

重複関係 第４１号火葬土坑を掘り込んでいる。

規模と形状 長径１．４０m，短径１．２４mの不整円形である。確認面からの深さは１５～３５cmで，底面はほぼ平坦

である。壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 ３層に分層できる。ロームブロックを含んだ土で埋め戻されている。

土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化物微量 ３ 黒 褐 色 ローム粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量

遺物出土状況 古銭２点（熈寧通宝，元豊通宝）が出土し，骨片が覆土中から検出されている。中央部の覆土
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第７０図 第６号墓坑・出土遺物実測図
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第6号墓坑出土遺物観察表（第70図）

備 考出土位置特 徴材 質初鋳年重 量孔幅径銭 名番号

確認面北宋銭 無背銅1111（1.46）0.792.43政和元宝M24

確認面北宋銭 無背銅1086（3.00）0.702.42元祐通宝M25

確認面北宋銭 無背銅10172.540.642.48天禧通宝M26

PL15確認面北宋銭 無背銅10043.000.582.45景徳元宝M27

確認面北宋銭 無背銅10943.120.682.41紹聖元宝M28

PL15確認面朝鮮銭 無背銅14233.160.562.34朝鮮通宝M29

第７１図 第７号墓坑・出土遺物実測図
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上層で出土したM３０・３１は，六道銭を意識したものとみられる。ほかに混入した縄文土器７点も出土してい

る。

所見 時期は，出土した古銭から中世に比定できる。

第８号墓坑（第７２図）

位置 調査区中央部のA６i５区，標高９．８mの台地平坦部に位置している。

重複関係 第１５１号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 南東部が掘り込まれているため，確認できた長径０．６０m，短径０．５２mの楕円形と推定され，長径

方向はN－３８°－Wである。確認面からの深さは１５cmで，底面は平坦である。壁は緩やかに立ち上がってい

る。

覆土 ８層に分層できる。ロームブロックを含んだ土で埋め戻されている。

土層解説
１ 暗 赤 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子・骨粉少量 ６ 褐 色 炭化粒子・骨片多量，ロームブロック・
２ 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量 焼土粒子中量

骨粉微量 ７ 暗 赤 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化物少量
３ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，ロームブロック・炭化物・骨粉少量 骨片
４ 灰 黄 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子・骨粉少量 ８ 暗 赤 褐 色 ロームブロック多量，焼土ブロック・
５ 暗 赤 褐 色 ロームブロック・焼土粒子中量，炭化粒子・ 炭化粒子中量，砂粒・骨粉少量

骨粉少量

遺物出土状況 古銭６点（天聖元宝２，紹聖元宝１，永楽通宝１，元□通宝１，不明１）が出土し，骨片が覆

土中から多量に検出されている。古銭は図示できないものもあるが，すべて中央部の覆土上層からまとまって

出土しており，六道銭とみられる。ほかに混入した縄文土器１点も出土している。

所見 時期は，出土した古銭から中世後半に比定できる。

瀬沼遺跡

第７２図 第８号墓坑・出土遺物実測図

第7号墓坑出土遺物観察表（第71図）

備 考出土位置特 徴材 質初鋳年重 量孔幅径銭 名番号

覆土上層北宋銭 無背銅1068（1.80）0.802.32熈寧通宝M30

覆土上層北宋銭 無背銅1078（2.88）0.662.45元豊通宝M31

第8号墓坑出土遺物観察表（第72図）

備 考出土位置特 徴材 質初鋳年重 量孔幅径銭 名番号

覆土上層北宋銭 無背銅10232.140.722.40天聖元宝M32

覆土上層北宋銭 無背銅10942.720.682.40紹聖元宝M33
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第９号墓坑（第７３図）

位置 調査区中央部のA６h６区，標高９．８mの台地平坦部に位置している。

規模と形状 長径１．２０m，短径０．６４mの長楕円形で，長径方向はN－１７°－Wである。確認面からの深さは

２２cmで，底面は皿状である。壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 ４層に分層できる。ロームブロックを含んだ土で埋め戻されている。

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量 ３ 黒 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック多量，炭化粒子微量 ４ 暗 褐 色 ロームブロック中量

遺物出土状況 古銭６点（開元通宝１，天聖元宝１，紹聖元宝１，洪武通宝１，永楽通宝２）が出土し，骨片

が覆土中から検出されている。古銭は中央部の覆土中層からまとまって出土しており，六道銭とみられる。ほ

かに混入した縄文土器１点も出土している。

所見 時期は，出土した古銭から中世後半に比定できる。

第9号墓坑出土遺物観察表（第73図）

備 考出土位置特 徴材 質初鋳年重 量孔幅径銭 名番号

覆土中層明銭 無背銅1408（1.98）0.592.47永楽通宝M37

覆土中層北宋銭 無背銅1094（3.50）0.612.35紹聖通宝M38

覆土中層唐銭 無背カ銅621（1.28）0.712.47開元通宝M39

覆土中層明銭 無背銅13683.000.582.39洪武通宝M40

覆土中層明銭 無背銅14082.800.642.39永楽通宝M41

覆土中層北宋銭 無背銅10232.280.722.46天聖元宝M42

備 考出土位置特 徴材 質初鋳年重 量孔幅径銭 名番号

覆土上層北宋銭 無背銅1023（3.12）0.732.47天聖元宝M34

覆土上層明銭 無背銅1408（2.84）0.572.51永楽通宝M35

覆土上層無背 元豊通宝カ銅－（2.52）0.662.48元□通宝M36

第７３図 第９号墓坑・出土遺物実測図
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第１０号墓坑（第７４図）

位置 調査区中央部のA６h７区，標高１０．０mの台地平坦部に位置している。

重複関係 第３９号火葬土坑，第２３６号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 確認できた長径は０．７８mで，短径０．５３mの長方形と推測され，長径方向はN－１７°－Wである。

確認面からの深さは２２cmで，底面は皿状である。壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 単一層である。ロームブロックを含んだ土で埋め戻されている。

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物中量，焼土粒子・骨粉少量

遺物出土状況 土師質土器１点（小皿）が覆土中から出土し，骨片や炭化物も覆土中から検出されている。

所見 骨片の出土状況や覆土の様相から墓坑とみられる。時期は，出土土器から中世後半に比定できる。

第１１号墓坑（第７５図）

位置 調査区中央部のA６i５区，標高９．８mの台地平坦部に位置している。

重複関係 第３１号火葬土坑を掘り込んでいる。

規模と形状 長径１．２０m，短径１．０８mの楕円形で，長径方向はN－６０°－Wである。確認面からの深さは２２cm

で，底面は平坦である。壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 ５層に分層できる。ロームブロックを含んだ土で埋め戻されている。

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量 ４ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量
２ 黒 色 ロームブロック少量，焼土粒子中量 ５ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子微量
３ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子中量

瀬沼遺跡
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第31号火葬土坑

A6i6
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25

第10号墓坑出土遺物観察表（第74図）

備 考出土位置手 法 の 特 徴焼成色 調胎 土底径器高口径器 種種 別番号

60％覆土中ロクロ成形 内面煤付着
底部回転糸切り普通にぶい黄橙長石3.01.7〔6.6〕小皿土師質土器70

第７５図 第１１号墓坑・出土遺物実測図
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第７４図 第１０号墓坑・出土遺物実測図



―８６―

遺物出土状況 土師質土器１点（小皿）が覆土中から出土している。

所見 骨片や骨粉は検出されていないが，形状や覆土の様相から墓坑と推測される。時期は，出土土器から中

世後半に比定できる。

（２）火葬土坑

火葬土坑の構造は，遺体を火葬した坑を「燃焼部」，空気を取り込む坑を「開口部」ととらえ記述した。なお，

後世の遺構の掘り込みによって残存が不良で構造が明らかでないものは，燃焼部に記述した。主軸方向は燃焼

部の長軸（径）方向としている。確認された４１基のうち，８基については解説し，その他の火葬土坑について

は，一覧表と実測図を掲載するにとどめる。

第１号火葬土坑（第７６図）

位置 調査区中央部のA６f５区，標高９．６mの台地平坦部に位置している。

規模と形状 T字形である。燃焼部は長軸１．４２m，短軸０．６６mの長方形で，長軸方向はN－５°－Wである。

確認面からの深さは１６～３４cmで，底面中央部にはピット状の凹みが２か所確認された。壁は外傾して立ち上

がっている。開口部は長径０．３８m，短径０．３２mの楕円形である。確認面からの深さは１２cmで，底面は燃焼部

に向かって傾斜している。燃焼部及び開口部の底面には，赤変した範囲は確認できていない。

覆土 ５層に分層できる。レンズ状であるが，焼土粒子や炭化粒子の堆積状況から，埋め戻されている。

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子・ ３ 極 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量

骨粉微量 ４ 極 暗 褐 色 焼土粒子多量，ローム粒子・炭化粒子中量・
２ 暗 褐 色 焼土粒子・炭化粒子少量，ロームブロック・ 骨粉微量

骨粉微量 ５ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

遺物出土状況 燃焼部の覆土中から骨粉が検出されている。ほかに混入した縄文土器片１３点も出土している。

所見 時期は，遺構の形状から中世に比定できる。

第11号墓坑出土遺物観察表（第75図）

備 考出土位置手 法 の 特 徴焼成色 調胎 土底径器高口径器 種種 別番号

20％覆土中ロクロ成形 底部回転糸切り普通明褐長石・石英・
雲母〔5.0〕2.7〔10.2〕小皿土師質土器25

表15 中世墓坑一覧表

備 考
重複関係（古→新）

人骨
有無主 な 出 土 遺 物覆土底面壁面

規模（m）深さ（cm）
平面形長軸（径）方向位置番号

深さ長軸（径）×短軸（径）

無古銭 縄文土器人為平坦外傾201.02× 0.71楕円形Ｎ－２°－ＥＡ６j7１

無古銭 縄文土器人為平坦緩斜28（0.80）× 0.80〔隅丸長方形〕Ｎ－45°－ＷＢ６a6２

本跡→SD18，SK320有古銭人為平坦緩斜201.20× 0.88〔不整楕円形〕Ｎ－25°－ＷＡ６j7３

有古銭，縄文土器人為平坦外傾
緩斜371.40× 1.19不定形Ｎ－６°－ＷＡ６j7４

有古銭 縄文土器不明平坦－－（0.7）×（0.7）不明－Ａ６j6５

有古銭，縄文土器不明平坦－－（2.75）×（1.38）不明－Ａ６h7６

第41号火葬土坑→本跡有古銭，縄文土器人為平坦外傾15～351.40× 1.24不整円形－Ａ６g5７

本跡→SK151有古銭，縄文土器人為平坦緩斜15（0.60）× 0.52〔楕円形〕Ｎ－38°－ＷＡ６i5８

有古銭，縄文土器人為皿状外傾221.20× 0.64長楕円形Ｎ－17°－ＷＡ６h6９

本跡→第39号火葬土坑，SK236有土師質土器人為皿状外傾22（0.78）× 0.53〔長方形〕Ｎ－17°－ＷＡ６h710

第31号火葬土坑→本跡無土師質土器人為平坦外傾221.20× 1.08楕円形Ｎ－60°－ＷＡ６i511
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第３号火葬土坑（第７７図）

位置 調査区中央部のA６f７区，標高９．６mの台地平坦部に位置している。

規模と形状 T字形である。燃焼部は長軸１．０２m，短軸０．４５mの長方形で，長軸方向はN－２０°－Wである。

確認面からの深さは２４cmで，底面は凹凸がある。壁は外傾して立ち上がっている。開口部は長径０．５４m，短

径０．３８mの楕円形である。確認面からの深さは１２cmで，底面は平坦である。燃焼部及び開口部の底面には，

赤変した範囲は確認できていない。

覆土 ４層に分層できる。焼土粒子や炭化粒子の堆積状況から，埋め戻されている。

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子・骨粉少量 ３ 黒 色 炭化粒子多量，骨粉中量，焼土粒子微量，骨片
２ 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量 ４ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子少量

遺物出土状況 開口部の覆土中から骨片及び骨粉が検出されている。また，燃焼部南部の覆土中層から炭化材

が出土している。ほかに混入した縄文土器片２点も出土している。

所見 時期は，遺構の形状から中世に比定できる。

第４号火葬土坑（第７８図）

位置 調査区中央部のA６f７区，標高９．６mの台地平坦部に位置している。

規模と形状 T字形である。燃焼部は長軸１．１６m，短軸０．４２mの隅丸長方形で，長軸方向はN－４０°－Eであ

る。確認面からの深さは２４cmで，底面は平坦である。壁は外傾して立ち上がっている。開口部は長軸０．３４m，

短軸０．３０mの長方形である。確認面からの深さは１０cmで，底面は燃焼部に向かって傾斜している。燃焼部及

び開口部の底面には，赤変した範囲は確認できていない。

覆土 ４層に分層できる。ロームブロックを多量に含んでいることから，埋め戻されている。

瀬沼遺跡
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第７７図 第３号火葬土坑実測図

第７６図 第１号火葬土坑実測図
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土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック・ ３ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子・

炭化粒子少量，骨粉微量 骨粉少量
２ 黒 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子少量 ４ 極 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子少量・

炭化粒子微量 焼土粒子微量

遺物出土状況 燃焼部の覆土中から骨粉が検出されている。ほかに混入した縄文土器片２点も出土している。

所見 時期は，遺構の形状から中世に比定できる。

第５号火葬土坑（第７９図）

位置 調査区中央部のA６g８区，標高９．６mの台地平坦部に位置している。

重複関係 第２０号溝に掘り込まれている。

規模と形状 T字形である。燃焼部は長軸１．３４m，短軸０．５０mの隅丸長方形で，長軸方向はN－２４°－Wであ

る。確認面からの深さは２４cmで，底面は凹凸がある。壁は外傾して立ち上がっている。開口部は長軸０．９４m，

短軸０．７４mの隅丸長方形である。確認面からの深さは３６cmで，底面は燃焼部に向かって傾斜している。燃焼

部及び開口部の底面には，赤変した範囲は確認できていない。

覆土 ５層に分層できる。ブロック状に堆積していることから，埋め戻されている。

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化物・焼土粒子少量 ４ 褐 色 ロームブロック中量，炭化物・焼土粒子少量
２ 黒 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック・ ５ 黒 色 炭化物・焼土粒子中量，骨粉少量

骨粉少量，炭化物微量 ロームブロック微量
３ 極 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化物中量

骨粉少量

遺物出土状況 燃焼部の覆土中から骨粉が検出されている。ほかに混入した縄文土器片９点も出土している。

所見 時期は，遺構の形状から中世に比定できる。

第８号火葬土坑（第８０図）

位置 調査区中央部のA６f９区，標高９．６mの台地平坦部に位置している。
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第７８図 第４号火葬土坑実測図

第７９図 第５号火葬土坑実測図
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規模と形状 T字形である。燃焼部は長軸１．１０m，短軸０．５０mの隅丸長方形で，長軸方向はN－４２°－Wであ

る。確認面からの深さは２４cmで，底面はやや凹凸があり，中央付近が赤変硬化している。壁は外傾して立ち

上がっている。開口部は長径０．７０m，短径０．５６mの楕円形である。確認面からの深さは１６cmで，底面はほぼ

平坦である。

覆土 ３層に分層できる。開口部はロームブロックや炭化物を多量に含んでいることから，埋め戻されてい

る。

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化物少量 ３ 褐 色 ロームブロック中量
２ 極 暗 褐 色 炭化物中量，ローム粒子・焼土粒子微量

遺物出土状況 燃焼部の覆土中から骨粉が検出され，覆土下層から炭化物が多量に出土している。

所見 時期は，遺構の形状から中世に比定できる。

第９号火葬土坑（第８１図）

位置 調査区中央部のA６f９区，標高９．６mの台地平坦部に位置している。

規模と形状 T字形である。燃焼部は長軸０．８２m，短軸０．３６mの隅丸長方形で，長軸方向はN－８０°－Eであ

る。確認面からの深さは３０cmで，底面は平坦である。壁は外傾して立ち上がっている。開口部は長軸０．４８m，

短軸０．３６mの隅丸長方形である。確認面からの深さは１４cmで，底面は平坦である。燃焼部及び開口部底面は，

炭化粒子や焼土粒子の範囲が認められるものの，硬化はしていない。

覆土 ２層に分層できる。炭化物を多量に含んでいることから，埋め戻されている。

土層解説
１ 黒 色 炭化物多量，ロームブロック・骨粉少量 ２ 黒 褐 色 炭化物・骨粉中量，ロームブロック・

焼土ブロック微量 焼土ブロック少量

遺物出土状況 覆土中から骨粉が検出されている。

所見 時期は，遺構の形状から中世に比定できる。

瀬沼遺跡
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第８０図 第８号火葬土坑実測図

第８１図 第９号火葬土坑実測図
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第１２号火葬土坑（第８２図）

位置 調査区中央部のA６h８区，標高１０．０mの台地平坦部に位置している。

重複関係 第２５９号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 T字形である。燃焼部は長径１．５８m，短径０．７４mの楕円形で，長径方向はN－２°－Eである。

確認面からの深さは２８cmで，底面はほぼ平坦である。全体的に炭化粒子の範囲，燃焼部底面の開口部付近に

は焼土粒子の範囲が認められる。壁は外傾して立ち上がっている。開口部の確認できた長径は０．２６m，短径は

０．３４mの楕円形である。確認面からの深さは３２cmで，底面は傾斜している。

覆土 ６層に分層できる。全容は明らかでないが，不自然な堆積状況から埋め戻されている。

土層解説
１ 極 暗 褐 色 炭化物少量，ロームブロック・焼土ブロック・ ４ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子少量

粘土粒子・骨粉微量 炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック多量，骨粉微量 ５ 極 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
３ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化物・焼土粒子少量 ６ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子中量，炭化物微量

骨粉微量

遺物出土状況 覆土中から骨粉が検出されている。ほかに混入した縄文土器片も１８点出土している。

所見 時期は，遺構の形状から中世に比定できる。

第１５号火葬土坑（第８３図）

位置 調査区中央部のA６h６区，標高９．８mの台地平坦部に位置している。

規模と形状 T字形である。燃焼部は長軸１．７２m，短軸０．６０mの隅丸長方形で，長軸方向はN－１５°－Wであ

る。確認面からの深さは２４cmで，底面には凹凸がある。壁は外傾して立ち上がっている。開口部は長径

０．８０m，短径０．６０mの楕円形である。確認面からの深さは８～２０cmで，底面には凹凸がある。

覆土 ５層に分層できる。遺構の様相から，使用後に埋め戻されたものとみられる。
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第８２図 第１２号火葬土坑実測図
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土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子・骨粉中量 ４ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化物少量
２ 黒 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子中量，骨粉少量 ５ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量
３ 黒 色 炭化物中量，焼土粒子・骨粉少量

遺物出土状況 瓦質土器片１点（不明）が覆土中から出土している。また，燃焼部の覆土中から骨粉が検出さ

れているほか，北部の底面から炭化材が多量に出土している。混入した縄文土器片６点も出土している。

所見 時期は，遺構の形状から中世に比定できる。
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第２号火葬土坑土層解説
１ 黒 褐 色 焼土粒子・骨片多量，炭化物中量

ロームブロック少量
２ 暗 褐 色 炭化粒子中量，ロームブロック・焼土粒子少量
３ 黒 色 骨片多量，炭化粒子中量，ロームブロック・

焼土粒子少量
４ 黒 色 炭化粒子中量，ロームブロック・焼土粒子少量

第６号火葬土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子少量
２ 灰 褐 色 粘土ブロック中量，ロームブロック・

炭化粒子少量
３ 極 暗 褐 色 炭化粒子少量，ロームブロック微量
４ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量
５ 極 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子中量
６ 黒 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子少量
７ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量

第７号火葬土坑土層解説
１ 灰 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック・焼土粒子・

炭化粒子微量，骨片
２ 極 暗 褐 色 炭化物中量，ロームブロック・焼土粒子・

骨粉少量
３ 暗 褐 色 ローム粒子多量

第１０号火葬土坑土層解説
１ 灰 褐 色 粘土粒子中量，炭化粒子微量
２ にぶい褐色 炭化物・焼土粒子・粘土粒子微量
３ 暗 褐 色 焼土粒子・炭化粒子微量，骨片
４ 黒 色 炭化材中量，焼土ブロック微量

第８６図 火葬土坑実測図（３）
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第１１号火葬土坑土層解説
１ 暗 褐 色 粘土粒子少量，ロームブロック・炭化粒子微量
２ 極 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

骨片
３ 暗 褐 色 ロームブロック多量
４ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック多量，炭化粒子・

骨粉微量
５ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量

第１３号火葬土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化物・焼土粒子少量
２ 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子・

骨粉少量
３ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子中量，焼土粒子少量

骨粉微量

第１４号火葬土坑土層解説
１ 黒 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量
２ 黒 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量
３ 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子少量
４ 暗 褐 色 ロームブロック少量
５ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子少量
６ 黒 色 ロームブロック中量，焼土ブロック・

炭化粒子少量
７ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子中量，炭化粒子少量
８ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量
９ 黒 色 ロームブロック多量，焼土粒子・炭化粒子中量
１０ 黒 褐 色 ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子少量
１１ 黒 色 ロームブロック・炭化粒子多量

焼土ブロック少量

第１６号火葬土坑土層解説
１ 黒 褐 色 焼土粒子中量，ロームブロック・炭化粒子少量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量
４ 褐 色 ロームブロック多量，焼土粒子・炭化粒子・

骨粉少量
５ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子中量，炭化物少量
６ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
７ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
８ 黒 褐 色 ロームブロック少量

第１７号火葬土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量
３ 暗 褐 色 焼土ブロック中量，ロームブロック・

炭化粒子少量
４ 黒 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化物少量
５ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
６ 黒 褐 色 ローム粒子多量
７ 黒 褐 色 ロームブロック中量

第１８号火葬土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物・焼土粒子少量
２ 褐 色 ロームブロック中量，炭化物・焼土ブロック少量
３ 黒 色 炭化物多量，焼土ブロック中量

ロームブロック少量
４ 黒 色 炭化物多量，ロームブロック・焼土ブロック少量
５ 黒 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量

第１９号火葬土坑土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック微量
３ 黒 褐 色 ロームブロック少量
４ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量
５ 暗 褐 色 ロームブロック少量
６ 暗 褐 色 ロームブロック微量

第２０号火葬土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック中量，炭化物・焼土粒子・

骨粉少量
２ 極 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物中量，焼土粒子・

骨粉少量
３ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子少量

焼土粒子微量

第２１号火葬土坑土層解説
１ 黒 褐 色 炭化物中量，焼土ブロック・ローム粒子少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
３ 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量

第２２号火葬土坑土層解説
１ 極 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子中量，炭化粒子・

骨粉少量

第２３号火葬土坑土層解説
１ 灰 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子多量，粘土粒子少量，焼土粒子・

炭化粒子・骨粉微量
３ 暗 褐 色 ローム粒子多量，粘土粒子中量，炭化粒子微量
４ 暗 褐 色 ローム粒子多量，焼土粒子少量
５ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子多量，骨粉少量

炭化粒子微量
６ 極 暗 褐 色 焼土粒子多量，炭化粒子・骨粉少量

ローム粒子・粘土粒子微量

第２４号火葬土坑土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量，骨片

第２５号火葬土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
３ 黒 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
４ 黒 褐 色 ロームブロック少量
５ 暗 褐 色 ロームブロック中量
６ 極 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
７ 黒 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
８ 極 暗 褐 色 焼土粒子多量，ロームブロック・炭化粒子少量

骨粉微量
９ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量

第２６号火葬土坑土層解説
１ 黒 色 炭化材中量，焼土粒子微量，骨片
２ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子微量

第２７号火葬土坑土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子・骨粉微量
２ 極 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック・

炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 焼土ブロック多量，ロームブロック・炭化粒子・

骨粉微量
４ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
５ 極 暗 褐 色 ロームブロック多量，焼土ブロック・

炭化粒子微量
６ 黒 褐 色 ロームブロック中量，骨粉微量

第２８号火葬土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック中量，粘土ブロック少量

焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子中量

骨片
３ 暗 褐 色 炭化物・焼土粒子中量，ロームブロック少量

骨片
４ 灰 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

骨片
５ 黒 褐 色 炭化物・ローム粒子・焼土粒子少量，骨片
６ 黒 褐 色 炭化物中量・ロームブロック・焼土粒子少量

第３０号火葬土坑土層解説
１ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子少量

第３１号火葬土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
３ 褐 色 ロームブロック中量
４ 暗 褐 色 ローム粒子中量
５ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子少量
６ 黒 褐 色 ロームブロック少量
７ 暗 褐 色 ロームブロック少量
８ 暗 褐 色 ロームブロック多量，焼土粒子少量
９ 黒 褐 色 ロームブロック中量
１０ 暗 褐 色 ロームブロック中量
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瀬沼遺跡

第３２号火葬土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量
４ 灰 褐 色 粘土粒子多量

第３３号火葬土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量，粘土ブロック・

炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量

第３４号火葬土坑土層解説
１ 黒 褐 色 炭化材中量，ローム粒子・焼土粒子・骨粉少量

第３５号火葬土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子中量，焼土粒子・

骨粉少量
３ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子・骨粉中量

焼土粒子少量
４ 暗 褐 色 ローム粒子多量，骨粉中量，炭化粒子少量

第３６号火葬土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子中量，焼土粒子・

骨粉微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量

第３７号火葬土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子・粘土粒子・

骨粉微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量

第３８号火葬土坑土層解説
１ 極 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子少量，炭化物・

骨粉微量
２ 黒 褐 色 炭化物・焼土粒子中量，ロームブロック・

骨粉少量
３ 黒 褐 色 炭化物・ローム粒子少量，焼土粒子・骨粉微量

第３９号火葬土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子少量
２ 黒 褐 色 ロームブロック中量，炭化物少量

第４０号火葬土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化物中量，焼土粒子少量

骨粉微量
２ 黒 褐 色 炭化物中量，ロームブロック少量，焼土粒子・

骨粉微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック多量，炭化粒子中量

焼土粒子微量

表16 中世 火葬土坑一覧表

備 考
重複関係（古→新）

人骨
有無覆土

開口部規模（m）深さ（cm）燃焼部規模（m）深さ（cm）
平面形主軸方向位 置番号

底面深さ長軸（径）×短軸（径）底面深さ長軸（径）×短軸（径）

有人為傾斜120.38× 0.32凹凸16～341.42× 0.66Ｔ字形Ｎ－５°－ＷＡ６f5１

本跡→SK287有人為平坦28（0.20）× 0.20平坦301.10× 0.40Ｔ字形Ｎ－35°－ＷＡ６f6２

有人為平坦120.54× 0.38凹凸241.02× 0.45Ｔ字形Ｎ－20°－ＷＡ６f7３

有人為傾斜100.34× 0.30平坦241.16× 0.42Ｔ字形Ｎ－40°－EＡ６f7４

本跡→SD20有人為傾斜360.94× 0.74凹凸241.34× 0.50Ｔ字形Ｎ－24°－WＡ６g8５

本跡→SK221無人為傾斜300.54× 0.54凹凸341.04× 0.90Ｔ字形Ｎ－57°－ＥＡ６e7６

本跡→SK221，SD22有人為平坦34（0.30）× 0.28凹凸34～421.14× 0.54Ｔ字形Ｎ－45°－ＥＡ６e7７

有人為平坦160.70× 0.56凹凸241.10× 0.50Ｔ字形Ｎ－42°－WＡ６f9８

有人為平坦140.48× 0.36平坦300.82× 0.36Ｔ字形Ｎ－80°－EＡ６f9９

有人為平坦460.65× 0.58凹凸42～541.27× 0.61Ｔ字形Ｎ－18°－ＷＡ６g910

第33号火葬土坑→本跡→PG4有人為傾斜100.34× 0.22皿状22～341.80× 0.60Ｔ字形Ｎ－２°－ＷＡ６g611

本跡→SK259有人為傾斜32（0.26）× 0.34平坦281.58× 0.74Ｔ字形Ｎ－２°－ＥＡ６h812
本跡→第14号火葬土坑，
SK266・307有人為－－－凹凸241.72×（1.32）不定形－Ａ６h613
第13号火葬土坑→本跡→
SK266・267無人為平坦230.46× 0.40凹凸30～401.68× 0.60Ｔ字形Ｎ－13°－ＷＡ６h614

有人為凹凸８～200.80× 0.60凹凸241.72× 0.60Ｔ字形Ｎ－15°－ＷＡ６h615

本跡→SK154有人為傾斜６～281.27× 0.34凹凸361.30× 0.58Ｔ字形Ｎ－25°－ＷＡ６i516

無人為傾斜６～160.90× 0.53凹凸12～201.05× 0.50Ｔ字形Ｎ－37°－ＷＡ６i617

無人為傾斜４～180.40× 0.31凹凸201.16× 0.55Ｔ字形Ｎ－６°－ＷＡ６i618

無人為傾斜16～220.27× 0.24平坦381.00× 0.70Ｌ字形Ｎ－36°－ＷＡ６j519

有人為－－－凹凸220.90× 0.62不定形Ｎ－66°－ＷＡ６f820

無人為－－－平坦281.10× 1.06不整円形Ｎ－40°－ＷＡ６h721

本跡→SK208，SD21有人為平坦120.60×（0.33）平坦180.97× 0.54〔Ｔ字形〕Ｎ－３°－ＥＡ６d722

第24･32号火葬土坑→本跡有人為－－－平坦42～451.66× 0.58不定形Ｎ－72°－ＥＡ６f623
本跡→第23・25・27・
32号火葬土坑有人為－－－平坦42～52（0.64）×（0.50）不定形Ｎ－30°－ＷＡ６f624

第24･27号火葬土坑→本跡有人為平坦581.28× 0.72皿状30～580.98× 0.52Ｔ字形Ｎ－18°－ＷＡ６f725

本跡→第１号運河跡有人為傾斜６～10（0.30）× 0.46－－－不明－Ａ６f926
第24・32号火葬土坑→
本跡→第25号火葬土坑有人為－－0.48× 0.38平坦48～56（0.90）× 0.60〔Ｔ字形〕Ｎ－13°－ＷＡ６g627
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３ 近世の遺構と遺物

近世の遺構は，墓坑１基，土坑１基，運河跡１条が確認されている。以下，それぞれの遺構の特徴と出土し

た遺物について記述する。

（１）墓坑

第１２号墓坑（第８７図）

位置 調査区南部のA６j４区，標高１０．０mの台地平坦部に位置している。

重複関係 第１４８号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 確認できた長軸は０．８０mで，短軸０．７１mの隅丸長方形と推定され，主軸方向はN－２０°－Eであ

る。確認面からの深さは２０cmで，底面は平坦である。壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 単一層である。ロームブロックを多量に含んだ土で埋め戻されている。

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量，骨片

遺物出土状況 磁器１点（水滴），古銭１点（寛永通宝），鉄製品１点（釘）が出土し，骨片も覆土中から検出

されている。２６・M４３は確認面からの出土である。ほかに混入した縄文土器６点も出土している。

A

1

A
'A

A
'

M43
26

M
4
3
2
6

SK 148B6a4
-E2m

M43
26

1
0
.2
m

備 考
重複関係（古→新）

人骨
有無覆土

開口部規模（m）深さ（cm）燃焼部規模（m）深さ（cm）
平面形主軸方向位 置番号

底面深さ長軸（径）×短軸（径）底面深さ長軸（径）×短軸（径）

有人為－－－平坦64（1.20）× 0.60不定形Ｎ－20°－WＡ６g928

無人為－－－平坦－（1.72）×（0.84）不定形－Ａ６h729

本跡→SK128無不明－－－平坦22（0.22）×（0.50）不明Ｎ－25°－ＷＡ６h930

本跡→第11号墓坑，SK268無人為傾斜16～28（1.06）× 0.55皿状70（1.10）× 0.86Ｔ字形Ｎ－15°－ＥＡ６i531
第24号火葬土坑→本跡→
第23･27号火葬土坑無人為－－－平坦501.58× 1.34不定形Ｎ－28°－ＷＡ６g632

本跡→第11号火葬土坑無人為－－－平坦53（0.90）× 0.77〔楕円形〕Ｎ－80°－ＥＡ６g633

有人為－－－凹凸120.72× 0.52楕円形Ｎ－30°－ＷＡ６f834

本跡→SD20有人為－－－－40（0.76）×（0.54）不明Ｎ－65°－ＷＡ６g835

有人為皿状360.40× 0.32皿状340.97× 0.20不定形Ｎ－20°－ＥＡ６h836

有人為－－－平坦161.06× 0.70楕円形Ｎ－32°－ＷＡ６e737

本跡→SD20有人為平坦－0.50× 0.42凹凸421.00× 0.45Ｔ字形Ｎ－13°－ＥＡ６g938

第10号墓坑→本跡有人為－－－平坦521.17× 0.70楕円形Ｎ－80°－ＥＡ６h739

有人為－－－皿状12～240.80× 0.60楕円形Ｎ－86°－ＥＡ６g740

本跡→第７号墓坑無不明平坦140.36× 0.36平坦28（0.58）× 0.38Ｌ字形Ｎ－５°－ＷＡ６g541

第８７図 第１２号墓坑・出土遺物実測図
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所見 骨片や副葬品とみられる磁器の水滴，古銭が出土していることから墓坑とみられる。時期は，出土した

古銭から近世に比定でき，さらに磁器の水滴から１８世紀代と推測される。

（２）土坑

近世の土坑は１基が確認されている。以下，遺構及び遺物について記述する。

第３２１号土坑（第８８・８９図）

位置 調査区南部のA６h４区，標高１０．０mの台地平坦部に位置している。

重複関係 第３１１号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 調査区域外へ延びており，確認できた長軸は２．９２mで，短軸２．２０mの不定形と推測される。北東

部，南部及び中央部の３か所には，底面が平坦な平場があり，さらにその中央部には，楕円形の凹みが確認さ

れた。確認面からの深さは北東部，南部が４０cm，中央部が４８cm，楕円形の凹み底面が８４cmで，中心に向

かって階段状に落ち込んでいる。

覆土 ６層に分層できる。粘土ブロックを多量に含んた土で埋め戻されている。堆積状況からは，第６層が別

の遺構ととらえることもできるが，含有物がほかの層と類似しており，同一の遺構のものであるととらえた。

土層解説
１ 灰 褐 色 粘土ブロック多量，ロームブロック少量 ４ 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック多量，砂粒微量

炭化材微量 ５ 暗 褐 色 ロームブロック多量，粘土ブロック・炭化粒子・
２ 褐 灰 色 粘土ブロック多量，ロームブロック・炭化材・ 砂粒微量

砂粒微量 ６ 灰 褐 色 粘土ブロック多量
３ 褐 灰 色 粘土ブロック多量，ロームブロック・炭化材微量

遺物出土状況 土師質土器片２５点（焙烙２２，小皿３），瓦質土器片７点（焙烙），肥前系磁器片３５点（碗２７，瓶

７，香炉１），瀬戸・美濃系磁器片８点（碗７，徳利１），産地不明磁器片１点（紅皿），瀬戸・美濃系陶器片６３

点（碗１９，皿５，灯明受皿１，鉢３１，香炉７），明石・堺系陶器片１点（擂鉢），石器５点（砥石），木製品１５点

（漆器椀７，蓋１，下駄１，不明６）のほか，種子２７点（桃カ），軽石１７点，板碑片４点，不明鉄製品８点，木材

１２点，瓦１３点，ガラス玉１点も出土している。出土した陶磁器類の総重量は，土師質土器片１３１７．１g，瓦質土

器片２６６．０g，磁器片１６３１．０g，陶器片２２８６．７gである。土器類のほとんどは細片で図示できないが，広範囲に

わたる覆土中層から主に出土している。３０は東コーナー付近の覆土中層，W１・２は中央部の覆土中層から下

層にかけて出土している。木製品は図示したもののほかに，長さ５０cmほどの竹材や板状の木材が覆土上層か

ら出土している。これらの使用痕跡は明確でないが，何らかの目的で使用した後に廃棄されたものとみられ

る。瀬戸・美濃系磁器も出土しているが，本跡に混入したものであり，伴うものではない。

所見 本跡は，陶磁器や木製品の出土状況から不要品の廃棄場とみられ，不定形な平面形や覆土の様相からは

複数の掘り返しが想定される。平坦な底面の状況からは，３基の土坑が重複していることも推測できるが，出

土遺物に時期差がないため明確でない。時期は，出土した陶磁器から１９世紀前半に比定できる。

瀬沼遺跡

第12号墓坑出土遺物観察表（第87図）

備 考出土位置手法・文様の特徴焼成色 調胎土 胎土色厚さ幅長さ器 種種 別番号
肥前系
100％ PL18確認面右肩・後頭部穿孔 唐子形人形カ良好灰白緻密 灰白5.25.97.4水滴磁器26

備 考出土位置特 徴材 質初鋳年重 量孔幅径銭 名番号

確認面古寛永 無背銅1636（1.70）0.702.30寛永通宝M43
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第８８図 第３２１号土坑・出土遺物実測図
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（３）運河跡

今回の調査で確認された運河跡は，調査開始時には１区と呼ぶ直線状の溝状遺構と，２区と呼ぶ先端部にあ

たる不明遺構に分けられていたが，それぞれが調査区域外に延びていたため，茨城県教育委員会が１・２区の

中間部にあたる３区の試掘調査及び確認調査を行った。その結果，１・２区の遺構はL字状に屈曲してつながる

ことが判明した。このうち，当遺跡の性格を考えるうえで必要な先端部にあたる２区についてのみ平面図を掲

載し，直線状の１区及びL字状に屈曲している３区の平面図は，略図及び遺構全体図で掲載する。

第１号運河跡（第９０～９７図）

位置 調査区北部のA６e９区，標高９．８mの台地平坦部に位置している。

重複関係 第２６号火葬土坑を掘り込んでいる。

規模と形状 本跡の北東部が調査区域外へ延びているため，全容は明らかでないが，運河全体の長さが４０mほ

どを確認した。運河北部にあたる１区は，南東から北西方向（N－３０°－W）に直線状に延びている。確認で

きた長さは２４．０m，上幅６．３～８．０m，下幅３．１～５．１mで，確認面からの深さは，７４～１２０cmである。東岸の一

部は底面から３０cmほど高い階段状であるが，断面はほぼ逆台形状で，底面は平坦である。

運河南部にあたる２区は先端部にあたり，北東方向（N－５０°－E）へ緩やかに落ち込んでいる。確認できた

瀬沼遺跡

第８９図 第３２１号土坑出土遺物実測図
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75
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第321号土坑出土遺物観察表（第88・89図）

備 考出土位置手法・文様の特徴焼成色 調胎土 胎土色底径器高口径器 種種 別番号

5％覆土中耳部摩耗普通黒長石・石英－（4.8）－焙烙土師質土器27
明石・堺系
5％覆土中層1単位6条以上の擂目普通暗赤褐長石・石英－（7.2）－擂鉢陶器28

肥前系 50％覆土中外面雪輪梅樹文 高台一重円良好灰白緻密 灰白3.85.1〔9.9〕中碗磁器30
肥前系
55％ PL17覆土中内面草花文 見込み五弁花 外面唐草良好灰白緻密 灰白8.04.313.4小皿磁器31
肥前系
95％ PL18覆土中外面草花文 高台際・見込み無釉良好灰白緻密 灰白3.74.56.8香炉磁器75

備 考出土位置特 徴材 質重 量厚さ幅長さ・径器 種番号

80％覆土下層中央部焼印カ 柾目材－（104.1）1.2（11.6）12.9蓋W1

80％ PL15覆土中層連歯下駄 方形 高台削り出し 柾目材－（255.0）5.89.722.7下駄W2
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長さは１３．０m，上幅６．７mである。下幅は最大幅６mほどで，杭列に向かって幅０．９m，長さ３mほどの長方形

状の底面があり，全体の平面形は凸状である。確認面からの深さは，最大で１０５cmである。南壁が有段状であ

るが，断面はほぼ逆台形状で，底面は平坦である。先端部に向かって緩やかに立ち上がったところに２か所の

平場が設けられている。

平場 ２区の先端部に２か所確認された。北側の平場は，確認できた長軸が２．７５m，短軸１．５０mの長方形であ

る。確認面からの深さは３５cmほどで，運河に向かって階段状に落ち込んでいる。南西側の平場は，確認でき

た長軸が３．８８m，短軸３．７４mの方形である。確認面からの深さは２５cmで，底面は中央付近に凹みがややある

ものの，ほぼ平坦である。また２か所の平場及び先端部付近から多量の陶磁器が出土しており，平場と運河の

遺物が接合関係にあることから，運河に付設された平場とみられる。

杭列地点 ２区に２か所の杭列が確認されている。この杭列は運河の浅瀬に位置しており，運河に付設された

ものとみられる。先端部にほぼ平行な杭列Dは，残存している杭列幅が２．０mで，丸材や板材など１６本ほどの

木材を確認している。杭列Aと鈍角に交差している杭列Eは，残存している杭列幅が２．３６mで，丸材や板材な

ど２５本の木材を確認している。杭列D・Eともに杭の径は１０～２０cm，長さが１mほどのものを使用している。

さらに杭上部から長さが３．５mほどの丸材が出土しているほか，板柵と推測される縦方向や横方向の板材が多

量に出土している。

覆土 １・２区ともに土層観察用ベルトを２か所ずつ設定した。１区は８層（F－F’），１０層（G－G’）に分

層できる。砂粒や粘土粒子を多量に含んだ青灰色系の土で埋め戻されている。断面が有段状であるが，覆土の

堆積状況からは掘り直しの痕跡は見当たらない。２区は１７層（A－A’），８層（B－B’）に分層できる。ロー

ムブロックや粘土粒子を含んだ褐色系の土で埋め戻されている。なお，３区の覆土は確認調査で１区と同様の

色調が確認されている。

遺物出土状況 １区からは，明石・堺系陶器片１点（擂鉢），肥前系磁器片３点（碗２，紅猪口１），瀬戸・美

濃系磁器片８点（碗２，皿６），産地不明磁器片１点（皿），鉄製品３点（鎌１，不明２），木製品４点（蓋１，

不明３）のほか，瓦３点，煉瓦１点，不明ガラス製品４点，流れ込んだ縄文土器片３点も出土している。陶磁

土層解説A－A’
１ 灰 褐 色 ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量
２ 褐 灰 色 ロームブロック・粘土ブロック中量，砂粒少量
３ 灰 黄 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック中量
４ にぶい黄褐色 粘土粒子中量，ロームブロック少量
５ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土粒子中量
６ 褐 灰 色 粘土粒子中量，ロームブロック少量
７ 暗 緑 灰 色 粘土粒子多量
８ 灰 色 粘土粒子多量，ローム粒子微量
９ 黒 褐 色 ローム粒子・粘土粒子少量
１０ 黒 褐 色 粘土ブロック・ローム粒子少量
１１ 灰 黄 褐 色 ロームブロック中量，粘土ブロック少量
１２ 暗 褐 色 ロームブロック中量，粘土粒子少量
１３ 褐 灰 色 粘土ブロック中量，ローム粒子少量，炭化物微量
１４ 褐 灰 色 ロームブロック・粘土粒子少量
１５ にぶい黄褐色 粘土ブロック中量，ロームブロック少量
１６ 褐 灰 色 粘土粒子中量，ローム粒子少量，炭化粒子微量
１７ 黒 褐 色 粘土粒子多量，ローム粒子・砂粒微量

土層解説B－B’
１ 灰 褐 色 ロームブロック中量，粘土ブロック少量
２ 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック中量
３ 灰 褐 色 粘土粒子中量，ロームブロック少量
４ 黄 灰 色 粘土粒子多量，ロームブロック少量
５ 黄 褐 色 ローム粒子・粘土粒子中量
６ 褐 灰 色 粘土粒子多量，ローム粒子少量
７ 灰 黄 褐 色 粘土粒子多量，ローム粒子微量
８ 褐 灰 色 ローム粒子・粘土粒子中量

土層解説F－F’
１ 黄 褐 色 粘土ブロック多量
２ 青 灰 色 粘土ブロック多量，鉄分中量
３ 明 黄 褐 色 砂粒多量，粘土ブロック中量
４ 暗 青 灰 色 砂粒・粘土ブロック多量
５ 緑 黒 色 粘土ブロック多量
６ 暗 青 灰 色 粘土ブロック多量
７ 暗 青 灰 色 粘土ブロック中量
８ 黄 褐 色 砂粒多量

土層解説G－G’
１ 青 灰 色 粘土粒子多量，ロームブロック少量
２ 青 黒 色 砂粒多量，粘土粒子少量
３ 明 青 灰 色 粘土粒子多量
４ 緑 黒 色 粘土粒子多量
５ 暗 青 灰 色 砂粒多量，粘土粒子少量
６ 黒 褐 色 粘土粒子多量，ローム粒子中量
７ 暗 青 灰 色 粘土粒子・砂粒多量
８ 青 灰 色 粘土粒子多量，鉄分中量
９ 灰 色 粘土粒子多量
１０ 黒 色 粘土粒子多量，ロームブロック少量
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器はすべて細片で図示できないが，覆土中からの出土である。これらは，近世後半とみられるもののほかに近

代に比定できるものも混在している。木製品は，W８が覆土中から出土しているほか，「茨城県猿島郡五霞村

幸主□□□□」と墨で記された近代以降の箱形木製品の一部とみられる板材も覆土中から出土している。

２区からは，土師質土器片２５３点（小皿１３，焙烙２２５，焼塩壺１，鉢２，五徳３，不明９），瓦質土器片６６点

（焙烙４８，鉢６，火入１，不明１１），肥前系磁器片１９３点（碗１６９，紅猪口１，皿１８，蓋２，瓶２，水滴１），瀬

戸・美濃系磁器片３４点（碗２１，蓋１，皿５，瓶１，仏飯器２，香炉１，水滴３），瀬戸・美濃系陶器片２６０点

（碗１６９，蓋２，皿１５，紅皿１，菊皿１，灯明皿８，灯明台２，壺６，瓶１，鉢２５，徳利８，片口１，擂鉢３，

鬢盥１，香炉４，不明１３），明石・堺系陶器片２０点（擂鉢），産地不明磁器片３０点（碗類２６，瓶４），土製品５点

（ミニチュア人形１，ミニチュア犬１，羽口１，不明２），石器・石製品１６点（砥石１３，火打ち石１，硯２），鉄

製品１５点（釘５，鎌１，火箸１，不明８），銅製品１３点（煙管９，銅板１，不明３），木製品２３点（漆器椀３，

蓋３，下駄５，杵状製品１，漆器片２，不明９），のほか，種子１７点（桃８，銀杏１，不明８），貝２２点（シジ

ミ１３，ハマグリ６，カワニナカ１，アサリ１，不明１），剥片３点，板碑片１２点，礫６９点，瓦３１点，ガラス製品

１点（不明）も出土している。また，数量は明確でないが，杭列に使用したものとみられる板材，竹材，杭，

丸太も出土している。出土した陶磁器類の総重量は，磁器片７６６０．０g，陶器片１９８３８．０g，土師質土器片

１６１２９．０g，瓦質土器片６６０８．８gである。遺物は先端部の覆土上層や２か所の平場から出土しており，大半は破

片であるが，ほぼ完形の碗類も出土している。出土している瀬戸・美濃系磁器片の文様は，近代以降の様相を

示しており，混入したものである。３２は北部平場と南部平場から出土した破片が接合しているほか，４９は南部

平場と先端部から出土した破片が接合していること，さらに杭列より下のレベルで出土した先端部と平場の遺

物には時期差が認められないことから，２区全体が埋め戻される際に廃棄されたものとみられる。

所見 ２区の運河が機能を終えた時期は，出土した陶磁器から１９世紀前半に比定できる。先端の浅瀬に杭列が

構築され，その付近の底面が長方形状を呈することから，船着場跡と推測される。１区は，近代以降とみられ

る磁器や木製品が出土していることから，１９世紀末にも機能していたものとみられ，２区とは異なる時期に埋

め戻されている。この埋め戻しの詳細な範囲は明確でないが，３区には１区と同様とみられる青灰色系の覆土

が確認されていることから，１・３区は同時期に埋め戻されたことが推測される。

瀬沼遺跡

33

32

第９２図 第１号運河跡出土遺物実測図（１）



―１０４―

35

55

53

54

57

36

第９３図 第１号運河跡出土遺物実測図（２）



―１０５―

瀬沼遺跡

56

50

49

34 39
40

37

38

第９４図 第１号運河跡出土遺物実測図（３）



―１０６―

41 42

45 46

5958

48 44 43

51

52
6462

60 61

63

67

47

第９５図 第１号運河跡出土遺物実測図（４）



―１０７―

瀬沼遺跡

66

69
W4

W3

TP19

TP20
TP21

TP22

W5

68 65

第９６図 第１号運河跡出土遺物実測図（５）



―１０８―

W6

W7

W8

M44

M49M48M47M46M45

DP3

第９７図 第１号運河跡出土遺物実測図（６）



―１０９―

瀬沼遺跡

第1号運河跡出土遺物観察表（第92～97図）

備 考出土位置手法・文様の特徴焼成色 調胎土 胎土色底径器高口径器 種種 別番号

90％ PL14平場覆土中層
谷部覆土上層口縁部4か所と底部6か所に修繕孔普通灰黄褐長石・石英36.45.438.6焙烙土師質土器32

70％平場覆土中
～下層外面煤付着 底部に修繕孔2か所普通橙長石・

赤色粒子32.85.036.0焙烙土師質土器33

80％ PL16覆土中桶形 ロクロ成形 底部調整不明普通にぶい橙雲母・
赤色粒子〔4.0〕5.35.5焼塩壺土師質土器34

60％ PL14谷部覆土上層外面煤付着 底部に修繕孔2か所
口縁部1か所に銅線による修繕痕普通灰長石・石英〔33.4〕4.2〔37.2〕焙烙土師質土器35

瀬戸・美濃系
90％ PL14谷部覆土中層把手1か所欠損 植木鉢転用普通黄灰長石・石英

黄灰19.2（22.8）20.0火入陶器36
瀬戸・美濃系
95％ PL16平場覆土中層外面笹文良好灰白細砂 灰白2.93.97.4小碗陶器37
瀬戸・美濃系
30％覆土中外面若松文 削り出し高台良好灰白細砂 灰白3.3（2.8）－小碗陶器38
瀬戸・美濃系
95％ PL16覆土中外面草花文良好灰白細砂 灰白3.35.08.5小碗陶器39
瀬戸・美濃系
90％ PL16平場覆土中層腰錆碗良好明オリーブ

灰 極暗赤褐細砂 灰4.05.98.8小碗陶器40
瀬戸・美濃系
100％ PL16谷部覆土上層灰釉 腰折碗良好灰白細砂 灰白3.85.59.4中碗陶器41
瀬戸・美濃系
70％ PL16平場覆土下層灰釉・錆釉 腰折碗良好灰黄細砂 褐3.94.89.8中碗陶器42
瀬戸・美濃系
90％ PL17覆土中見込み摺絵菊水 トチン痕良好灰白細砂 灰白8.03.313.0小皿陶器43
瀬戸・美濃系
60％ PL17覆土中菊皿 トチン痕良好灰細砂 灰7.83.4〔12.6〕小皿陶器44
瀬戸・美濃系
100％覆土中錆釉 輪トチン痕普通明褐細砂 明褐3.21.67.3灯明皿陶器45
瀬戸・美濃系
100％ PL16谷部覆土上層錆釉 口縁部油煙付着 輪トチン痕普通暗褐細砂 暗褐3.92.210.6灯明皿陶器46
瀬戸・美濃系
100％ PL16平場覆土上層錆釉 油溝切立状 底部回転糸切

り 外面輪トチン痕普通暗褐細砂 暗褐6.02.011.7灯明受皿陶器47
瀬戸・美濃系
85％谷部覆土上層内面灰釉 油溝切立状 外面煤付着普通黄褐細砂 黄褐4.72.511.5灯明受皿陶器48
瀬戸・美濃系
80％ PL17

平場覆土下層
谷部覆土中層水盤 トチン痕良好浅黄細砂 浅黄〔10.4〕6.523.2中皿陶器49

瀬戸・美濃系
70％ PL17覆土中折縁皿 トチン痕良好浅黄細砂 浅黄17.79.3〔36.0〕大皿陶器50
瀬戸・美濃系
30％覆土中つまみ欠損良好灰白細砂 灰白－（1.7）〔5.9〕蓋陶器51
瀬戸・美濃系
100％谷部覆土上層容器つき 立鼓形良好にぶい黄細砂 にぶい黄4.95.18.3灯明受皿陶器52
瀬戸・美濃系
50％ PL17覆土中外面灰釉 植木鉢転用普通明黄褐細砂 明黄褐8.09.3〔11.7〕甕陶器53
瀬戸・美濃系
60％ PL18谷部覆土中層外面灰釉 底部内面トチン痕

高台内墨書「イモ」普通明黄褐細砂 明黄褐9.89.8〔17.1〕甕陶器54
瀬戸・美濃系
70％ PL18谷部覆土中層外面灰釉 植木鉢転用 高台内墨

書「□□ンテカ ウス口」普通にぶい黄橙細砂 にぶい黄橙13.618.1〔20.5〕甕陶器55
瀬戸・美濃系
50％谷部覆土上層外面灰釉 高台内墨書不明普通にぶい黄橙細砂 にぶい黄橙〔13.4〕18.0〔19.4〕甕陶器56
瀬戸・美濃系
95％ PL18

平場覆土上
層～底面飴釉 ロクロ成形良好浅黄細砂 浅黄7.221.82.4徳利陶器57

肥前系 70％覆土中外面笹文 高台際に二重円良好灰白緻密 灰白3.24.07.8小碗磁器58
肥前系
90％ PL16平場覆土下層内外面二重網目文 高台際に二重円良好灰白緻密 灰白3.54.710.2中碗磁器59
肥前系
100％ PL16覆土中外面格子目・草文 高台に二重

円 見込み一重円内に井げた良好灰白緻密 灰白4.66.511.0中碗磁器60
肥前系
90％ PL16覆土中外面山水文 高台に二重円 口縁

部内雷文 見込み松竹梅散らし良好灰白緻密 灰白3.85.910.6中碗磁器61
肥前系
60％覆土中外面獅子 高台に二重円 口縁部内花

菱 見込み一重円内に五弁花良好灰白緻密 灰白2.96.2〔8.4〕小碗磁器62
肥前系
100％ PL16平場覆土中層外面矢羽根文 高台に一重円 口

縁部内花菱 見込み五弁花良好灰白緻密 灰白3.86.78.1小碗磁器63
肥前系
90％ PL17覆土中山水文良好灰白緻密 灰白6.02.510.4小皿磁器64
肥前系
50％ PL16覆土中外面山水文 つまみ部二重円・福カ

内面雷文 見込み松竹梅散らし良好灰白緻密 灰白〔9.8〕2.63.8蓋磁器65
肥前系
80％ PL17谷部覆土中層内面草文 見込みコンニャク印判 草文

外面唐草文 高台に二重円 高台内渦福良好灰白緻密 灰白7.73.913.5小皿磁器66
肥前系
100％ PL18覆土中型押し良好灰白緻密 灰白1.21.64.6紅皿磁器67

肥前系 20％覆土中外面山水文 つまみ部二重円
内面雷文 見込み松竹梅散らしカ

良好灰白緻密 灰白〔9.6〕2.7〔3.7〕蓋磁器68

5％覆土中底面に不明押印普通にぶい橙長石・雲母（6.5）－－焙烙土師質土器TP19

5％覆土中底面に菊型押印普通褐長石・雲母・
赤色粒子（10.2）－－焙烙土師質土器TP20

5％覆土中1単位8条以上の擂目普通明赤褐長石・石英－（6.1）－擂鉢陶器TP21

5％覆土中1単位11条以上の擂目普通灰赤長石・石英－（12.8）－擂鉢陶器TP22

備 考出土位置特 徴材 質重 量底径器高口径器 種番号

50％ PL15覆土中内外面朱 高台内つるカブナ属（46.0）5.4（2.6）－漆器椀W3

90％ PL15谷部覆土上層外面黒 内面朱ブナ属（169.3）7.8（5.5）－漆器椀W4

50％覆土中内外面朱 歪み顕著 高台内マルヨシ仕入－（210.0）5.86.3－漆器椀W5

90％1区覆土中内外面朱－（82.5）5.22.511.0漆器蓋W8



―１１０―

４ その他の遺構と遺物

遺物が出土していないことなどから時期を決定できない遺構として，溝跡６条，井戸跡５基，土坑１２９基，

ピット群７か所が存在する。いずれも遺構に伴う出土遺物がないことなどから，時期は不明である。以下，そ

れらの遺構については実測図と一覧表を掲載する。

（１）溝跡（第９８図）

今回の調査で，確認された溝跡６条の規模については一覧表で，土層断面図と土層解説については遺構順に

掲載し，平面図については遺構全体図で掲載する。

第１８号溝跡土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・粘土粒子少量

第１９号溝跡土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック少量

炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子多量・炭化粒子微量

第２０号溝跡土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量

第２１号溝跡土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量
２ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ローム粒子中量，粘土粒子微量

第２２号溝跡土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子・粘土粒子微量

第２３号溝跡土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量

A 10.2m

1

A' B B'

SD 18

A 10.0m

1

A'

A 9.8m
1

A'

B B'

SD 20

A 10.0m

1

A' B B'

B B'

SD 23

A 10.0m

1

A' B B'

SD 19

3

2

2

A 9.8m

1

1

A' B B'

SD 22

C C'

SD 21

備 考出土位置特 徴材 質重 量厚さ幅長さ器 種番号
肥前系
100％ PL18谷部覆土上層豆腐形 菊花文 底部布目 胎土色灰白 焼成

良好－－3.36.410.0水滴69

5％覆土中先端部のみで両端欠損 外面は青灰色粘土・スサ（37.8）（2.0）（5.0）（5.5）羽口DP3

100％覆土中頭部球形 断面円形鉄22.20.51.023.0火箸M44

90％ PL15谷部覆土上層差歯下駄 隅丸形 柾目材台 粟
歯 モクレン属（311.0）6.110.521.0下駄W6

100％ PL15谷部覆土上層下端スタンプ状に削り出し－（465.0）5.65.929.5杵状木製品W7

備 考出土位置特 徴材 質初鋳年重 量孔幅径銭 名番号

谷部覆土上層新寛永 無背銅16972.180.612.45寛永通宝M45

谷部覆土上層新寛永 無背銅16972.120.662.44寛永通宝M46

覆土中新寛永 無背銅16972.100.702.26寛永通宝M47

覆土中古寛永 無背銅16362.400.602.35寛永通宝M48

覆土中新寛永 無背銅16972.160.672.40寛永通宝M49

第９８図 溝跡断面実測図
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（２）井戸跡（第９９図）

瀬沼遺跡
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第９９図 井戸跡実測図

表17 その他の溝跡一覧表

備 考
重複関係（古→新）主な出土遺物覆土底面壁面断面形

規模（m）深さ（cm）
形状方 向位 置番号

深さ下幅上幅確認長

S13，第3号墓坑，SK133・
136・145～ 148・281・
313・319→本跡→PG3

縄文土器，古銭，
剥片人為平坦緩斜Ｕ字状100.22～0.570.38～0.78（16.50）直線Ｎ－87°－ＥＢ６a3

～Ａ６j718

本跡→SK198，SD20縄文土器，板碑片
剥片人為平坦緩斜浅いＵ字状10～160.10～0.620.72～1.14（4.92)直線Ｎ－85°－ＷＡ６g7

～Ａ６g819
第5･35･38号火葬土坑，
SD19→本跡

縄文土器，板碑片，
剥片人為平坦緩斜Ｕ字状300.35～0.500.62～0.90（4.52）直線Ｎ－37°－ＷＡ６f8

～Ａ６g820
SK210→本跡→SE3，
SK206･208･209,PG6

縄文土器，磁器
剥片自然平坦緩斜浅いＵ字状12～181.08～1.741.22～2.33（9.43）直線Ｎ－57°－ＥＡ６c8

～Ａ６e621
第7号火葬土坑，SK221→
本跡→SK230縄文土器，骨片自然平坦緩斜浅いＵ字状10～130.20～0.560.46～1.00（9.60）Ｌ字状Ｎ－67°－Ｅ

Ｎ－48°－Ｗ
Ａ６e7
～Ａ６e622

SK222･308→本跡→SK309縄文土器，古銭
剥片自然平坦外傾逆台形100.26～0.680.40～0.838.52直線Ｎ－40°－ＷＡ６b8

～Ａ６c923
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（３）土坑（第１００～１０８図）

今回の調査で確認された土坑１２８基については，平面図と一覧表のみ掲載する。

第１号井戸跡土層解説

１ 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック少量
炭化粒子微量

２ 灰 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック中量
炭化粒子微量

３ 暗 褐 色 粘土粒子多量，ロームブロック中量
４ 灰 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック少量
５ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック中量
６ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
７ 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック中量
８ 黒 褐 色 ロームブロック中量，粘土ブロック少量
９ 褐 色 ロームブロック中量，粘土ブロック少量

第２号井戸跡土層解説

１ 灰 褐 色 粘土粒子多量，炭化物・骨粉微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，粘土ブロック微量
３ 黒 褐 色 ロームブロック多量，粘土ブロック少量
４ 灰 褐 色 粘土ブロック中量
５ 灰 褐 色 粘土ブロック少量，ローム粒子・焼土粒子・

炭化粒子微量
６ 極 暗 褐 色 粘土粒子中量，ローム粒子少量，炭化粒子微量
７ 暗 褐 色 ロームブロック多量
８ 灰 褐 色 粘土粒子多量，ロームブロック・炭化粒子微量

第３号井戸跡土層解説（第７～１４層は埋土）

１ 灰 色 粘土ブロック中量
２ 灰 色 粘土ブロック多量
３ 灰 色 粘土ブロック多量，ロームブロック少量

４ 灰 色 粘土ブロック多量，ローム粒子中量
５ 青 灰 色 粘土ブロック多量，ロームブロック中量
６ 青 灰 色 粘土ブロック多量
７ 暗 青 灰 色 粘土ブロック多量，ロームブロック少量
８ 黄 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック多量
９ 暗 青 灰 色 ロームブロック・粘土ブロック多量
１０ 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック多量
１１ 暗 青 灰 色 粘土ブロック多量，ロームブロック中量
１２ 褐 色 ロームブロック多量，粘土ブロック中量
１３ 暗 褐 色 ロームブロック多量，粘土ブロック中量
１４ 黒 褐 色 ロームブロック多量，粘土ブロック中量

第４号井戸跡土層解説（埋土）

１ 褐 灰 色 粘土ブロック中量，ローム粒子少量
２ 黒 褐 色 ロームブロック微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック中量
４ 灰 黄 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック多量
５ 黒 褐 色 粘土ブロック多量，ロームブロック中量
６ 黒 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック多量
７ 黒 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック中量
８ 黒 褐 色 ローム粒子少量

第５号井戸跡土層解説

１ 灰 褐 色 粘土ブロック多量，ロームブロック少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
３ 極 暗 褐 色 粘土ブロック・ローム粒子微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・粘土粒子微量
５ 黒 褐 色 ロームブロック中量，粘土粒子微量

表18 その他の井戸跡一覧表

備 考
重複関係（古→新）主 な 出 土 遺 物覆土底面壁面

規模（m）深さ（cm）
平面形長径方向位置番号

深さ長径×短径

縄文土器，土師質土器，陶器，磁器人為－直立（102）0.74×0.70円形－Ａ６j8１

SK189→本跡縄文土器，土師質土器，陶器人為－直立（84）1.14×1.12円形－Ａ６e6２

SK207･208，SD21→本跡縄文土器，土師質土器，瓦質土器，
陶器，磁器，不明鉄製品，瓦人為－直立（125）0.66×0.65円形－Ａ６d7３
縄文土器，土師質土器，陶器，磁器，
不明鉄製品，瓦人為－直立（195）0.71×0.71円形－Ａ６c7４

SI3，SK140→本跡縄文土器，土師質土器，陶器，磁器，
不明鉄製品，不明銅製品，剥片人為－外傾（120）1.74×1.36不整楕円形Ｎ－30°－ＷＡ６j4５
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瀬沼遺跡
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第１００図 土坑実測図（１）
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瀬沼遺跡
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表19 その他の土坑一覧表

備 考
重複関係（古→新）主 な 出 土 遺 物覆土底面壁面

規模（m）深さ（cm）
平面形長軸（径）方向位 置番号

深さ長軸（径）×短軸（径）

人為平坦外傾５0.68×（0.34）〔楕円形〕Ｎ－15°－ＥＢ６e7120

縄文土器自然凹凸外傾30～360.80× 0.66不定形Ｎ－28°－ＥＢ６e7121

自然凹凸緩斜13～221.05× 0.45不定形Ｎ－22°－ＥＢ６e7122

縄文土器，陶器，磁器，礫自然
人為平坦外傾42（1.08）×（0.56）〔楕円形〕－Ｂ６a8124

人為皿状垂直90（0.42）× 0.40〔楕円形〕Ｎ－52°－ＷＡ６i8126

平坦外傾外傾29（1.20）× 0.64〔隅丸長方形〕Ｎ－62°－ＥＡ６i8127

第30号火葬土坑→本跡縄文土器平坦外傾
緩斜

外傾
緩斜16～210.76× 0.65不整長方形Ｎ－21°－ＷＡ６h9128

本跡→SD18縄文土器，陶器人為平坦緩斜341.50× 1.40円形－Ａ６j7133

縄文土器，土師質土器，礫人為平坦外傾171.88× 0.65長方形Ｎ－39°－ＷＢ６a6135

本跡→SD18縄文土器，骨片人為平坦緩斜141.71× 0.65隅丸長方形Ｎ－45°－ＷＢ６a6136

縄文土器人為皿状外傾320.82× 0.67楕円形Ｎ－27°－ＥＡ６i7139

本跡→SE5縄文土器自然平坦緩斜17（2.45）× 1.03〔隅丸長方形〕Ｎ－82°－ＥＡ６j5140

縄文土器，土師質土器，剥片，礫人為平坦外傾321.25× 0.82楕円形Ｎ－11°－ＥＡ６j6141
縄文土器，土師質土器，陶器，骨片
礫人為平坦外傾162.00× 0.64隅丸長方形Ｎ－11°－ＷＡ６i6142

縄文土器，礫人為凹凸外傾141.15× 0.79不整長方形Ｎ－４°－ＥＡ６i8143

縄文土器，土師質土器，礫人為平坦外傾142.11× 1.26不定形Ｎ－56°－ＥＡ６h8144

SK146･147→本跡→SD18縄文土器，土師質土器，礫人為平坦外傾341.10× 0.62長方形Ｎ－54°－ＥＡ６j3145

本跡→SK145･SD18縄文土器人為凹凸内傾58（0.86）× 0.52〔隅丸長方形〕Ｎ－35°－ＷＢ６a3146
SK319→本跡→SK145
･SD18縄文土器，土師質土器，陶器人為平坦外傾182.86× 0.50長方形Ｎ－28°－ＷＢ６a4147
SK149･319，第12号
墓坑→本跡→SD18縄文土器人為凹凸外傾341.42× 0.58長方形Ｎ－19°－ＷＢ６a4148

SK319→本跡→SK148縄文土器人為凹凸外傾14（1.28）× 0.54長方形Ｎ－19°－ＷＢ６a4149

SK152･第8号墓坑→本跡縄文土器，陶器，磁器，瓦，釘，包丁，
鉄滓，骨片自然平坦外傾521.79× 1.00隅丸長方形Ｎ－49°－ＥＡ６j5151

本跡→SK151縄文土器人為平坦緩斜15～231.39×（1.35）〔楕円形〕Ｎ－51°－ＥＡ６j5152

第16号火葬土坑→本跡縄文土器，土師質土器，陶器，磁器，
砥石，釘，古銭，瓦，軽石，礫，骨片人為平坦緩斜19～263.35× 1.84楕円形Ｎ－50°－ＥＡ６i5154

SK156･187→本跡縄文土器人為平坦垂直362.96× 0.54長方形Ｎ－62°－ＥＡ６i7155

本跡→SK155縄文土器，土師質土器，剥片，礫人為凹凸外傾161.34× 0.64〔楕円形〕Ｎ－54°－ＷＡ６i7156

縄文土器，球状土錘人為凹凸外傾33～380.78× 0.50楕円形Ｎ－28°－ＥＡ６g8163

縄文土器，軽石，礫人為凹凸外傾35～461.01× 0.69楕円形Ｎ－24°－ＷＡ６g8164

縄文土器，陶器，鉄滓，礫人為平坦外傾361.80× 0.59楕円形Ｎ－34°－ＷＡ６g7165

縄文土器人為平坦外傾200.44× 0.40円形－Ａ６g5166

縄文土器人為凹凸緩斜15～200.59× 0.55円形－Ａ６g8168

縄文土器，土師質土器，陶器，礫人為凹凸外傾29～401.72× 0.83不定形－Ａ６g7169
縄文土器，土師質土器，瓦質土器
陶器，磁器，古銭，不明鉄製品，礫人為平坦緩斜30～362.39× 2.08隅丸長方形Ｎ－43°－ＷＡ６j4170

縄文土器，礫人為平坦垂直540.86× 0.41隅丸長方形Ｎ－15°－ＷＡ６g5171
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備 考
重複関係（古→新）主 な 出 土 遺 物覆土底面壁面

規模（m）深さ（cm）
平面形長軸（径）方向位 置番号

深さ長軸（径）×短軸（径）

縄文土器人為平坦緩斜
外傾13～200.58× 0.33楕円形Ｎ－40°－ＥＡ６g6172

縄文土器，剥片人為皿状外傾310.44× 0.39楕円形Ｎ－36°－ＥＡ６g6173

縄文土器人為凹凸緩斜20～291.22× 0.75楕円形Ｎ－70°－ＥＡ６j4174

縄文土器人為平坦外傾150.95× 0.76隅丸方形Ｎ－63°－ＥＡ６j4175
縄文土器，土師質土器，陶器，磁器
砥石，剥片，釘，不明鉄製品人為皿状緩斜241.18× 1.15円形－Ａ６g6178

SK275→本跡縄文土器，土師質土器，陶器，剥片人為平坦緩斜240.85× 0.75楕円形Ｎ－46°－ＥＡ６f6181

本跡→SK155縄文土器人為凹凸外傾501.00×（0.82）〔楕円形〕Ｎ－36°－ＷＡ６i7187

縄文土器，磁器，球状土錘人為皿状外傾401.06× 0.98円形－Ａ６g5188

本跡→SE2人為凹凸外傾161.78× 1.16不定形Ｎ－65°－ＥＡ６e6189

縄文土器人為凹凸外傾20～290.62× 0.40楕円形Ｎ－23°－ＷＡ６f7192

縄文土器，骨片人為皿状外傾361.02× 0.74隅丸長方形Ｎ－35°－ＷＡ６f7193

縄文土器，骨片人為平坦外傾301.62× 1.00楕円形Ｎ－15°－ＷＡ６e5194

SD19→本跡縄文土器人為皿状緩斜351.05× 0.81楕円形Ｎ－５°－ＷＡ６g7198

人為皿状外傾250.98× 0.66不整楕円形Ｎ－18°－ＷＡ６g9203

SD21→本跡縄文土器，礫人為皿状外傾300.66× 0.56楕円形Ｎ－43°－ＥＡ６d7206

本跡→SE3縄文土器人為平坦外傾14～231.15×（0.54）〔円形〕－Ａ６c7207
第22号火葬土坑
SD21→本跡→SE3縄文土器，骨片，礫人為皿状外傾

緩斜28～471.10× 0.64楕円形Ｎ－60°－ＥＡ６d7208

SD21→本跡縄文土器人為平坦外傾140.86× 0.62楕円形Ｎ－27°－ＷＡ６d6209

本跡→SD21縄文土器，剥片人為皿状外傾
緩斜271.50× 0.94不定形Ｎ－38°－ＷＡ６d6210

縄文土器，礫人為皿状緩斜231.33× 1.26不定形Ｎ－５°－ＷＡ６b7211

人為平坦外傾200.66×（0.53）〔楕円形〕Ｎ－19°－ＥＡ６b6212

縄文土器人為皿状外傾311.40× 0.93隅丸長方形Ｎ－45°－ＷＡ６b7214

本跡→PG8縄文土器人為平坦外傾242.46× 0.74長方形Ｎ－54°－ＥＡ６c8215

縄文土器人為平坦緩斜15～231.94× 1.44不定形Ｎ－23°－ＷＡ６b8216

SK308→本跡縄文土器人為平坦垂直741.38× 0.71楕円形Ｎ－46°－ＷＡ６b9217

骨片人為皿状外傾210.60× 0.46楕円形Ｎ－52°－ＷＡ６a6219

縄文土器人為凹凸外傾24～351.12× 0.70楕円形Ｎ－２°－ＥＡ６a8220
第6･7号火葬土坑→
本跡→SD22縄文土器人為皿状外傾34（1.16）× 0.62楕円形Ｎ－38°－ＷＡ６e7221

SK315→本跡→SD23縄文土器人為平坦外傾
垂直862.18× 0.94不定形Ｎ－80°－ＷＡ６c8222

人為平坦外傾191.07×（0.67）〔楕円形〕Ｎ－65°－ＥＺ６j7223

縄文土器人為皿状垂直280.70× 0.38長方形Ｎ－30°－ＷＡ６d8224

SI3→本跡縄文土器，剥片，礫人為凹凸外傾
緩斜20～845.62×（3.00）不定形－Ａ６i4225

縄文土器人為平坦外傾320.68× 0.50楕円形Ｎ－41°－ＷＡ６d6226

縄文土器人為平坦外傾170.58× 0.38楕円形Ｎ－35°－ＥＡ６f7227

縄文土器人為皿状外傾
緩斜121.12× 0.54楕円形Ｎ－44°－ＥＡ６f7228

SD22→本跡縄文土器人為凹凸外傾501.04× 0.54楕円形Ｎ－28°－ＥＡ６e7230

縄文土器人為平坦外傾171.81× 0.72長方形Ｎ－32°－ＷＡ６g7233

第10号墓坑→本跡縄文土器人為平坦垂直621.08× 0.62隅丸長方形Ｎ－65°－ＥＡ６h7236

縄文土器，礫人為平坦緩斜
垂直20～421.60× 0.86長方形Ｎ－74°－ＥＡ６h7238

自然皿状緩斜760.67× 0.50楕円形Ｎ－60°－ＥＢ６b5240

縄文土器人為平坦外傾951.24× 1.19円形－Ｂ６b5241

人為平坦外傾460.55× 0.54円形－Ｂ６b5242

人為凹凸緩斜120.64× 0.55楕円形Ｎ－55°－ＷＢ６a6243

人為皿状外傾490.57× 0.45不整楕円形Ｎ－14°－ＷＢ６a6244

縄文土器，礫人為皿状外傾390.98× 0.86隅丸長方形Ｎ－26°－ＷＡ６i8245

自然皿状緩斜630.70× 0.42不定形Ｎ－11°－ＷＡ６j7246

SI3→本跡人為平坦外傾300.76× 0.74円形－Ａ６j5247
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瀬沼遺跡

備 考
重複関係（古→新）主 な 出 土 遺 物覆土底面壁面

規模（m）深さ（cm）
平面形長軸（径）方向位 置番号

深さ長軸（径）×短軸（径）

自然皿状外傾380.50× 0.48円形－Ａ６i8248

人為平坦外傾180.79× 0.68楕円形Ｎ－42°－ＷＡ６g4249

人為皿状緩斜280.69× 0.62楕円形Ｎ－47°－ＷＢ６a3250

自然平坦外傾420.60× 0.47楕円形Ｎ－１°－ＷＡ６g8251

人為凹凸緩斜14～170.75× 0.66楕円形Ｎ－33°－ＷＡ６j8253

本跡→SK255人為凹凸緩斜９～13（0.51）× 0.52〔楕円形〕Ｎ－36°－ＷＡ６j7254

SK254→本跡縄文土器人為凹凸緩斜13～160.58× 0.50楕円形Ｎ－14°－ＥＡ６j7255

縄文土器，陶器人為平坦外傾32～721.22× 0.85隅丸長方形Ｎ－68°－ＥＡ６h8256

自然皿状外傾
緩斜400.91× 0.59楕円形Ｎ－26°－ＷＡ６f9257

縄文土器人為平坦垂直751.00× 0.90楕円形Ｎ－50°－ＥＢ６b6258

第12号火葬土坑→本跡縄文土器人為平坦外傾16～21（0.74）×（0.50）〔楕円形〕Ｎ－82°－ＥＡ６h8259

本跡→SK261人為凹凸緩斜６～８1.88×〔0.84〕不定形Ｎ－59°－ＷＡ６h6260

SK260→本跡縄文土器人為凹凸緩斜８～140.90× 0.83不定形Ｎ－67°－ＷＡ６h6261
SK293，第13･14号
火葬土坑→本跡縄文土器人為平坦外傾22（0.94）× 0.66〔楕円形〕Ｎ－75°－ＥＡ６h6266
SK293･第14号火葬土坑
→本跡縄文土器人為平坦外傾281.06× 0.64楕円形Ｎ－24°－ＷＡ６h6267

本跡→第31号火葬土坑人為皿状外傾450.74× 0.43楕円形Ｎ－３°－ＷＡ６j5268

SK273→本跡縄文土器，礫人為平坦緩斜
外傾261.01× 0.64楕円形Ｎ－18°－ＷＡ６g5272

本跡→SK272縄文土器人為皿状外傾34（0.55）× 0.45楕円形Ｎ－18°－ＷＡ６g5273

本跡→SK181人為平坦緩斜10～141.13×（0.93）楕円形Ｎ－55°－ＷＡ６f6275

人為平坦外傾
垂直600.89× 0.75楕円形Ｎ－１°－ＥＡ６f5283

人為平坦外傾
垂直430.60× 0.54楕円形Ｎ－59°－ＥＡ６f5284

人為平坦外傾
垂直380.62× 0.37楕円形Ｎ－１°－ＥＡ６e5285

本跡→PG4人為平坦外傾492.09× 1.31不整長方形Ｎ－53°－ＥＡ６f6286
第2号火葬土坑→本跡
→SK288人為平坦外傾241.20× 0.68楕円形Ｎ－61°－ＥＡ６f6287

SK287→本跡縄文土器人為皿状外傾32（0.78）× 0.61〔楕円形〕Ｎ－33°－ＷＡ６f6288

人為平坦外傾48～511.20× 0.90不整楕円形Ｎ－13°－ＥＡ６b7290

縄文土器人為皿状緩斜17～230.67× 0.55楕円形Ｎ－30°－ＷＡ６f7291

本跡→SK266･267縄文土器，陶器，剥片人為平坦緩斜361.48× 0.84不定形Ｎ－50°－ＷＡ６h6293

縄文土器自然平坦外傾160.93× 0.75隅丸長方形Ｎ－50°－ＷＡ６f7294

縄文土器，土師質土器，剥片，礫人為平坦緩斜18～372.14× 0.54長方形Ｎ－50°－ＷＢ６a4295

人為凹凸外傾７～300.60× 0.53楕円形Ｎ－56°－ＷＡ６h7297

SK303→本跡縄文土器人為平坦緩斜14～251.48× 0.91楕円形Ｎ－80°－ＥＡ６a8302

本跡→SK302縄文土器，剥片人為平坦外傾21～261.60× 1.28〔楕円形〕Ｎ－12°－ＥＡ６a8303

人為凹凸緩斜10～201.02× 0.70不整楕円形Ｎ－60°－ＥＡ６b7304

縄文土器，剥片人為平坦外傾
緩斜65～773.02× 1.80不定形Ｎ－50°－ＥＢ６a5306

第13号火葬土坑→本跡礫人為凹凸緩斜20～331.79× 1.16〔隅丸長方形〕Ｎ－33°－ＷＡ６g6307

SK315→本跡→SK217縄文土器，剥片，礫人為平坦緩斜41～50（3.25）× 1.29不整楕円形Ｎ－88°－ＥＡ６b8308

縄文土器人為平坦外傾42～491.52× 1.31不整長方形Ｎ－80°－ＥＡ６b8309

縄文土器人為凹凸緩斜11～251.88× 1.47不定形Ｎ－78°－ＥＡ６a8310

SK321→本跡人為皿状緩斜15～511.13× 0.86不定形Ｎ－12°－ＥＡ６h5311

縄文土器人為平坦外傾331.03× 0.87楕円形Ｎ－52°－ＥＡ６c7312

人為皿状緩斜24～301.25× 0.77楕円形Ｎ－11°－ＥＡ６c8314

本跡→SK222･308縄文土器人為平坦外傾42～482.73× 1.28不整楕円形Ｎ－75°－ＥＡ６c8315

自然平坦垂直270.41× 0.35楕円形Ｎ－75°－ＷＡ６g5317

縄文土器人為平坦外傾23～281.22× 0.93楕円形Ｎ－15°－ＷＡ６i7318
本跡→SK147･148・
SD18人為平坦－200.78×（0.54）〔長方形）Ｎ－64°－ＥＢ６a4319

第３号墓坑→本跡人為平坦外傾121.72× 0.56不定形Ｎ－32°－ＷＡ６j6320
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（４）ピット群

今回の調査で，ピット群が８か所確認された。いずれのピット群も中世または近世の遺構確認面から確認さ

れているが，第９～１１号ピット群は第２～４・６・８号ピット群より下層で確認されており，やや時期差があ

るものとみられる。重複関係から近世以降とみられるが，明確な出土遺物がなく，時期を決定することができ

ない。ここでは，ピット一覧表と平面図をそれぞれ記載する。

第２号ピット群（第１０９図）

調査区南部のB６c６～B６f７区にかけての東西８m，南北１６mの範囲から，柱穴状のピット１５か所が確認さ

れた。平面形は長径２３～８６cmの円形または楕円形で，深さが１２～６０cmである。覆土中から縄文土器片が出土

しているが，ピットの分布状況から建物跡は想定できない。時期・性格ともに不明である。

第３号ピット群（第１１０図）

調査区南部のA６j６～B６a７区にかけての東西８m，南北８mの範囲から，柱穴状のピット５か所が確認さ

れた。平面形は長径２７～３５cmの円形で，深さが９～

２９cmである。本ピット群は，重複関係から第１８号溝跡

より新しいものである。覆土中から縄文土器片が出土し

ているが，ピットの分布状況から建物跡は想定できな

い。時期・性格ともに不明である。
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第１０９図 第２号ピット群実測図

表20 第２号ピット群 ピット一覧表

規 模 （cm）
形 状位 置番号

規 模 （cm）
形 状位 置番号

深 さ短 径長 径深 さ短 径長 径
262023楕円形Ｂ６d79363052不定形Ｂ６f71
408086円形Ｂ６d61060（18）54〔楕円形〕Ｂ６e72
132932楕円形Ｂ６c611503944楕円形Ｂ６e63
152834不定形Ｂ６c612254254楕円形Ｂ６e74
40（14）40〔楕円形〕Ｂ６c613403759不定形Ｂ６e75

25～541924楕円形Ｂ６e614253341楕円形Ｂ６e76
463438楕円形Ｂ６e715483655楕円形Ｂ６e77

12～182833楕円形Ｂ６e78

第１１０図 第３号ピット群実測図
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第４号ピット群（第１１１図）

調査区中央部のA６f５～A６g６区にかけての東

西８m，南北８mの範囲から，柱穴状のピット

８か所が確認された。平面形は長径３０～５７cmの

円形または楕円形で，深さが１５～５５cmである。

覆土中から縄文土器片や土師質土器片が出土して

いるが，ピットの分布状況から建物跡は想定でき

ない。時期・性格ともに不明である。

第６号ピット群（第１１２図）

調査区北部のZ６i７～Z６j８区にかけての東西８m，南北８m

の範囲から，柱穴状のピット４か所が確認された。平面形は長径

３９～６１cmの円形または楕円形で，深さが１３～２４cmである。覆土

中から縄文土器片が出土しているが，ピットの分布状況から建物

跡は想定できない。時期・性格ともに不明である。

瀬沼遺跡

P1P2

P3

P4
Z6j8

表21 第３号ピット群 ピット一覧表

規 模 （cm）
形 状位 置番号

規 模 （cm）
形 状位 置番号

深 さ短 径長 径深 さ短 径長 径
152727円形Ａ６j6493535円形Ａ６j71
232527円形Ａ６j75292627円形Ｂ６a72

82728円形Ｂ６a73

表22 第４号ピット群 ピット一覧表

規 模 （cm）
形 状位 置番号

規 模 （cm）
形 状位 置番号

深 さ短 径長 径深 さ短 径長 径
554350楕円形Ａ６f65233135楕円形Ａ６f51
232330楕円形Ａ６g66153648楕円形Ａ６f52
193840円形Ａ６g67252833楕円形Ａ６f53
－3030円形Ａ６g58－5057楕円形Ａ６g54

表23 第６号ピット群 ピット一覧表

規 模 （cm）
形 状位 置番号

規 模 （cm）
形 状位 置番号

深 さ短 径長 径深 さ短 径長 径
203240楕円形Ｚ６j73154041円形Ｚ６j71
135061楕円形Ｚ６i84243539楕円形Ｚ６j72

第１１２図 第６号ピット群実測図
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第１１１図 第４号ピット群実測図
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第８号ピット群（第１１３図）

調査区北部のA６a７～A６d９区にかけての東西１２m，南北１６mの範囲から，柱穴状のピット１１か所が確認さ

れた。平面形は長径３７～６０cmの円形または楕円形で，深さが１７～７５cmである。覆土中から縄文土器片が出土

しているが，ピットの分布状況から建物跡は想定できない。時期・性格ともに不明である。

第９号ピット群（第１１４図）

調査区南部のA６h４～B６a８区にかけての東西２０m，南北１６mの範囲から，柱穴状のピット５０か所が確認さ

れた。平面形は長径１６～５３cmの円形または楕円形で，深さが５～６４cmである。覆土中から縄文土器片が出土

しているが，ピットの分布状況から建物跡は想定できない。時期・性格ともに不明である。
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表24 第８号ピット群 ピット一覧表

規 模 （cm）
形 状位 置番号

規 模 （cm）
形 状位 置番号

深 さ短 径長 径深 さ短 径長 径
484050楕円形Ａ６c97355057不整楕円形Ａ６d71
253740円形Ａ６a88452840楕円形Ａ６d62
252637楕円形Ａ６a89754450不整楕円形Ａ６d63
253140楕円形Ａ６a810174151楕円形Ａ６b64
205257円形Ａ６a811204460楕円形Ａ６a75

523841円形Ａ６c86

第１１３図 第８号ピット群実測図
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瀬沼遺跡
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第１１４図 第９号ピット群実測図

表25 第９号ピット群 ピット一覧表

規 模 （cm）
形 状位 置番号

規 模 （cm）
形 状位 置番号

深 さ短 径長 径深 さ短 径長 径
203647楕円形Ａ６i626372025楕円形Ａ６h71
154453楕円形Ａ６j727521216楕円形Ａ６h72
203244楕円形Ａ６j728591420楕円形Ａ６h73
232830不整円形Ａ６j729642829円形Ａ６h74
183540楕円形Ａ６j730192124楕円形Ａ６i75
52628円形Ａ６j731123033円形Ａ６i76
331327楕円形Ａ６j632281822楕円形Ａ６i77
331830楕円形Ａ６j633132225楕円形Ａ６i78
163050楕円形Ｂ６a734201825楕円形Ａ６i79
82839楕円形Ａ６j635171320楕円形Ａ６i710
143439楕円形Ａ６j636172128楕円形Ａ６i711
203846不整楕円形Ａ６j637102533楕円形Ａ６i712
182934不整楕円形Ａ６j638173136楕円形Ａ６i713
241625楕円形Ａ６j63935（19）35〔楕円形〕Ａ６i714
103143不整楕円形Ａ６j6408～143945不整楕円形Ａ６i715
133745楕円形Ｂ６a641253436円形Ａ６i816
102835楕円形Ｂ６a642153437円形Ａ６j817
152628円形Ｂ６a643183041不整楕円形Ａ６j818

19～243034楕円形Ａ６j544122834楕円形Ａ６j819
123845楕円形Ａ６j545512338楕円形Ａ６i720
283847楕円形Ａ６j54683132円形Ａ６i721
172326楕円形Ｂ６a44793235円形Ａ６i622
143543楕円形Ｂ６a448144043楕円形Ａ６i623
162123円形Ｂ６a449132440楕円形Ａ６i624
233440楕円形Ｂ６a450143640楕円形Ａ６j625
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第１０号ピット群（第１１５図）

調査区中央部のA６d４～A６i６区にかけての東西２８m，南北２４mの範囲から，柱穴状のピット３３か所が確認

された。平面形は長径２２～５３cmの円形または楕円形で，深さが９～６５cmである。覆土中から縄文土器片が出

土しているが，ピットの分布状況から建物跡は想定できない。時期・性格ともに不明である。
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表26 第10号ピット群 ピット一覧表

規 模 （cm）
形 状位 置番号

規 模 （cm）
形 状位 置番号

深 さ短 径長 径深 さ短 径長 径
152224楕円形Ａ６f512473239楕円形Ａ６h51
283033円形Ａ６e513202530楕円形Ａ６i42
293841楕円形Ａ６e614333337楕円形Ａ６i43
272935楕円形Ａ６e615112535楕円形Ａ６g54
263437楕円形Ａ６f616212630楕円形Ａ６g55
252930円形Ａ６f617383340楕円形Ａ６g56
313435円形Ａ６f618304253楕円形Ａ６g67
434044円形Ａ６f619153037楕円形Ａ６g58
392232楕円形Ａ６d6209～152934楕円形Ａ６g59
162930円形Ａ６e621343544楕円形Ａ６g510
212425円形Ａ６e62213～302426楕円形Ａ６f511

第１１５図 第１０号ピット群実測図
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第１１号ピット群（第１１６図）

調査区北部のZ６j７～A６c９区にかけての東西１２m，南北１６mの範囲から，柱穴状のピット１５か所が確認さ

れた。平面形は長径２３～６１cmの円形または楕円形で，深さが１９～５５cmである。覆土中から縄文土器片が出土

しているが，ピットの分布状況から建物跡は想定できない。時期・性格ともに不明である。

（５）遺構外出土遺物

今回の調査で出土した遺物のうち，遺構に伴わない特徴的なものを実測図（第１１７図）と観察表で記載する。

瀬沼遺跡

P6

P5

P4

P3

P2

P9
P7

P8

P11

P13

P14

P10

P15

P12

P1

A
6b
7

A
6c
9

規 模 （cm）
形 状位 置番号

規 模 （cm）
形 状位 置番号

深 さ短 径長 径深 さ短 径長 径
312222円形Ａ６f529233745楕円形Ａ６d623
652828円形Ａ６f530192730楕円形Ａ６d624
112223円形Ａ６f531203136楕円形Ａ６d625
152125楕円形Ａ６e53214～273747楕円形Ａ６d626
152531楕円形Ａ６e533142226楕円形Ａ６e627

152930円形Ａ６f528

第１１６図 第１１号ピット群実測図

表27 第11号ピット群 ピット一覧表

規 模 （cm）
形 状位 置番号

規 模 （cm）
形 状位 置番号

深 さ短 径長 径深 さ短 径長 径
432627円形Ａ６b79272626円形Ａ６b81
333036楕円形Ａ６b710555561楕円形Ａ６a72
312223円形Ａ６b711192324円形Ａ６a73
212330楕円形Ａ６b912202534楕円形Ａ６a74
282427楕円形Ａ６b713423335円形Ａ６a85
272025楕円形Ａ６b714604763楕円形Ｚ６j76
222525円形Ａ６b715283645楕円形Ａ６c77

252224円形Ａ６b78



―１３０―

TP25
TP26

TP23 TP24

Q9

Q11
Q12

Q10

DP4

73

72

71

第１１７図 遺構外出土遺物実測図

遺構外出土遺物観察表（第117図）

備 考出土位置手法・文様の特徴焼成色 調胎土 胎土色底径器高口径器 種種 別番号

肥前系 80％SK124
覆土中

外面雪輪梅樹文 高台に二重円
高台内「□」良好灰白緻密 灰白4.55.310.3中碗磁器71

瀬戸・美濃系
30％

SX5
覆土中志野丸皿 長石釉良好黄灰細砂 黄灰6.91.9〔10.7〕小皿陶器72

中期後葉
5％ PL15

SI3
覆土中

沈線が沿う隆帯による文様
区画内はRL単節縄文施文普通明赤褐長石・雲母－（6.5）－深鉢縄文土器TP23

後期前半
5％

SK132
覆土中

口縁部の沈線下にRL単節縄文施
文普通橙長石・石英・

雲母－（6.4）－深鉢縄文土器TP24
前期後半
5％

SK144
覆土中

口唇部はキザミ目を施す 口縁部は半裁
竹管による刺突文の上に条線文を施す普通にぶい橙長石・雲母・

赤色粒子－（2.8）－深鉢縄文土器TP25
前期後半
5％ PL15

SK194
覆土中

口縁部は縦方向の沈線を施文 胴部は貝殻
腹縁文を施文後，工具圧痕による円形文様普通にぶい黄橙長石・雲母－（4.3）－深鉢縄文土器TP26

備 考出土位置特 徴材 質重 量厚さ幅長さ器 種番号

丹波系 5％表土擂鉢の側面を砥面として使用 胎土色灰細砂－2.15.38.5擂鉢73

表土陶製前後組み合わせ 灰釉 眉と目は鉄釉を施す細砂（16.2）3.03.4（3.0）人形カDP4

表土凹み石転用安山岩（150.1）2.7（5.7）（7.4）磨石Q9

PL15表土表面は多くの自然面で，左側縁のみ加工痕を残す 背面
はほぼ平坦で，右側縁に加工痕を残す 石鏃未製品カ

チャート5.050.82.42.8二次加工を
有する剥片Q10

PL15表土両面押圧剥離チャート（1.30）0.61.9（1.7）石鏃Q11

PL15表土両面押圧剥離チャート1.200.41.52.3石鏃Q12
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第４節 ま と め

瀬沼遺跡は，平成１８年度の調査（以下，「前回の調査」）で明らかにされたように，縄文時代の竪穴住居跡１

軒と古墳時代の竪穴住居跡１軒が確認され，標高１０mほどの台地平坦部を居住域としていたことが判明してい

る。平成１９年度の調査（以下，「今回の調査」）では，縄文時代の竪穴住居跡のほか，中世の墓跡，さらに近世

の墓跡や運河跡などが新たに確認されている。ここでは，今回確認できた主な遺構と出土遺物の特徴について

述べていく。

１ 縄文時代の遺構と遺物について

前回の調査では，阿玉台Ⅱ式期の竪穴住居跡１軒，土坑２基，ピット１基が確認されており，当遺跡は居住

域であったことが判明している。今回の調査で確認された縄文時代の遺構は，第３号住居跡及び第２８９・２９８・

３１３号土坑である。第３１３号土坑は遺物が出土していないが，ほかの遺構から出土している縄文土器片は，頸部

が無文帯であるものや，隆帯に沿った爪形の文様がみられるもの，波頂部下に隆帯によるU字状・O字状を有

し，縄文を施文しないなどの特徴がある。これらのことから，阿玉台Ⅲ式期にあてはめることができ，前回の

調査で出土した阿玉台式土器とはやや時期差がみられる。石器・石製品は，石鏃や凹み石を転用した磨石など

のほか，遺構に流れ込んだ剥片やチップ状の砕片や石鏃未製品を想起させる三角形状に加工したチャートの剥

片も出土していることは特筆される。また，今回の調査で中世・近世の遺構が構築された層中に，阿玉台Ⅲ式

期の土器片が含まれていたことが確認されている。その出土範囲は明確でないが，３０００点を超える総数からみ

ると，当遺跡で確認された阿玉台Ⅲ式期の住居跡が単独ではなく，小規模ながらも同時期の竪穴住居跡などが

調査区域外に存在しているものと想定される。遺構に伴わない縄文土器片は，土塔貝塚や冬木貝塚などから出

土している浮島Ⅱ～Ⅲ式期や加曽利EⅠ式期，堀之内Ⅰ式期の土器片も数点確認されている。

２ 中世の遺構について

（１）墓坑

確認された１１基の墓坑のうち，六道銭が中央あるいはコーナー付近にまとまって確認された墓坑は９基存在

し，その古銭から埋葬された時期は中世後半（１５世紀後半から１６世紀前半）と大別することができる。これら

の墓坑は，後世の遺構に掘り込まれて原形をとどめていないものもあるが，その規模の平均は長軸（径）が

１．２４m，短軸（径）が０．８５m，平面形が隅丸長方形あるいは楕円形で，その形状から屈葬の状態で埋葬されたも

のとみられる。ほかに土師質土器が出土した墓坑が２基確認されており，その規模は六道銭を伴う墓坑とほぼ

同じである。この２基の墓坑は，土師質土器の様相から，六道銭が出土している墓坑とほぼ同時期に比定でき

るものの，出土品が異なっている。

（２）火葬土坑

火葬土坑は４１基検出されている。骨片や骨粉が確認され，覆土中に炭化物や焼土ブロックを含んでいる土坑

が該当するが，当遺跡で確認できた火葬土坑は，壁面や底面に火熱を受けた痕跡が残っているものが少ないた

め，含有物や形状などを考慮して火葬土坑と判断した。火葬土坑の形状を分類すると，掘り込まれているため

に形状は不明なものが多いものの，T字形，円形または楕円形，L字形や不定形などに分けることができる。

この分類は，本来の形状が明らかでないものも含まれているため再考の余地はあるが，確認された状況からは

瀬沼遺跡
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火葬土坑の形状が複数に分類できる。最も多いのはT字形で，４１基のうち２０基で約５割を占めている。T字形

の燃焼部は，平均すると長軸１．２５m，短軸０．５７mほどのものが多く，その規模からは屈葬の状態で火葬された

可能性が考えられる。また，中世墓坑の長軸や短軸と規模を比較すると，T字形の火葬土坑とほぼ同じ規模で

あることは注目される。このことは石守晃氏も群馬県の事例において指摘しており１），当遺跡の様相が一致し

ていることは興味深い。火葬土坑の時期は，中世の墓坑と重複しているものも確認されていることから，中世

後半と推定できる。

（３） 墓跡の様相

町域あるいはその周辺において中世の墓地に関連する遺構が確認された遺跡は，近隣の境町に所在する桜井

前遺跡から火葬土坑４基，町域の石畑遺跡から火葬墓１基などであるが，当遺跡で確認された墓坑や火葬土坑

と数量を比較すると大きな差がみられ，墓坑の集団化された様相がうかがえる。当遺跡は，調査区中央付近の

南北幅３０m，確認できた東西幅２０mの範囲にまとまって墓域を形成している。その墓域を区画するような溝や

柵などは確認されていないものの，離れた位置に墓坑や火葬土坑が見当たらないことや，火葬土坑同士の重

複，さらに墓坑を掘り込んでいる火葬土坑もあることは，この範囲を火葬の地，また墓地として利用していた

と考えられる。斉藤弘氏は，北関東地方における中世墓地の様相について「中世墓地に火葬施設や井戸及び地

下式坑が伴う事例が多い」と述べている２）。当遺跡では地下式坑は確認されていないが，墓域内に出土遺物が

ないため時期不明とした第１・２・５号井戸跡が存在していることから，これらが墓地と関連することも想定

される。なお，集落や寺院などと墓地の関係が今回の調査では明らかにすることができなかったが，１４～１５世

紀頃に庶民層の造墓活動が始まり，１５～１６世紀には一部で共同墓地を形成される現象３）を当遺跡の様相からも

うかがうことができる。

３ 近世の遺構と遺物について

（１）墓坑

近世の墓坑は第１２号墓坑の１基のみで，共同墓地化された中世期とは異なる様相を示している。この墓坑

は，隅丸方形あるいは隅丸長方形と推測され，副葬品である肥前系の水滴のほか，寛永通宝が１点出土してお

り，さらに骨片１点も確認されている。遺骨を納めたとみられる棺材や蔵骨器などはなく，その遺存状況から

屈葬の状態で直葬されたものとみられる。当遺跡から２００mほど離れた北西方向に高福寺が存在しているが，

当遺跡周辺が墓地として利用した記録はなく４），寺院墓地は想定しにくい。本跡は，確認された中世期の集団

化された墓地様相とは異なっている。

（２）運河跡

第１号運河跡は，古地図や古文書で確認できなかったため，運河についての詳細は明らかにできていない

が，今回の調査で確認された先端部は舟着場跡とみられ，底面が長方形を呈しており，杭列の遺存状況や杭列

周辺に板柵とみられる板材も多量に出土している。この運河跡が機能していた近世後半の五霞町は，周囲に権

現堂川，赤堀川，逆川が流れ，村内にいくつかの沼が存在していた。近世の史料（図－１１８）によれば，１７世紀

中葉頃の幸主地区は幸館村と幸館新田村，主税新田村に分かれており，それらの村落内に多くの畑地が広がっ

ていたことを読み取ることができる。当遺跡の位置は幸館新田村内と推定され，その周囲には畑地が広がって

いるほか，南東方向にひよせ沼が存在していた。また，この史料には権現堂川とひよせ沼を結ぶ水路が存在し
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ている。それは沼と川を結んでいることから，村落あるいは耕地の悪水を排水したり，権現堂川から取水した

りするための水路と推測される。図－１１９は欠年であるが，畑地が水田化している状況から前述した図－１１８よ

りも新しいものとみられ，さらに主税新田や幸館新田の地名が存在することから，幸主地区となる近代以前の

史料と推測でき，当遺跡で確認された運河跡の時期と最も近い時期の史料に位置づけられる。この史料には１７

瀬沼遺跡

瀬沼遺跡
推定地稲荷宮

郷蔵
高福寺

第１１８図 幸館新田・主税新田絵図 寛文九年（１６６９）

第１１９図 幸館新田村耕地絵図 欠年
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世紀中葉に当遺跡付近にみられた畑地が水田化されているなど，村内の土地利用が変わっているようすを読み

とることができる。当遺跡周辺が水田化されていった当時の状況を踏まえれば，沼と河川を結ぶ大規模な水路

に合流している小規模な水路ともみることができ，第１号運河跡は周辺の水田と結びついた水路としての機能

も兼ねていたことが想定される。

確認された先端部の舟着場跡は，出土遺物から１９世紀前半に埋め戻されて，運河としての機能を終えてい

る。その遺物は陶器片が瀬戸・美濃系，磁器片は肥前系がそれぞれ大半を占めているのが特徴で，遺物時期

は，１７世紀後半のものも一部含まれているが，ほとんどの遺物が１８世紀後半から１９世紀前半に比定できるもの

である。ほかに，羽口の破片１点と鉄滓１点も出土している。「茨城県の地名」によれば，近世後半の主税新

田村に古鉄商を営む者がいたことが記されているが５），鍛冶屋などの記録は確認できていない。

また，船着場付近を除く河道部は，青灰色系の砂粒を含む覆土が類似しており，さらに１区覆土中から「茨

城県猿島郡五霞村幸主 □□□□（人名カ）」と墨で住所などが記された荷札状の板材が出土していることから，

１・３区の運河は明治２９年以降も存在していたことが判明している。

（３）土坑

近世の土坑は第３２１号土坑の１基である。本来の性格は不明であるが，遺物の出土状況から埋め戻される際

に廃棄場とされている。平面形は不定形で，底面が有段状であることから，異なる３基の土坑が重複しているこ

とも想定できる。しかし，図示できなかった遺物も含めた総重量は５５００gを超えることや，その出土範囲に偏り

がなく，土坑内にまんべんなく分布していることから，単一の土坑とした。本跡や第１号運河跡から多量に出土

した陶磁器類の様相は，庶民向けに大量生産されたものであり，焙烙の割れた箇所を銅線で結びつけた修繕痕も

みられるなど，前章で述べた同所新田遺跡で確認された土坑の陶磁器と時期に差はほとんどみられない。

以上，今回の調査で確認された各時代の主な遺構について述べてきた。２年次にわたる調査から，縄文時代

中期の遺構が確認できたことで，町域における縄文時代の様相が若干ではあるが明らかになった。近世期の古

地図や古文書によって，当遺跡周辺の景観を具現化するには至らなかったが，中世の集団墓地や近世に構築さ

れた運河跡などの新たに確認された遺構は希少で，景観を復元していく具体的な資料の一つになると思われる。

註）
１）石守晃「所謂中世土坑墓について：その基本的な形態などについての覚書」『群馬の考古学』群馬県埋蔵文化財調査事業
団 １９８８年

２）斉藤弘「中世後期の墓地－下野を中心に－」『栃木県考古学会誌』第１８集 栃木県考古学協会 １９９６年１１月
３）２）に同じ 斉藤氏は，当該期の集団墓地について先学の研究論考を紹介し，全国的にみられることを述べている。
４）五霞町教育委員会「五霞町の村絵図〈２〉」『五霞町の歴史資料６』２００４年３月
５）下中邦彦編集「茨城県の地名」『日本歴史地名大系』第８巻 １９８２年１１月 P．７８０
「天保１４年の一札之事」（松本好司文書）によると，天保１４（１８４３）年の五霞村主税新田の集落に古鉄商１とある。文書は
実見できていない。
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付 章

同所新田遺跡出土鉄滓等の分析調査（抜粋）

JFEテクノリサーチ株式会社

分析・評価事業部

埋蔵文化財調査研究室

１．はじめに

茨城県猿島郡五霞町大字小福田に所在する同所新田遺跡から出土した鉄関連遺物について，化学成分分析を

含む自然科学的観点での調査を依頼された。出土遺物の化学成分分析，外観観察，ミクロ組織観察，資料の製

造工程上の位置づけおよび始発原料などを中心に調査した。その結果について報告する。

なお，紙面制約のため外観写真は割愛した。実測図を参考にされたい。また，顕微鏡写真，図表については

重要なもののみを記載した。

２．調査項目および試験・観察方法

調査資料の記号，出土遺構・注記および調査項目を表１に示す。調査項目，調査方法は昨年度調査（参考文

献１）と同一である。

３．調査結果および考察

分析調査結果を図表にまとめて１４４頁～１４７頁に示す。表１に調査資料と調査項目をまとめた。表２～表４に

資料の化学成分分析結果を示す。砂鉄・鉄滓の顕微鏡ミクロ組織を１４７頁～１４８頁に，マクロ写真と金属鉄の顕

微鏡組織，EPMAのカラーマッピングと定性分析結果を１４８頁に示す。鉱物組織の英文，化学式は一括して

５．参考に示した。各資料の調査結果をまとめ，最も確からしい推定結果を最後にまとめる。以下，資料の番

号順に述べる。

資料番号No．１ 砂鉄，着磁度：（強），MC：なし

外観：重量は水洗前２．４g，水洗後１．６８gで，約３０％が付着泥土である。表面には粘土質の泥土がまぶしたよう

に付着し，通常の砂鉄の黒色は見られない。水洗により部分的に泥が除去されるが密着したものが多く，完全

には除去できない。粒径が２～３mm大のやや大きな粒子が観察されるが小さな砂礫と思われる。水洗後の粒

子は大きな粒子側に長石類と思われる粒子が多く見られ，半透明な石英（Quartz：SiO２）は余り観察されない。

粒子は全体に角がとれており，川砂鉄の可能性が高いように思われる。定義に基づく着磁度は測定できないが

強い着磁がある。メタル反応はない。

顕微鏡組織：１０倍のマクロ組織は，白色の砂鉄粒子とともに灰色の砂鉄粒子よりも大きい珪石や長石粒などが

観察される。十分に精製された様には思えない。１４７頁の組織写真１-２に１００倍の顕微鏡組織を示す。乳白色

の磁鉄鉱系の砂鉄，ウィードマンステッテン型格子模様のチタン磁鉄鉱砂鉄粒子，やや灰色気味でややガラス

質様の石英などが観察される。格子模様のチタン磁鉄鉱があまり多くなく，酸化チタンの含有量は余り高くな

いと思われる。
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化学成分：化学成分分析結果を表２に示す。泥土は後天的に付着したと考えられ，水洗により泥土を除去して

分析した。全鉄（T．Fe）が４１．９%である。酸化第一鉄（FeO）は２１．０％，酸化第２鉄（Fe２O３）は３６．６％で

FeOとFe２O３の比率は３６．５：６３．５である。酸化チタン（TiO２）は８．２６％含まれ中酸化チタン砂鉄（TiO２：１０％

前後）の範疇にある代表的な不純物であるSiO２は１８．６％，Al２O３は４．９８％である。この砂鉄の品質を砂鉄の特

徴的成分である酸化チタン（TiO２），全鉄（T．Fe），酸化マンガン（MnO），バナジウム（V）の面から検討し

た。全鉄とTiO２の関係は，T．Feがやや低く，中酸化チタン砂鉄の位置づけにある。昨年度調査の砂鉄は夾雑

物が多く，全鉄，TiO２も低い位置にあるが，本来であれば今年度調査砂鉄と同程度であろう。

V/T．FeとTiO２/T．Feの関係は，T．Feで基準化してあり，不純物，夾雑物の影響を受けにくい。ややV/TiO２

の比が高いが栃木，千葉などの砂鉄と同種の位置づけにある。図２のV/TiO２とTiO２/T．Feの関係や

MnO/TiO２とTiO２/T．Feの関係でも関東地方の砂鉄と同種と見られる位置にある。造滓成分量

（SiO２+Al２O３+CaO+MgO+Na２O+K２O）とT．Feの関係では造滓成分量が多くなっているが，おそらく，付着土

砂などの影響も受けているはずで，砂鉄そのものの造滓成分量はもっと少なく，全鉄分は多くなるであろう。

以上の結果から本砂鉄は利根川，那珂川水系に由来する関東地方（栃木，茨城，千葉）の砂鉄と同系統では

ないかと思われ，昨年度調査の砂鉄と同質と推察される。

資料番号No．２ 椀型滓，（第６号不明遺構出土）着磁度：１～２，MC：なし

外観：重量は３４３．９gで，法量は長さ７８mm，幅１０３mm，厚さ４３mm。２段の椀型鍛冶滓で，全体に鉄銹（オキ

シ水酸化鉄）茶褐色が染みている。破面はない。上面は中央がやや窪み，突起状の滓の盛り上がりが写真右下

側に見られる。写真下側は直線状を呈し，板状鉄素材が接していた可能性がある。突起状滓の欠けた面で見る

と，滓そのものは黒色で小さく発泡している。下面は炉内の堆積状態を写し，凹凸が激しい。不明瞭ながら５

～１０mm大の木炭痕が観察される。着磁度は１～２で弱く，メタル反応はない。右１/５を直線切断。

顕微鏡組織：滓部分の顕微鏡組織を組織写真２-１に示す。写真２-１に示す凝集状に近いウスタイト

（Wustite：FeO）が大部分で，その背後にファイヤライト（Fayalite：２FeO･SiO２），が観察される組織が全体

の半分程度である。残りの半分は，樹枝状ウスタイトと繭玉状ウスタイトとファイヤライトからなる｡鍛冶滓

に多く見られる組織である。

X線回折結果：ウスタイト（Wustite：FeO）が最強の回折線を示し，主要鉱物相である。次いでマグネタイト

（Magnetite：Fe３O４）弱い回折線を示す。この他にはリューサイト（Leucite：K２O･Al２O３･４SiO２），モンチセラ

イト（Monticelite：CaO･MgO･SiO２），ファイヤライト（Fayalite：２FeO・SiO２）等が微弱な回折線を示し，

存在が確認される。主要鉱物相は顕微鏡観察と一致する。

化学成分：化学成分分析結果を表３に示す。全鉄４５．４%に対して金属鉄は０．３９％と少量の金属鉄が含まれてい

る。FeOは３６．９%，Fe２O３は２３．３４%である。結合水は１．１６％で，ゲーサイトなどの銹化鉄も少量含まれると思

われる。FeO-Fe２O３-SiO２の３成分系に換算すると４６．９％，２９．６％，２３．５％となり図１ではマグネタイト，ウ

スタイト，ファイヤライトの３組織が晶出すると思われる成分である。顕微鏡組織とはやや異なり，ウスタイ

トはマグネタイトとの混晶の可能性もある。SiO２は１８．５％でAl２O３は５．９１％である。TiO２は０．３０％と少なく，

成分のみでは始発原料が砂鉄か判断できない。CaOは多く含まれ５．７３％で，MgOは１．５２％含まれている。ア

ルカリ成分であるK２Oは２．８８％，Na２Oは０．３５％含まれている。造滓成分量（SiO２+Al２O３+CaO+MgO+Na２O

+K２O）は３４．８９％で，鍛冶滓としては多めである。鉄滓の化学成分の特徴から製鉄工程の位置づけを検討する

図３，４，５で見ると図３では鍛錬鍛冶滓のT．Feの低い側で，精錬鍛冶滓のTiO２，T．Feの低い位置にあり，
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造滓成分で薄められていると見られる。また，通常の鍛冶滓の平均的なT．Feとして５０％～６０％位を想定する

とTiO２は０．３３％～０．３９％となり，鍛錬鍛冶滓と見なせる位置になる。図４では鍛冶滓としては造滓成分量が

多く，炉壁や粘土などが多く溶けていると想定される。図５ではTiO２の低い鍛錬鍛冶滓グループの位置にあ

り，T．Feが薄まっていると見てもこのグループの範囲にある。これらの図には昨年度調査の鉄滓データもプ

ロットしているが同質の資料と推察される。

以上の結果から，本資料は鍛錬鍛冶工程で生成した炉壁や粘土との反応が多い，鍛錬鍛冶滓と推察される。

始発原料は砂鉄か否かは判断できない。

資料番号No．３ 椀型滓，（第６号不明遺構出土）着磁度：１，メタル反応：２mm大

外観：重量は２５１．８gで，法量は長さ８４mm，幅７２mm，厚さ３７mmである。羽口の付着した椀型滓の破片で，

滓そのものの破面は１である。滓には茶褐色の鉄銹（オキシ水酸化鉄）が染みている。付着した羽口の先端付

近を中心にして，上面は窪み，下面は炉床の粘土や混和された礫なども付着して椀形を呈している。破面で観

察すると中央側の滓は非常によく溶融し，気泡も少なく緻密で黒色を呈する。周縁部は発泡して粗鬆である。

付着羽口は薄褐色で滓との接触部は黒色ガラス化している。羽口内径は推定困難であるが厚みは１５～１８mmと

推察される。着磁は１で弱く，下側の写真上部に２mm大のメタル反応がある。右斜め１/３を直線切断する。

顕微鏡組織：顕微鏡組織を組織写真３-１に示す。写真３-１では樹枝状のウスタイト（Wustite：FeO）とその

背後に沈むようにファイヤライト（Fayalite：２FeO･SiO２）が観察される。明瞭な鉱物相はこの２種類のみで，

ガラス質から晶出している。ウスタイトは繭玉状で，量的には写真３-１の部分より少ないところもあるが，

資料全体としてはこれらの組織が半々程度である。鍛冶滓に多く見られる組織である。

化学成分：化学成分分析結果を表３に示す。全鉄４０．８%に対して金属鉄は０．２８％と少ない。FeOは３５．２%，

Fe２O３は１８．８%である。結合水は１．５１％で，ゲーサイトなどの銹化鉄も少量含まれると思われる。FeO-Fe２O３-SiO２

の３成分系に換算すると４５．７％，２４．４％，２９．９％となり図１ではマグネタイト，ウスタイト，ファイヤライト

の３組織が晶出すると思われる成分である。顕微鏡組織とはやや異なり，ウスタイトはマグネタイトとの混晶

の可能性もある。SiO２は２３．０％と多く，Al２O３は７．１９％である。TiO２は０．３１％と少なく，成分のみでは始発原

料が砂鉄か判断できない。CaOは多く含まれ６．６５％で，MgOは１．３６％含まれている。アルカリ成分である

K２Oは３．５４％，Na２Oは０．４２％含まれている。造滓成分量（SiO２+Al２O３+CaO+MgO+Na２O+K２O）は４２．１６％で，

鍛冶滓としては多い。鉄滓の化学成分の特徴から製鉄工程の位置づけを検討する図３，４，５で見ると図３では

鍛錬鍛冶滓のT．Feの低い側で，精錬鍛冶滓のTiO２，T．Feの低い位置にある。造滓成分で薄められていると

見られ，通常の鍛冶滓の平均的なT．Feとして５０％～６０％位を想定するとTiO２は０．３８％～０．４６％となり鍛錬鍛

冶滓であったと見なせる。図４では鍛冶滓としては造滓成分量が多く，炉壁や粘土などが多く溶けていると想

定される。図５ではTiO２の低い鍛錬鍛冶滓グループの位置にあり，T．Feが薄まっていると見てもこのグルー

プの範囲にある。

以上の結果から，本資料は鍛錬鍛冶工程で生成した炉壁や粘土との反応が多い，鍛錬鍛冶滓と推察される。

始発原料は砂鉄か否かは判断できない。

資料番号No．４ 椀型滓，（第１２号溜め井跡出土）着磁度：１，メタル反応：なし

外観：重量は１６５２．３gで，法量は長さ１５０mm，幅１２６mm，厚さ７８mmである。厚みのある大きな椀型滓で，

側面方向に３ヶ所破面がある。全体に茶褐色の鉄銹が浸み込み，上面には酸化土砂が付着している。１０mm大
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も木炭痕もみられ，写真中央から下にかけては黒色ガラス質気味の滓が観察される。下面はきれいな椀形で炉

内の小さな木炭を写し，小さなあばた状の凹凸で覆われている。滓そのものは黒色で気泡を多く含んでいる。

着磁度は１で，メタル反応はない。右下１/４で調査資料を採取する。

顕微鏡組織：資料断面は通常の鉄滓とは異なり，やや黄色を帯びている。顕微鏡組織は鉄分の少ないガラス質

の印象である。ほとんど大部分が鉱物組織の存在しないガラス質である。鉱物相がわずかに見られる部分の顕

微鏡組織は，ガラス質の中に短冊状や棒状のファイヤライト（Fayalite：２FeO･SiO２）が観察される。小さな

金属鉄粒も散見される。さらにガラス質の部分でファイヤライトと思われる組織はさらに希薄になっている。

金属鉄粒とゲーサイト（Goethite：α-FeOOH）などの銹化鉄がその周囲に見られる。ガラス成分の多い組織

である。

化学成分：化学成分分析結果を表３に示す。全鉄４１．４%に対して金属鉄は０．０３％とほとんどない。FeOは

３８．８%，Fe２O３は１６．０%である。結合水は０．７９％で，ゲーサイトなどの銹化鉄はほとんど少ないと見られる。

FeO-Fe２O３-SiO２の３成分系に換算すると４５．１％，１８．６％，３６．３％となり図１ではがSiO２多いクリストバライ

ト（Cristobalite：SiO２）領域にある。ガラス質が多く，ファイヤライトが見られる成分系である。顕微鏡組織

とほぼ一致している。SiO２は３１．２％と非常に多く，Al２O３は５．８％である。TiO２は０．２４％と少なく，成分のみで

は始発原料が砂鉄か判断できない。CaOは多く含まれ３．０４％で，MgOは１．４８％含まれている。アルカリ成分

であるK２Oは２．９５％，Na２Oは０．２９％含まれている。造滓成分量（SiO２+Al２O３+CaO+MgO+Na２O+K２O）は

４４．７６％と鍛冶滓としては非常に多い。鉄滓の化学成分の特徴から製鉄工程の位置づけを検討する図３，４，５

で見ると資料No．２，資料No．３とほとんど同じで，炉壁や粘土などが多く溶けた鍛錬鍛冶滓と想定される。

以上の結果から，本資料は鍛錬鍛冶工程で生成した炉壁や粘土との反応が多い，鍛錬鍛冶滓と推察される。

始発原料は砂鉄か否かは判断できない。

資料番号No．５ 釘（第１２号溜め井跡出土）

外観：重量は５．４gで，法量は長さ６５．１mm，幅５．７mm，厚さ５．１mmである。大きく緩やかに曲がった釘で，

小さな銹瘤で覆われている。銹化による縦亀裂も３ヶ所認められる。金属検知では頭部側３/５にメタル反応が

あり，反対の釘の先端側にはメタルは遺存していない。X線による透過でも，金属検知と一致して頭部側にメ

タルが遺存し，先側にはない。外観同様に中央付近でほぼ折損した状態である。頭部側を用いて調査する。

顕微鏡組織：断面の半分位の金属鉄が残り，周囲は銹化している。断面の縦横比は約１：１．３５である。明瞭な

加工痕跡は認められない。亀裂や空隙，介在物などが見られる。金属鉄は中央左にフェライト（＊１）・パーライ

ト（＊２）組織のやや灰色の濃い組織が見られ，その周囲に白色で結晶粒の大きなフェライト組織が取り囲んで

銹化前の健全な状態の組織分布を想定すると，加工時に周囲が脱炭したというよりも素材の炭素濃度が不均質

であったと見る方が妥当である。（（＊１）フェライト：Cが０．０２％以下の炭素をほとんど含まない純鉄（α鉄））

（（＊２）パーライト：フェライトと鉄の炭化物Fe３Cが交互に層状をなす組織で，炭素量が増加するとFe３Cが増

え，低倍の顕微鏡では次第に灰色を増す）１００倍の顕微鏡組織を組織写真５-１に示す。組織写真５-１はマク

ロ写真のやや灰色の濃いフェライト・パーライト組織の部分でフェライトの素地にパーライトが析出してい

る。炭素濃度は０．３％程度と推察される。４００倍の顕微鏡組織はマクロ写真の白色部分で結晶粒が大きく，炭素

をほとんど含まない純鉄（フェライト）の組織である。資料断面の約８５％を占めている。顕微鏡組織としては

C量は０．０４％程度と思われる。顕微鏡組織からみると浸炭や脱炭の形跡はなく低炭素の軟鉄が素材として使わ

れたと思われる。
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化学成分：顕微鏡観察からはCは０．０４５％と推定され，純鉄に近い亜共析鋼の範囲にある。通常は還元されな

いSiやAlが０．１８％，０．０４６％含まれるがこれらは鉄滓などが非金属介在物として残存し，分析されたものと思

われる。不純物は少ない。MnやCuは０．００１％以下，０．０１３％である。燐（P）は０．０２６％で比較的少ない。

以上の結果から，本資料は炭素の低い軟鉄を素材として作られた鉄釘と推察される。

資料番号No．６ 釘（第１２号溜め井跡出土）

外 観：重 量 は３０．２gで，法 量 は 長 さ１０２．１mm，幅１２．４mm，厚 さ１０．９mmで あ る。断 面 は 先 端 側 で

６．３mm×４．１mm，後端側で８．３mm×５．４mmである。やや扁平な釘で全体に銹瘤で覆われている。長手方向

に５ヶ所銹化膨張による亀裂が生じている。銹瘤の剥落部には黒銹が観察される。金属検知では中央付近には

１０mm大のメタル反応があるが，先端と後端は３mm大で鉄の遺存は悪い。金属検知と一致して中央にメタル

が遺存し，先側は空洞化が起こっている。メタルの遺存状態のよい中央付近を用いて調査する。

顕微鏡組織：長手方向に平行なL断面の２０倍の顕微鏡組織を観察した。うち，L断面のみ１４８頁のマクロ写真

３-１に示す。C断面は，中央から斜め左下側がフェライト・パーライト組織で，右上側は炭素の少ないフェラ

イト組織である。黒く見える非金属介在物は左下部を中心に弧を描くように伸びており，この方向に伸びるよ

うな加工がなされたと思われる。脱炭したようには見えず，炭素濃度に不均質のある素材が使われたと思われ

る。L断面のマクロ写真３-２は，C断面での比較的炭素濃度の高い部分の断面に当たる。L断面の非金属介在

物は非常に伸びており，C断面の介在物が余り伸びていないことから，L断面の上下方向に圧縮加工されたと

推察される。（C断面では左右方向に相当する）L断面では，組織がほとんどフェライト・パーライト組織であ

る。C断面の炭素濃度が高いと思われる左下側では，フェライト素地に結晶粒界にパーライトが析出した組織

になっている。右上の白いフェライト主体と思われる部分では，ほとんど炭素を含まないフェライト単独の純

鉄組織である。１４８頁に示した１００倍の鉄組織写真３-１は横方向に長く伸びた介在物を示す。１００倍の写真では

ファイヤライトとウルボスピネル（Ulvospinel：２FeO・TiO２）と思われる砂鉄系の滓組織が認められる。ほか

に結晶粒が伸びている部分で，フェライトの素地と粒界など析出したパーライトや結晶粒が余り伸びず，小さ

い結晶粒と大きな結晶粒が層をなす部分でフェライトの素地に少量のパーライトなども観察される。いずれ

も，炭素濃度が低い亜共析鋼（C＜０．８％）の組織である。

EPMA分析：L断面資料で砂鉄由来と思われる非金属介在物のEPMA分析を行なった。マッピング分析結果

を１４８頁のマッピング分析結果１に示す。Ti含有鉱物が検出される。TiとSiの高い鉱物が主体である。Tiの高

い鉱物にはFeOが６６．１％，TiO２が２６．３％含まれ鉱物相としてはウルボスピネル（２FeO・TiO２）と考えられる。

Siの高い組織ではFeOが６４．５％，SiO２が２９．１％含まれファイヤライト（２FeO･SiO２）と考えられる。これは砂

鉄由来の製錬滓や精錬滓に見られるもので本資料の始発原料は砂鉄であったと考えられる。

化学成分：Cは０．１３％で亜共析鋼（C＜０．８%）の中でも炭素の少ない方である。通常は還元されないSiやAl

が０．０５８％，０．０１６％含まれるがこれらは鉄滓などが非金属介在物として残存し，分析されたものと思われる。

Tiは０．０１１％とAlと同レベルで含まれており，砂鉄系の滓が含まれていたことを示唆する。全体として不純物

は少ない。MnやCuは０．００１％，０．０１５％である。燐（P）は０．０４２％で比較的少ない。

以上の結果から，本資料は砂鉄を始発原料とする炭素の低い軟鉄を素材として作られた鉄釘と推察される。

資料番号No．８ 椀型滓，（第６号不明遺構出土）着磁度：１，メタル反応：２mm大

外観：重量は１２５８．５gで，法量は長さ１３１mm，幅１３６mm，厚さ６１mmである。厚みのある椀型滓である。全
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体に土砂の付着が多い。上面は中側が盛り上がり，褐色の酸化土砂が厚く付着している。白い皮で覆われたよ

うなガラス質滓も見られる。下面側はきれいに椀形に湾曲し，土砂・礫が付着し木炭痕も観察される。土砂が

剥がれた部分には黒銹がみられ，２mm大のメタル反応がある。気孔も多く観察される。着磁度は１で，メタ

ル反応は２mm大である。左１/４で調査資料を採取する。

顕微鏡組織：再結合滓の様に鍛造薄片や微細な鉄滓片がまきこまれている。顕微鏡組織を組織写真５-１に示

す。写真５-１は巻き込まれている鍛造薄片やウスタイトを主体とする鉄滓の微小片である。ほかの組織写真

ではガラス質とおそらくファイヤライト思われる組織が主体でこれに繭玉状のウスタイトが分散する組織も見

られる。

X線回折結果：ウスタイト（Wustite：FeO）が最強の回折線を示し，主要鉱物相である。次いでマグネタイト

（Magnetite：Fe３O４）弱い回折線を示す。この他にはリューサイト（Leucite：K２O･Al２O３･４SiO２），モンチセラ

イト（Monticelite：CaO･MgO･SiO２），ファイヤライト（Fayalite：２FeO・SiO２）等が微弱な回折線を示し，

存在が確認される。主要鉱物相は顕微鏡観察と一致する。

化学成分：化学成分分析結果を表３に示す。全鉄５３．６%に対して金属鉄は０．２７％と少ない。FeOは４６．７%，

Fe２O３は２４．３%である。結合水は１．１２％で，ゲーサイトなどの銹化鉄が少量含まれると見られる。FeO-Fe２O３-SiO２

の３成分系に換算すると５３．６％，２７．９％，１８．５％となり図１ではマグネタイト，ウスタイト，ファイヤライト

の３組織が晶出すると思われる成分である。顕微鏡組織とはやや異なり，ウスタイトはマグネタイトとの混晶

の可能性もある。SiO２は１６．１％で，Al２O３は５．０２％である。TiO２は０．２６％と少なく，成分のみでは始発原料が

砂鉄か判断できない。CaOは３．５０％で，MgOは１．０％含まれている。アルカリ成分であるK２Oは２．０８％，

Na２Oは０．２３％含まれている。造滓成分量（SiO２+Al２O３+CaO+MgO+Na２O+K２O）は２７．９３％である。鉄滓の化学

成分の特徴から製鉄工程の位置づけを検討する図３，４，５で見ると図３，図５では鍛錬鍛冶滓と見られる位置

にあり，図４では精錬鍛冶滓と鍛錬鍛冶滓の中間的な位置にある。

以上の結果を総合すると，本資料は鍛錬鍛冶工程で生成した鍛錬鍛冶滓と推察される。始発原料は砂鉄か否

かは判断できない。

資料番号No．９ 包丁（第９号廃棄土坑出土）着磁度３，メタル反応 ４～５mm大

外観：重量は５７．８gで，法量は長さ１０２．１mm，幅１２．４mm，厚さ１０．９mmである。小刀の破片で重量感もあ

り，しっかりしているが刃側は銹化欠落し，膨張により長手方向に長い亀裂が走っている。側面の片側も写真

に見られるように太い銹化亀裂が発生している。全体に鉄銹の茶褐色を呈し，刃側の欠落部のみが黒銹の暗褐

色を呈している。金属鉄の遺存は余りよくなくメタル反応は最大でも５mm大である。

顕微鏡組織：銹化が著しく金属鉄の遺存が低倍率では確認できない。縦横に銹化亀裂が発生している。ほとん

ど銹化鉄で金属鉄はわずかである。通常のナイタル液（５％硝酸のアルコール溶液，金属鉄の組織を出すため

に腐食液として使用する）で腐食しても鉄組織は現われず，さらに強力な王水（硝酸と塩酸の３：１の混合液，

非常に強い腐食性を持つ）によってもパーライトなどの組織は現われず，顕微鏡で見られる鉄はフェライト思

われる。銹化部も観察したが鉄組織は痕跡を残していない。おそらく，低炭素の鉄であったと推察される。

EPMA分析：非金属介在物のEPMA分析を行なった。マッピング分析結果を１４８頁のマッピング分析結果２に

示す。Ti含有鉱物が検出される。TiとSiの高い鉱物が主体である。ポイント分析した結果はFeOが６４．２％，

TiO２が３２．２％含まれ鉱物相としてはウルボスピネル（２FeO・TiO２）と考えられる。一方の分析ではFeOが

１７．４５％，SiO２が４５．９％，CaOが１６．４％，Al２O３が２．５２％含まれ，ファイヤライトとガラスの混合状態と思われ
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る。これは砂鉄由来の製錬滓や精錬滓に見られるもので本資料の始発原料は砂鉄であったと考えられる。

以上の結果から，本資料は砂鉄を始発原料とする炭素の低い軟鉄を素材として作られた鉄製品（包丁）と推

察される。

４．まとめ

本分析調査を以下にまとめた。

１）遺跡の性格

第６号不明遺構から検出された鉄滓資料No．２，No．３，No．４，No．８は成分的に鍛錬鍛冶滓と判断され

た。資料No．８では鍛造剥片も検出されている。これらの資料の分析値や，顕微鏡組織は昨年調査した第１号

製鉄遺構，第１０号井戸跡，第１号廃棄土坑から検出された資料No．３，No．４，No．５と同質と推察される。

本遺構での鍛冶滓の検出量や鉄製品の出動状況に関する情報は提供されていないが，本遺跡では鍛錬鍛冶が行

われていたと推察される。

２）鉄製品

金属鉄が遺存したNo．５（釘），No．６（釘），No．９（包丁）については，顕微鏡観察では低炭素の素材が使用

されたと見られる。炭素濃度の異なる素材を接合して用いた痕跡はない。

３）始発原料

鉄滓資料に含まれるTiO２は０．２４％～０．３１％と低く，始発原料が砂鉄か否か判断はできない。鉄製品資料

No６，No．９の介在物をEPMAで分析調査したが，TiO２を多く含む鉱物相であるウルボスピネルが検出され始

発原料は砂鉄と推察された。

４）砂鉄

今回調査した砂鉄は，TiO２，MnO，V，T．Fe等の砂鉄の特徴を表す成分の比率などから，昨年度調査の２

種の砂鉄と同質と判断された。このことは，同所新田遺跡で砂鉄が何らかの形で利用されていた可能性を示す

ようにも思われる。しかし，本遺跡が鍛冶に関連であることは確実であり，なぜ鍛冶関連遺跡で砂鉄が出土す

るのか，またどのような利用がされたのか今後の課題である。

５．参考

（１）鉄滓の顕微鏡組織，（２）鉄－炭素系平衡状態図………参考文献１を参照されたい。
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６．図表・写真

参考文献
１）桑村裕「清水遺跡 同所新田遺跡 一般国道４６８号首都圏中央連絡自動車道新設事業地内埋蔵文化財調査報告書」『茨城県
教育財団文化財調査報告』第２９０集 ２００８年３月

表１ 調査資料と調査項目（同所新田遺跡 平成２０年分析調査）

EPMAＸ線透過Ｘ線回折組織写真化学成分外観写真MC反応着磁度資料 種別出土地点 層位資料No．

○○○○○砂鉄第５号不明遺構 覆土中１

○○○○○○鉄滓第６号不明遺構 覆土下層２（M102）

○○○○○椀型滓第６号不明遺構 底面３（M101）

○○○○○椀型滓第１２号溜め井跡 底面４（M81）

○○○○○○鉄製品（釘）第１２号溜め井跡 覆土中５（M79）

○○○○○○鉄製品（釘）第１２号溜め井跡 覆土上層６（M80）

○○○○鉄製品（包丁カ）第６号不明遺構 覆土下層７（M98）

○○○○○○椀型滓第６号不明遺構 覆土上層８（M105）

○○○○○鉄製品（包丁カ）第９号廃棄土坑 覆土上層９（M83）

表２ 砂鉄の化学成分分析結果（%）

比率（％）
Na２OK２OMgOCaOAl２O３SiO２Fe２O３FeOT．Fe資料No．

FeOFe２O３

６３．５３６．５０．３５０．２４５．１４１．０４４．９８１８．６３６．６２１．０４１．９１

造滓成分%V/
TiO２

MnO/
TiO２

TiO２/
T．FeCuP２O５C．W．VMnOTiO２資料No．

３０．３５０．０３３０．０４２０．１９７０．００６０．１１３１．４８０．２７００．３５８．２６１

表３ 鉄滓の化学成分分析結果（%）

比率（%）
Na２OK２OMgOCaOAl２O３SiO２Fe２O３FeOM．FeT．Fe資料No．

Fe２O３FeO

３８．７６１．３０．３５２．８８１．５２５．７３５．９１１８．５２３．３４３６．９０．３９４５．４２（M102）

３４．８６５．２０．４２３．５４１．３６６．６５７．１９２３．０１８．８３５．２０．２８４０．８３（M101）

２９．２７０．８０．２９２．９５１．４８３．０４５．８３１．２１６．０３８．８０．０３４１．４４（M81）

３４．３６５．７０．２３２．０８１．００３．５０５．０２１６．１２４．３４６．７０．２７５３．６８（M105）

造滓成分%MnO/
TiO２

TiO２/
T．FeCuVCC．W．CoP２O５MnOTiO２資料No．

３４．８９０．４６７０．００７０．００７０．００６０．２３１．１６０．００５０．７８５０．１４０．３０２（M102）

４２．１６０．４１９０．００８０．００７０．００６０．１８１．５１０．００７０．９５２０．１３０．３１３（M101）

４４．７６０．５０００．００６０．００６０．００５０．０３０．７９＜０．００１０．３６４０．１２０．２４４（M81）

２７．９３０．３８５０．００５０．００６０．００４０．０６１．１２０．００３０．４９７０．１００．２６５（M79）

C．W．=化合水，造滓成分=SiO２+Al２O３+CaO+MgO+Na２O+K２O

表４ 鉄塊系遺物の化学成分分析結果（%）

MgCaTiVAlCoNiCuSPMnSiC資料No．

０．００７０．０４３０．００７＜０．００１０．０４６０．０２８０．０２７０．０１３-０．０２６＜０．００１０．１８００．０４５５（M79）

０．００３０．０１４０．０１１０．００２０．０１６０．０１８０．０１４０．０１５０．０２８０．０４２０．００１０．０５８０．１３６（M80）

資料５は試料量少なくC，Sは分析できず，Cは顕微鏡組織から推定
※表中の資料No．中の（ ）内は，本文の遺物番号と同じ



―１４５―

図1 FeO-Fe２O２-SiO２系平衡状態図（■は昨年度調査の鉄滓データ）

図２ 砂鉄のTiO２/T．FeとV/TiO２



―１４６―

図３ 出土鉄滓類の全鉄量と二酸化チタン量の分布

図４ 製錬滓と鍛冶滓の分類



―１４７―

図５ 砂鉄系鍛冶滓と鉱石系製錬滓の分類

組織写真３-１x１００（資料No．３） 組織写真５-１x１００（資料No．８）

組織写真１-２x１００（資料No．１） 組織写真２-１x１００（資料No．２）



―１４８―

マクロ写真３-１x２０（資料No．６ L断面） 鉄組織写真３-１x１００（資料No．６ L断面）

Fe TiSE像

Fe TiSE像

マッピング分析結果１ 資料No．６（L断面）x２０００

マッピング分析結果２ 資料No．９x３００



同 所 新 田 遺 跡

瀬 沼 遺 跡

写 真 図 版



同所新田遺跡

PL１

第１０号 掘 立 柱 建 物 跡
完 掘 状 況

遺 跡 全 景 （ 西 側 か ら ）

第 ９ 号 溜 め 井 跡
完 掘 状 況



PL２

第 １ １ 号 溜 め 井 跡
完 掘 状 況

第 １ ２ 号 溜 め 井 跡
第 ９ 号 廃 棄 土 坑
遺 物 出 土 状 況

第 ６ 号 廃 棄 土 坑
遺 物 出 土 状 況



同所新田遺跡

PL３

第 ５ 号 不 明 遺 構
遺 物 出 土 状 況

第 ５ 号 不 明 遺 構
完 掘 状 況

第 ５ 号 不 明 遺 構
遺 物 出 土 状 況



PL４

第 ６ 号 不 明 遺 構
完 掘 状 況

第 ６ 号 不 明 遺 構
遺 物 出 土 状 況

第 １ 号 炉 跡
掘 方 完 掘 状 況



同所新田遺跡

PL５

第５・８号廃棄土坑，第５・６不明遺構，遺構外出土遺物

SX５-１７７

SX６-２０５ SX６-２１０

SX５-１７６ SX５-１８６

第８号廃棄土坑-１６１ 遺構外-TP２３遺構外-TP２２

第５号廃棄土坑-DP２２ SX６-DP２５



PL６

第１２号溜め井跡，第６・７・９号廃棄土坑，第５・６号不明遺構，遺構外出土遺物

第６号廃棄土坑-Q３３遺構外-DP３２ 遺構外-DP３１ 遺構外-DP３３

SX６-Q３９

WT１２-M８１SX６-M１０５SX６-M１０４SX６-M１０３

第９号廃棄土坑-M83SX６-M９８

WT１２
M７９

WT１２
M８０

SX５
M８７

SX５
M８８

SX５
M８６

SX６
M９５ SX５-G２第９号廃棄土坑-G１

SX５-Q３７ SX６-Q４２

SX６-Q４１
WT１２-Q３２

第７号廃棄土坑-Q３４



同所新田遺跡

PL７

第９号廃棄土坑，第５７１号土坑，第５・６号不明遺構出土遺物

第９号廃棄土坑-１６３ SX５-１８０ SX６-２３３

SX６-２２３ SX６-２２４ 第９号廃棄土坑-１６４ SX６-２４４

SX６-２３４ SX６-２３６

SX６-２１６ SX６-２１７ SK５７１-１７０

SX６-２１８ SX６-２３７ SX６-２３８

SX６-２３９ SX５-１９７ SX５-１９８



PL８

第９号廃棄土坑，第５・６号不明遺構出土遺物

第９号廃棄土坑-１６７SX５-２０４

SX６-２２２SX５-１８３

SX５-２００

SX５-１９９

SX６-２４２

SX５-２０３



同所新田遺跡

PL９

第８・９号廃棄土坑，第５・６号不明遺構，遺構外出土遺物

第８号廃棄土坑-１６０

SX６-２３２ 遺構外-２４８ 第９号廃棄土坑-１６８

SX５-１９１ SX６-２４５ 遺構外-２４９

SX６-２２６ SX６-２２８



PL１０

瀬 沼 遺 跡 全 景

第 ３ 号 住 居 跡
完 掘 状 況

第 ３ 号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況



瀬沼遺跡

PL１１

第 ２ ９ ８ 号 土 坑
遺 物 出 土 状 況

第 ３ 号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

第 １ 号 墓 坑
遺 物 出 土 状 況



PL１２

第 １ ２ 号 墓 坑
遺 物 出 土 状 況

第 ２ 号 火 葬 土 坑
完 掘 状 況

第 ３ 号 火 葬 土 坑
完 掘 状 況



瀬沼遺跡

PL１３

第 １ 号 運 河 跡
完 掘 状 況

第 ４ 号 井 戸 跡
井 戸 枠 出 土 状 況

第 １ 号 運 河 跡
遺 物 出 土 状 況



PL１４

第３号住居跡，第２８１号土坑，第１号運河跡出土遺物

SI３-１８ SI３-２０

SI３-１７ SK２８１-２３

SI３-１９ 第１号運河跡-３６

第１号運河跡-３２ 第１号運河跡-３５



瀬沼遺跡

PL１５

第３号住居跡，第１・４・５・６号墓坑，第３２１号土坑，第１号運河跡，遺構外出土遺物
SK３２１-W２ 第１号運河跡-W６

第１号運河跡-W７

第１号運河跡-W３ 第１号運河跡-W４

遺構外-TP２６

遺構外-TP２３

SI３-Q７ 遺構外-Q１１

遺構外-Q１２

遺構外-Q１０

第１号墓坑-M１ 第４号墓坑-M１７ 第５号墓坑-M２３ 第６号墓坑-M２７ 第６号墓坑-M２９



PL１６

第１号運河跡出土遺物

第１号運河跡-３４ 第１号運河跡-３７ 第１号運河跡-３９

第１号運河跡-４０ 第１号運河跡-４１ 第１号運河跡-４２

６１

第１号運河跡-６３ 第１号運河跡-６１・６５ 第１号運河跡-６０

第１号運河跡-５９ 第１号運河跡-４６ 第１号運河跡-４７



瀬沼遺跡

PL１７

第３２１号土坑，第１号運河跡出土遺物

第１号運河跡-４４ 第１号運河跡-４３第１号運河跡-６６

SK３２１-３１ 第１号運河跡-６４

第１号運河跡-５３ 第１号運河跡-４９

第１号運河跡-５０



PL１８

第１２号墓坑，第３２１号土坑，第１号運河跡出土遺物

第１号運河跡-５５ 第１号運河跡-５４

第１号運河跡-６７

SK３２１-７５ 第１号運河跡-５７

第１２号墓坑-２６ 第１号運河跡-６９



抄 録

どうしょしんでんいせき せぬまいせきふ り が な
同所新田遺跡２ 瀬沼遺跡２書 名
一般国道４６８号首都圏中央連絡自動車道新設事業地内埋蔵文化財調査報告書副 書 名

巻 次
茨城県教育財団文化財調査報告シリーズ名
第３１２集シリーズ番号
本橋弘巳編 著 者 名
財団法人茨城県教育財団編 集 機 関
〒３１０-０９１１ 茨城県水戸市見和１丁目３５６番地の２ TEL ０２９-２２５-６５８７所 在 地
２００９（平成２１）年３月２３日発行年月日

調査原因調査面積調査期間標高東 経北 緯コードふ り が な
所 在 地

ふ り が な
所 収 遺 跡

一般国道４６８
号首都圏中央
連絡自動車道
建設事業に伴
う事前調査

２，８３１m２２００７１００１
～

２００７１２３１

１１．０
m
～
１２．０
m

１３９度
４５分
３６秒

３６度
０６分
４３秒

０８５４２－
０６９

茨城県猿島郡五霞町
いばらきけん さ しまぐん ご か まち

大字小福田７３９番地
おおあざ こ ふく だ

の１ほか

同所新田遺跡
どうしょしんでん い せき

１，７２７m２
（生活面
２面とし
て調査）

２００７１２２５
～

２００８０３３１

９．０
m
～
１０．０
m

１３９度
４５分
３４秒

３６度
０５分
２７秒

０８５４２－

０６８

茨城県猿島郡五霞町
いばらきけん さ しまぐん ご か まち

大字
おおあざ

幸主４９６番地の１
こうしゅ

ほか

瀬 沼 遺 跡
せ ぬま い せき

特記事項主な遺物主な遺構主な時代種 別所収遺跡名

土師質土器（焙烙・火鉢），
陶器（碗，皿，徳利，擂鉢），
磁器（碗，皿，瓶），土製品
（羽口，ミニチュア，泥面
子）， 石器・石製品（砥石，
火打ち石），金属製品（釘），
ガラス製品（簪，箸置き），
椀状滓，鉄滓

堀立柱建物跡 ２棟
溝跡 １条
井戸跡 １基
溜め井跡 ４基
廃棄土坑 ５基
土坑 17基
不明遺構 ２基

近 世生産跡同所新田遺跡

縄文土器，石器（石鏃），
陶器，磁器，瓦，煉瓦

炉跡 １か所
柵跡 １列
溝跡 ８条
土坑 68基
ピット群 ５か所

時期不明その他

舟着場跡が検出
された近世後半
の運河跡が確認
されている。

縄文土器（深鉢），石器（磨
製石斧），剥片

竪穴住居跡 １軒
土坑 ３基

縄 文集落跡瀬 沼 遺 跡

土師質土器（小皿），古銭
（北宋銭・明銭）

墓坑 11基
火葬土坑 41基

中 世墓 跡

土師質土器（焙烙），瓦質土
器（焙烙，火鉢），陶器（碗，
皿，徳利），磁器（碗，皿，
水注），金属製品（煙管），
古銭（寛永通宝），木製品
（漆器椀，下駄）

墓坑 １基
土坑 １基
運河跡 １条

近 世その他

縄文土器（深鉢），土師質土
器，陶器，磁器

溝跡 ６条
土坑 128基
井戸跡 ５基
ピット群 ８か所

時期不明

両遺跡とも昨年度からの継続調査である。同所新田遺跡は，財団報告第２９０集で報告されて
いる製鉄関連遺構が確認され，鍛錬鍛冶を中心とした製作跡であることが判明した。
瀬沼遺跡は，財団報告第２８９集で報告されている縄文時代の集落のほか，中世・近世の墓跡，
近世以降の運河跡など，時代によってさまざまな土地利用がされている。

要 約
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茨城県水戸生涯学習センター分館内
ＴＥＬ ０２９－２２５－６５８７

印刷 株式会社 イセブ
〒３０５-０００５ 茨城県つくば市天久保２丁目１１-２０
ＴＥＬ ０２９－８５１－２５１５




